
















































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























彼には剣しかなかった。

ただ一心に剣を振るい、ただ一心に身体を鍛えた。

目指したのは弱者を守り、忠義を貫く愚直な剣。

家を持たず、地位を持たず。

何者でもない彼を理解できたのは、偉大なる勇者ただ独り。

ただ独り……。

剣だけならば、彼の者の前に敵はなく。

勇者とともにあるならば、彼の者は不敗の剣。

やがて彼の者の剣名は勇者の師として世に響き、

やがて不敗の剣は神をも降す。

彼の者、其の名をウィン・バードと云う。

勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスの師匠なり。
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　その気になれば、地上へなど一瞬にして出られる。転移しても良いし、天井と厚い岩盤を貫いてできた穴の中を、飛んで行っても良い。

　だがあえてそうせずに、自らの足で歩いて地上を目指したのは、己の力を撥ね除けてみせた者への賞賛の思いからだった。

（──人の形を象かたどるのは幾千年ぶりだろうか）

　地上に出て空を見上げ周囲を見渡すと、何千年ぶりかの光が目に入った。

　深い海底、厚い岩盤の下に造られた神殿で眠っていた〝彼〟が目にした光は、天上に輝く月と星、そして遠く岬の先にあるリヨンと呼ばれる都市に住む人々の営みが生み出したもの。

（……足りぬ、な）

　しかし、その光景も〝彼〟には、何の感慨も抱かせない。

〝彼〟を深き眠りから目覚めさせたあの輝き。

　あの輝きに比べれば、眼下に広がる幾星霜を経て見た光が生み出す幻想的な光景すらも、物足りない。

（あの者がいる場所はこの先か……）

　岬の中腹にある建物の中に、〝彼〟の求める者の気配が感じられた。だが、そこへ向かおうと一歩足を踏み出したところで、〝彼〟は顔をしかめると足を止めた。

「……こそこそと覗かれるのは気に食わぬな」

　そう呟くと振り返る。向けられた視線は岬を離れた海面上。何もない空間。ただ、闇だけが広がっているように見える。しかし、〝彼〟はそこに人には感じ取ることのできないわずかな気配を感じ取っていた。

　そして、小さな羽虫よりも微かな気配へと手を伸ばし──。

「む？　消えたか……」

　闇の中から引きずり出してやろうと思ったのだが、その前に〝彼〟が感じた気配は綺麗に消え去っていた。

「ふむ……少し、鈍いか」

　気配から感じられた相手の力量からすると、本来の〝彼〟ならば、気配に気づいた時点で、隠れていた何者かを目の前に引きずり出すことができた。

　しかし、人の姿を象ったことで上手く力が振るえなくなってしまっているようだった。

「となると、今のままでは少々もったいないな……」

　数千年ぶりに〝彼〟に、この世へ受肉してまで顕現しても良いと思わせたほどの相手なのだ。

　思うように動かせぬ己の身体のせいで力が振るえなくては、折角の楽しみに水を差してしまうことになりかねない。

「この器に慣れるまで、少々時間が必要なようだ」

　特別に急ぐわけもないので、焦ることはない。

（数千年ぶりの覚醒で得たひととき、少し楽しませてもらおう）

　ゆっくりと目を閉じると、意識を外へと広げていく。

　静かな水面へ波紋が広がっていくかのように、薄く意識を延ばしていく。人の器にあっても〝彼〟の意識は人知を超えて、広大な大陸の隅々にまで届く。

「……騒乱の気配を感じる」

〝彼〟の捉えた騒乱の気配とは、人がレムルシル帝国と呼ぶ国で起こった皇位継承権を巡る戦いだった。

「ここから近い。退屈しのぎには丁度良さそうだ」

　そう呟くと同時に〝彼〟の姿はかき消えた。




　床全体に、毛足の長い絨毯が敷かれた部屋だった。壁には黄金で造られた燭台。名のある画家の手によるものと思われる見事な色彩の風景画。そして黄金と銀で精緻な細工が施され、宝石で装飾された一振りの剣と盾。部屋の隅には、遙か遠方から運ばれてきた陶器の花瓶に季節の花々が活けられていて、甘い香りを放っている。それら以外にも部屋の中には様々な調度品が置かれていたが、そのどれ一つをとっても非常に高価な品物で、名のある職人の手による名品であろうことが窺い知れる。

　そして部屋の中央には、大人が軽く四人は横になることができそうな寝台が一つ。その寝台で横になっていた人物は、唐突に部屋の中に現れた気配に気がついて目を覚ますと、身を起こした。

　夜の闇に目を凝らせば、窓からわずかに差し込む月明かりに浮かび上がる人影。部屋の扉を塞ふさぐようにして、佇んでいる。

　普通、深夜に目を覚ました時、暗い部屋の中に佇む人影を見れば、たとえその人影がよく知る家族のものだったとしても、人は驚き身を竦すくめるだろう。

　しかし、寝台から身体を起こしたその人物は、少なくとも表面上は驚いた様子も見せず、寝台横の小さな台から火付け用の道具を手にすると、黄金の燭台に火を灯した。それから落ち着いた態度で寝間着を整えると、ゆっくりとひじ掛け付きの椅子へと歩み寄って腰を下ろした。

　そして扉前で佇んでいる人影に、自分の対面の椅子に座るよう手ですすめてみせた。

「……夜更けに部屋を訪れる非礼を、そなたのような者に問うても無駄であろうが、余の元へ何をしに来た、人外の存在よ？」

「ほう……」

　部屋の主──レムルシル帝国皇帝アレクセイの言葉に、〝彼〟は感嘆の声を上げると、すすめられるままに椅子へと腰かけた。

「なぜ我が人外の存在だと思う？」

「その身の内より発する尋常ならざる気配は、到底人のものとは思えん」

「意外だな。己が治める国が二つに割れているにもかかわらず、まるで関心を示す様子も見せぬ男が、まさかたやすく我の正体を見抜くとは……」

「これでも余は皇帝よ」

　アレクセイはそう言って口の端を歪めると、目を細めて〝彼〟を見つめる。

　その鋭い眼光は、普段のアレクセイを知る者ならば、驚きに目を見張っただろう。普段のアレクセイは、政務を全て臣下に任せて、己は皇宮内に設けたアトリエへと籠り、趣味の絵画に興じている。まさに凡ぼん庸ようを絵に描いたような君主というのが、陰で囁かれている皇帝への評価だったからだ。

　しかし、対面の椅子に腰掛けて、〝彼〟の意図を探るように凝らされた視線には、大国を治めるに相応しい威が備わっていた。

「初代皇帝セシルが国を興して二八七年の時が過ぎた……その間、帝国は次々と周辺諸国を吞み込み、常に勝者として在り続けた。レムルシルの名は、常に勝者で在り続けた者の証なのだ。そしてその一族で、最も勝者で在る者こそが皇帝である。その勝者である余が、そなたのような者の正体も見抜けずして、どうして勝者の座に在り続けることができようか」
















　皇族の血を引いて生まれた者は、生まれたその瞬間から否が応でも皇位継承争いという名の戦いに巻き込まれる。皇帝が実の子を殺すことだって珍しいことではない。

　帝国二八七年の歴史を紐解けば、血で血を洗う宮廷闘争の痕跡がいくらでも見つけられた。

　忘れてはならない。

　凡庸そうに見えるアレクセイとて、かつてはそうした暗闘をくぐり抜け、この至尊の地位へと就いてみせた男なのだ。




「さて再び問おう人外の存在よ。余の元へ何をしに来た」

「騒乱の気配を追って、その中心に」

「くっくっく……なるほど。それで余の元へと現れた、か」

「しかし、どうやら我は間違っていたようだ。騒乱の気配がする場所はこの地ではない。この地より少し南西といったところか。やはり久方ぶりの器。慣れずして力を振るうからかもしれぬ」

「その姿、やはり借り物であったか……。その顔、見覚えがある。確か我が娘の従士で、勇者の師匠という若者のものだな……いや、しかしそなたの勘は誤りではないぞ」

「この国は二つの勢力に分かれて戦っている。だが、そのどちらの勢力にもそなたは与くみせず、蚊帳の外に置かれている状況に見える」

「……人外はそう思うか。だが、蚊帳の外？　とんでもない。余こそ、この騒乱の中心よ」

　アレクセイはそう言うと、愉快そうに笑った。

「アルフレッド、そしてノイマン。どちらも我が息子だが、どちらが勝者になろうとその目指す所は同じ。余の座る皇帝の玉座」

「ゆえに全ての中心に在るということか」

「余こそは全ての中心。勝者こそが座るべき場所が皇帝の玉座なのだ」

「我は人の国に興味は無い。だが、そなたの息子の一人は、他国に通じている者もいるようだぞ？　皇帝として、他国の干渉はいささか良い気はしないのではないか？」

　しかし、〝彼〟の問いにアレクセイは凄味のある笑みを浮かべる。

「構わん。そもそも開祖セシルとて、クレナドという小国を滅ぼして王となるまではただの人よ。勝った者がこの地を治めれば良いのだ」

「それで国が滅びようとも？」

「帝国が滅びようとも、だ。もっとも、我がレムルシルの名は常勝不敗の証。我が後継には、これを機に、逆に相手を吞み込んでしまう事を期待しても罰ばちはあたるまい？」

「くっくっく……」

　そのアレクセイの言葉に、〝彼〟は初めて声を出して笑った。

「面白い……実に面白い考え方だ。気に入ったぞ。騒乱の中心を探り、この場所へと辿りついた時は、我の勘も鈍ったかと思ったものだが……そなたは、我の退屈をまぎらわせるには十分だ。皇帝よ。しばしの時、我はここでの滞在を望む」

「歓迎しよう、人外の存在よ。ここにいればそなたが望む騒乱の決着を、あますところなく見ることが叶うだろう。そなたを余の客人として迎えよう。余と共に、高みの見物とするが良い」

　そう言って、アレクセイは立ち上がって扉を開けた。

　そして部屋の外で警護にあたっている近衛騎士に命じる。

「余の客人だ。部屋を用意し、丁重にもてなせ」

「は！　……？」

　近衛騎士は深夜にアレクセイが部屋から出て来たこと、そして彼らの気付かぬ間に、いつの間にか皇帝の寝室に人がいたことに驚いたが、表情には出さず一礼する。

　明らかに不審な人物だったが、皇帝が客人として遇せよと命じた以上、その素性を詮索することは許されない。




　この夜から、皇宮深くの部屋で、病に伏しているはずの皇帝の傍に〝彼〟の姿が頻繁に見かけられるようになる。

　クライフドルフ侯も噂を聞きつけ、その素性を調べさせたのだが、詳しい事はわからなかった。

　だが、クライフドルフ侯と敵対する派閥とも繫がりが無い事も確実だった。

　結局、皇帝がどこからか招き寄せた貴人の一人だろうということに落ち着き、宮中の者たちは〝彼〟を遇することにしたのだった。
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「──ミト？　あの『剣匠』ミトの事か？」

　初老のドワーフ鍛冶師ラグは、その名を聞いて一瞬だけ鉄を叩く手を止めて聞き返した。

　リヨンの港に面した通り。

　ラグはここで船の建造に必要な金具を製作する工房を構えていた。

　今日も懇意にしている船大工から注文された金具を作っていたのだが、そこへ三人の人間の若者が訪ねて来たのだ。

「王宮で、ミトさんの住む村に連絡をとる際には、こちらの工房を通していたと伺いまして」

「ああ……俺はミトが生まれた村の出身だからな。ついでに言えば、ミトは俺の曽祖父でもある。だから、確かに何回か王宮の奴らに頼まれて、村へと手紙を送ったこともあるよ」

　人間の若者たち三人はまだ十代の若さで、男が二人に女が一人。

　三人ともに剣を帯びていて、どうやら戦いを生業なりわいとしている者たちのようだった。

　いつものラグであれば、このような客人が訪れた場合、彼等に告げる文句は決まっている。

「ミト本人と会わせてくれと言ってもそれは無理だぞ。俺だってミトの爺さんとは何十年も会っていないんだ。そもそもミトの爺さんがまだ生きているのかどうかだって俺は知らねえ。どうしても戦いたいなら、自分の足でマジルの山へ登ってみるんだな」

　ラグが伝説の『剣匠』ミトの血縁者であることは、冒険者ギルドにでも尋ねれば容易に知れる事。そのため時折、こうして腕自慢の命知らずな輩やからがミトと決闘するために渡りを付けて欲しいと、彼の元を訪れる。

　そんな連中をいちいち相手にしていてはきりがない。

　いつもなら、つっけんどんな態度で相手をあしらう事にしているのだが──。

　ラグは手拭いで額から流れる汗を拭い取ると、立ち上がった。

　三人の中の二人──青年と少女。工房へ入って来る時に見た歩き方、立ち姿を見ただけでも隙がまるで窺うかがえない。身のこなしを見れば、彼らがただの身の程知らずではないことが見て取れた。

「おいっ、俺は少しこの客人と話がある。俺がいないからって、てめえらサボってんじゃないぞ！」

「うっす！」

　工房中に響く程の大声で叫ぶと、ラグは三人を振り返り工房の外を指し示した。

「ついてきな。ここじゃうるさくて話をするには向かんだろう」

　ラグが三人を案内したのは、工房近くの酒場だった。

　ラグは麦酒を、三人は果汁を絞った飲み物を頼む。

「それで、ミトの爺さんに何の用だ？　腕は立つようだが、どうやら腕試しというわけじゃなさそうだな？」

　大きめの木杯に入った麦酒を一息に飲み干したラグはそう言う。

　と、青年がすっと木の卓の上へある物を差し出した。

「……これを」

　それはラグの親指の先程度の大きさの金印だった。

「こいつは……見覚えがある。ミトの爺さんが持っていた『剣匠』の証だな」

　まだラグが村にいた子どもの頃に、よくミトにせがんで見せてもらっていた。

　世界で唯一の『剣匠』の証。ミトの分厚い手のひらの上で輝いていた金印は、村を出て数十年経った今でも目に焼き付いている。

「これをどうしてお前さんが……」

　そう言ってラグが三人を見ると、彼らは一様に沈痛な面持ちで俯いていた。

　特に革鎧を身に着けた冒険者風の装いの青年は、泣き出しそうな顔をしている。

「俺が……俺のせいで……ミトさんは」

「今日の仕事は徒弟たちに任せて来た。時間はいくらでもある。詳しい話を聞かせてもらおうか。そういえば自己紹介がまだだったな。俺の名はラグ。このリヨンで造船に使う金具などを作っている」

「俺はウィン。彼女がレティシア。そしてこっちがアベルです」

　名乗り合った後にラグが差し出した手を、ウィン、レティシア、アベルがそれぞれ握り返す。

　そしてウィンはミトの最期について話し始めた。




　サラ・フェルール大聖堂建設予定地である岬の先に建てられた祠ほこら。そこには海底深く封印されていた地下神殿へと続く道が隠されていた。

　そこで古いにしえの破壊神の復活を試みた魔導師との戦いの最中、ミトはアベルを援護しようとする際に胸を貫かれて命を落とした。

「そうか……。死んだのか、ミトの爺さんは……」

　ウィンの説明と、アベルの嗚お咽えつ交じりの謝罪を聞き、ラグはぽつりと呟いた。

「俺は今年でちょうど六十になるんだが、ミトの爺さんは俺が生まれた頃にはもう『剣匠』と呼ばれていたんだ」

「六十年も前から……」

「知らないのか？　ミトの爺さんが『剣匠』になったのは八十年以上も昔の話だ」

　六十年以上も前から『剣匠』と呼ばれていたという事実に驚きの声を上げたアベルに、ラグはそう言って卓の上に置かれた金印をつまみ上げた。

「実を言うと八十年以上も昔というのは、ミトの爺さんが『剣匠』だという確かな証拠が残されているのが八十年前までなんだ。何しろ本人も長く生き過ぎていて、自身の年齢すらもよくわからんと言っていたからな。最低八十年以上だってことで、実はもっと長い歳月を武を極めた者として君臨していたのかもしれん」

　そう言うとラグは苦笑のような笑みを浮かべた。

「とにかく、身内からしても化け物のような爺さんだったよ……」

　麦酒を呷あおりつつそう言うラグの声音には、どこか誇らしげな響きが混じっている。

「俺は若い頃に里を出てここに工房を構えたんだが、もうその頃には爺さんが山を下りることは無かった。その爺さんが山を出て、そして命を落とすことになったというのなら、きっと何かを予感していたのかもしれないな」

「この金印。今は俺が預かっています。いつか、この『剣匠』の証たる金印を持つに相応しい実力者に会う時があれば、渡そうと考えています。もちろん、俺自身がこれを持つに相応しい実力を身に着けられればそれに越したことはありません。ただ、これはミトさんの遺品でもありますので、遺族の方が手元に置いておきたいとおっしゃるのであれば、お渡しするつもりです」

「いや、それはお前さんが持っていてくれて構わない」

　ウィンの申し出にラグはつまみ上げていた金印を、ウィンの前へと滑らした。

「これは『剣匠』の証だ。故人の遺品としてではなく、次代の武人へと託されるべきだ。見たところ、お前さんもかなりの腕前の剣士だろう。十分に持っている資格はあると思う」

　ラグも『剣匠』ミトの血を引く者として、子どもの頃にミト本人から武の手ほどきは受けていた。

　その彼の目から見ても、ウィンとレティシアの二人の強さが計り知れないものであることはわかる。

「ミトの爺さんの死は、俺から里の者たちへと伝えよう。墓はどこにあるんだ？」

「サラ・フェルール大聖堂建設予定地の岬の先。そこにある祠です。ミトさんの墓は、リアラ・セイン様が責任を持って管理してくださるそうです」

「リアラ・セイン──あの勇者と共に魔王を倒した聖女様だな。それは光栄なことだ。きっと一族の者も喜ぶだろう」

　そう言った時に、ラグはふと気づいた。

　リアラ・セイン。

　彼女が従者として同行した『勇者』は人の子どもで、まだ幼い少女。

　ラグはかつて、勇者がリヨンを訪れた時に、彼女の姿を垣かい間ま見みている。

　魔物との戦いが激しかった頃、ラグは軍船を作る親方衆のまとめ役を務めていた。その縁で、王宮で行われた勇者の歓迎式典に招待されたのだ。

　その時、若き『剣聖』として大陸に名を轟かせていた王太子ラウルが、レティシアに勝負を挑み敗れている。

　身内に『剣匠』がいるラグも、十歳かそこらの少女が振るう圧倒的な剣技に目を奪われた。

　そして、その時に見た勇者の瞳──エメラルドを思わせる、強い意志を宿した瞳の光が、強く印象に残っていた。

　ラグの目の前に座る少女は、あの時の勇者の瞳と同じ色と光を持っていた。

（そうか……この娘はあの時の。どうりで只者ではない気配を纏まとっているはずだ。そして隣に立つ青年も……。ミトの爺さんは案外、この青年に金印を託すつもりで山から出てきたのかもしれん）

　そう思うと、ラグは金印を大切にしまうウィンを見てこう言った。

「ウィンと言ったか？　いつかお前さんの名が『剣匠』として、俺や俺の一族が住む里にまで轟く日が来ることを楽しみに待っているよ」

　そう言ったラグは、そういう日が来ることを確信しているという眼差しを向けていたのだった。




　ラグと別れたのはもうすぐ夕方になろうかという時刻だった。

　空が赤く染まり、大地には影が長く伸びている。

　ウィン、レティシア、アベルと話している間中ずっと飲んでいたラグは、この後も仕事を終えた後に酒場へとやって来る徒弟や、顔見知りの職人たちと引き続き飲むようだった。

　どうやらミトに対する弔い酒らしい。

　ウィンたちにも付き合うように言ってきたが、さすがに断った。

　ドワーフの酒量に付き合うことは、ウィンたちには不可能だ。

「この金印、どうしたら良いんだろう……」

　ウィンはポケットから出した金印を手のひらにのせると、そう呟いた。

「俺たちで『剣匠』の名を受け継ぐに相応しい人を捜して、渡したほうがいいのかな」

　夕日を浴びた金印は、少し赤みがかった輝きを放っている。

　親指の先程の大きさなのだが、その小さな金の塊はウィンに、本来の質量以上の重みを感じさせる。

　その金印には、ミトだけではなく、何人もの武に生きる者たちの手を渡り続けた歴史があるのだ。

「お兄ちゃんが、そのまま『剣匠』って名乗っちゃえばいいんじゃないの？」

　考えながら歩くウィンに、レティシアが言った。

「ラグさんも言ってたけど、お兄ちゃんにもその金印を持つ資格が十分にあると思うよ？」

「ラグさんが金印を持つ資格があるって言ったのは、レティを見ての事じゃないか？　というか、レティが持つならきっと誰も文句は言わないと思うんだ」

「確かに誰も文句は言わないと思う」

　ウィンが言うと、アベルもそうだとばかりに頷いた。

「私はいらないよ。というか、もうこれ以上そういう称号を押し付けて、勝手に呼ばないでほしいな……」

　そう言うと、レティシアが少し頰を膨らませて不満を表した。

「私、会ったことない人からオーガのような女の子に思われてそう……」

『勇者』『剣の神姫』『神に限りなく近づきし存在』──これだけの大おお仰ぎような呼称を持つレティシアだが、実物は折れそうな程に細い肩に腰、華きや奢しやな少女なのだ。

「会ったこともないような人になら、どう思われようといいじゃないか」

「良くないよ！　いくら知らない人だって嫌だよ」

「凄腕の剣士か……。例えば冒険者ギルドや傭兵ギルドの有名人とかどうだろ？」

　腕組みをしたアベルがそう提案する。

「北へ行って帰って来る冒険者のパーティーには、そこらの騎士より遙かに強い人だっているらしいぜ？」

「なるほど。だったら、オールトさんに聞けばふさわしい人を知っているかもしれないな」

　成功した冒険者としてエルツの町に家を構えるまでになったオールト、ルイス、イリザの三人なら、冒険者たちの間で広く顔が利くだろう。

「『剣聖』であるラウル殿下に聞いてみてもいいかもしれない。殿下なら、強者に関しての情報を集めてそうだ」

「そうね。でも、お兄ちゃんが持っていてもいいと思うんだけどなぁ」

　金印をポケットの中へとしっかりとしまい込みながらそう言うウィンに同意しながらも、レティシアは小さく呟いたのだった。
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　エルステッド伯爵領の領都エルツは、人口が一万人程度の都市だ。

　しかし現在、市壁の中の人口は倍以上に膨れ上がっていた。

　そもそもこの約一万人というエルツの人口は、エルツの高い外壁の内側に住んでいる市民たちの人数で、市壁の外に住む者たちは含まれていない。エルツの市壁の外にも大勢の人々が集落を作って生活しているのだ。

　例えば、マジルの麓には鉱夫たちが幾つも集落を形成しているし、木材や町の工房の燃料のために木々を伐り出す者たちだって大勢住んでいる。当然、掘り出された鉱石や伐採した木材を運ぶ者たちも、マジルから流れ出るルーム川沿いに家を建て船を繫いでいた。また、エルツから歩いて一刻も掛からない距離にだって、麦や野菜、家畜を育てている農民たちの村もある。

　そうした市壁の外に住む者たちが、レムルシル帝国の第二皇子ノイマンの軍勢が迫る前に、市壁の中へと避難しているのだ。

　この事態を想定していたエルステッド伯爵ロイズは、市壁の門を閉ざす前に逃げ込んできた近隣の人々を全て市壁の中へと受け入れた。

　食糧や燃料、戦のための武器といった物資は随分と前から調達を終えていて、避難民を全て受け入れても向こう三ヶ月は籠ろう城じようできるだけの備蓄がある。ついでに言えば、数年前に領地を襲った熱病のせいで多くの市民が死んでしまい、結構な数の空き家もあった。そこを、避難してきた年寄りや女、子どもに割り当てた。

　男たちは戦いの準備だ。

　狩猟を生業としている者たちには弓矢が与えられた。日頃から森深くに分け入り、獣を射る彼らは、下手な兵士よりもたしかな腕を持つ。弓を扱えない者はマジルから運ばれてきた大量の鉄や木材を鍛冶工房へと運ぶ力仕事を行い、または町の名物である鐘楼に登って、見張りの役に就いた。

　これから町の人口を上回る軍勢が押し寄せてくるというのに、エルステッド領に住む者たちは不思議な程落ち着いた様子でそれぞれに割り当てられた役割を果たそうとしている。




「本当に大したものだよね」

　エルツの様子にレムルシル帝国皇太子アルフレッドは、賞賛と畏敬の念しか覚えなかった。

　彼らとて迫る軍勢に恐怖を感じていないはずはない。

　それでも、町の中が統制を保たれているのは、領主であるロイズに寄せる全幅の信頼ゆえだ。

　かつてエルステッド領一帯を襲った熱病と、天候不順による凶作。領内では多くの民が生活に困窮し、病に苦しみ、死んでいった。そんな領民を少しでも救うためにロイズは家屋敷すらも手放し、莫大な借金を負って高価な特効薬と食糧を取り寄せ領民に無償で配布した。

　その恩を民は忘れていなかった。

「また我がエルステッド伯爵家の債務が膨らみますなあ」

「そこはすまないと思っているよ。君には苦労を掛けるね」

「なに、もともと我が家には孫の代までかかっても返せない額の債務がありますしな。今更多少の金額が増えたところで、そう変わりはしないでしょう」

　アルフレッドに向かってそう言うと、ロイズはでっぷりとした腹を揺すって笑う。

「まぁ、これだけ債務が山になれば、出資した商人どもも途中で投げ出すわけにはいかないでしょう。いま我が家を切り捨てることになれば、これまで我が領に対して注ぎ込んだ膨大な資金を溝どぶに捨てることになります。それらの金を無駄にしたくなければ、今後も我らを見捨てず支援し続けたほうが利益となります」

「彼らが結託して新しい領主を据える可能性は考えなかったのか？」

「それはないでしょうな。殿下も御存知の通り、私と領民は良い関係を築いておりますので」

　流行はやり病やまいで一時は大きな被害を出したエルツだが、近郊には良質な鉄の採れる鉱山に、豊富な水量を誇るルーム川、そしてその川沿いに広がる森もあって、レムルシル帝国内でも有数の豊かな土地ではあった。

　そして町の様子を見れば、ロイズの言うように領主のエルステッド伯爵家と領民が良好な関係を築いているのがわかる。その領主であるロイズを切り捨てれば、町に住む人々の反発を招いてしまう。

　貸し付けた大金を無駄にしないためには、エルステッド伯爵家とは有益な関係を築いておいたほうが得になる。出資者たちにそう思わせるのがロイズの思おも惑わくだった。

「出資した資金を回収するには、土地が安定して統治されていたほうが都合が良いのですよ」

「だがこの度の事で、エルステッド領は戦火の中心となることになったぞ？」

「ええ。ですから商人どもは笑いが止まらないでしょうね。この戦いにアルフレッド皇太子殿下が勝利した暁には、殿下の幕下で中心的役割を果たした私は、まず間違いなく殿下の政権下で重要な地位を得るでしょうからね」

「今のうちに恩を売っておいて損は無いというわけだね。だけど、僕たちが勝てるとは限らないよ？　中央騎士団団長のウェルトを味方に付けたノイマンは、残念なことに我が軍よりも数のうえでは優勢。しかもエルツを包囲している軍は敵の主力ではない」

「殿下。商人どもも馬鹿ではありませんよ。彼らは知っているのですよ。私がかつてどれだけの戦いを潜り抜けてきたか。レティシア様には比べるべくもありませんが、かつて帝国の英雄として対魔大陸同盟軍にその名を馳せた将軍ザウナス万騎長の両翼の一人が、殿下のために今宵大きな戦果をあげてみせましょう」




　エルツの町を包囲したノイマン皇子の軍は、およそ三万。

　レムルシル帝国中央騎士団団長クライフドルフ侯爵ウェルトを大将とし、クライフドルフ侯閥に属していて南部に所領を持つ諸侯が派遣した兵士たちで構成されている。

　そのノイマン皇子軍の陣にクレグマン子爵の軍も参加していた。総勢三百人余りの兵士を率ひきいている騎士の名は、カール・レイナム。

　もうそろそろ老齢に差し掛かろうかというカールは、対魔大陸同盟軍に傭よう兵へいとして参戦していた経歴の持ち主で、何体もの魔物を倒して武名を上げた歴戦の強つわ者ものだった。

　カールは対魔大陸同盟軍が解散した後、その武名を聞き及んだクレグマン子爵から家臣に取り立てられて騎士となった。そして子爵から厚い信頼を寄せられて、この度のノイマン皇子に送る援軍の指揮官を任されたのだ。

　カールは騎士としてクレグマン子爵に拾ってもらった恩と、その厚い信頼に応えるため、この内乱で大きな武功を立てる事を誓っていた。そのため、エルツ包囲におけるクレグマン子爵領軍が、戦場の中心部ではなく、森に面した外縁部に配置された時には、同僚の騎士たちに不満の声をぶつけていた。

「おのれ、手柄は全てクライフドルフ侯の有力閥で持っていくつもりか。小領の諸侯軍は員数合わせとしか考えていないようだ」

　エルツを包囲してから結構な日にちが経っているのに、いつまで待っても総攻撃の命令も出ない。

　実のところ、ノイマン皇子軍本隊である中央騎士団の主力部隊は、帝都シムルグと第二の都市クレナドの制圧に赴おもむいていて、エルツ攻略戦にはほとんど派遣されていない。そのうえ、エルツ攻略戦に回された中央騎士団の指揮官の多くは、クライフドルフ侯の専横でその地位に就いた実戦経験のほとんどない大貴族の子弟だった。

　この背景には、実戦経験の豊富な騎士、兵士たちの多くが先年のザウナス将軍のクーデターの際に処罰されてしまい、中央騎士団は深刻な人材不足に陥ってしまったという事もあるのだが、ともかくエルツの町を包囲する軍を配置するのにも二日以上を要してしまい、それがカール達のような普段から山賊などを相手にして実戦経験を積んで来た歴戦の武将たちの失笑を買っていた。

　クライフドルフ侯の主催する軍議から外された小領の領主軍の指揮官たちは、彼らだけで集まって軍議を開いていた。軍議と言っても軍全体の方針を決める事はできないため、いわば同じ立場の武将同士、愚痴を言い合うだけのような場だ。

「エルツの軍は我が軍よりも兵数において遙かに劣る。寡兵の相手にいつまでも時間をかけていては、勝利したとしても後世の笑い者になるぞ！」

　カールはそう言うと、大杯に注がれた麦酒を一息に飲み干し、卓上に勢い良く叩きつけた。

　老齢に差し掛かって白いものが混じり始めた口ひげをたっぷりと蓄え、鋭い目つきをした大男のカールが怒鳴り声を上げて睨みつければ、それだけで気の小さな者は気を失ってしまうかもしれない。しかし、この場に集まっていた十数人の男たちは、それぞれが各小領の軍を率いる指揮官たちだった。カールのような傭兵出身者こそいなかったが、かつての対魔大陸同盟派遣軍へは、立場の弱い貴族たちから騎士、兵士を多く出させていたため、ここにいる彼ら自身も魔物との戦いの経験が豊富だった。

　むしろ、レムルシル帝国軍の精鋭とされる中央騎士団よりも、自分たちのほうが精鋭であるという自負すらも持っていた。

　そんな彼らであったから、カールの怒声で気を失うような胆っ玉の小さい者たちはいない。

　それどころかカールの意見に同調する声が相次いだ。

「敵を前にしていつまでも攻撃をしないようでは、兵士たちの士気にも関わってくる。一度落ちた士気を回復させるには、どれだけの労力がかかるか偉い奴らにはわからんのだ」

「補給に関してもどうなっているのか。我ら諸侯軍もそれぞれ糧食部隊を持ちあわせているが、長期間の行軍は想定していない。近隣の村から徴発しようにも、村々はもぬけの殻だ。補給の受けられぬ軍など烏う合ごうの衆でしかない。にも関わらず、上の連中は我らに補給計画や作戦内容といった情報を降ろしもしない。これでは兵士たちの士気を鼓舞することもできないではないか」

　カール達、諸侯軍の頭を特に悩ませているのが、この補給の問題だ。

　今回のクライフドルフ閥に属する諸侯たちは、レムルシル帝国皇帝アレクセイの命の下もと、兵士を出したわけではない。帝国正規軍として参加したわけではなく、ノイマン皇子の檄げきに呼応して私兵を派遣した事になっている。そのため、戦費は自己調達だった。

　自領の騎士、兵士達に払う恩給、食糧、武具、馬やその馬の飼料、そして荷車などの諸費用は相当なものだったが、ここでノイマン皇子と派閥の頭であるクライフドルフ侯のお覚えめでたくなるためには出兵せざるを得ず、これらはやむを得ない出費だった。

　しかし、正規軍ではないため帝国中央騎士団の輜し重ちよう部隊からの補給を受けられない。

　そこで諸侯軍の多くが、補給物資をエルステッド領内にある村々から徴発する予定だった。

　領主であるエルステッド伯爵が反乱したからといって、同じ帝国臣民であるエルステッド領の領民から物資を略奪する事に、多少のためらいを覚えなくもなかったが。

　ところがいざエルステッド領内に軍を進めてみれば、どの村も町も、人どころか、家畜一匹すら姿はなく、蓄えられているはずの穀物や保存食、家畜の飼料、徴発して使えそうな荷車すらも一切合切消えていた。

　町の職人の工房はもちろん、飯屋の竈かまども火を落とし、燃料も全て持ち去られているという徹底ぶりだ。

　エルステッド伯爵はかねてからこの事態を想定し、領民たちにも下知させていたことが窺い知れた。

「エルステッド伯爵という人物は、悪い噂の絶えない人物だと聞いていたが、非常事態における領民たちの統制のとれた行動の早さを見るに、とても噂通りの人物とは思えぬ。油断できる相手ではなさそうだ」

「それにここが帝国内で我らにも多少の土地勘があるとはいえ、エルステッド領の者たちと比べれば遙かに我らが劣っている。数の上では我らが有利なれど、地の利は奴らにあるのだ。だからこそ、数に差があり士気の高い今の勢いで総攻撃を掛けるべきた。敵の要請にリヨンが応えたという情報もある。これ以上の時間をエルステッド伯爵に与えれば、我らの優位が覆くつがえされてしまうぞ！」

　しかし、カールたちが幾ら危機感を募らせたところで、彼らに戦場を動かせるだけの権限は無い。

　この場にいる誰もが虚しさを覚えつつ、酒を呷あおり愚痴を言い合うだけで終わったのだった。




　町中と違って森の中の闇は深い。

　夜空に輝く月が冷たく青い光を地上に投げかけていたものの、その光が逆に木々の陰影をより一層濃くしてしまい、野営をしている兵士たちに不気味な思いを抱かせていた。

『勇者』レティシアによって魔王が滅ぼされてまだ数年。

　夜の森は本来、獣たちの領域だ。魔物はまだまだ跋ばつ扈こしていて、いつ闇の中から凶悪な魔物が姿を現すかわからない。歩哨に立つ兵士たちの多くが篝かがり火びの傍に立ち、できる限り闇に近づかないように努力しているのも無理はないかもしれない。

　軍議という名目で開かれた憂さ晴らしの飲み会が終わり、カールはクレグマン子爵領軍が陣を張っている場所へと歩いていた。

　数の上で圧倒的なノイマン皇子軍は、エルツに籠るアルフレッド皇太子軍への示じ威いとして必要以上に火を焚いている。食糧には不安はあったが、エルツ近郊は豊かな森が広がっているため燃料だけは余裕があった。

　おかげで道は明るく、千鳥足でも支障は無い。

　時々、陣内から歓声や笑い声が聞こえてくる。

（少し士気が緩み過ぎているな。けしからん事だ！）

　煙草か何かを賭けている兵士たちの横を通り過ぎた時、カールはそう思った。

　指揮官の一人としては注意すべきかとも思ったのだが、その兵士は別の諸侯軍の兵士だったため口には出さず、顔をしかめるだけにとどめた。

　他の諸侯軍の兵士たちの行いにカールが口を出すことは越権行為であるし、もしもその兵士が属する軍が大邦を治める諸侯のものであったなら、カールの主人であるクレグマン子爵に迷惑を掛けてしまうかも知れない。

　それを恐れたのだ。

　ただ、クレグマン子爵領軍の陣地へ戻った時、部下たちが同じような事をしていたならば、厳しく罰しようと考えていた。

　その時。

「失礼。クレグマン卿の軍を預かるカール千騎長でいらっしゃいますか？」

　カールに声を掛けたのは、三十を少し過ぎたくらいの男だった。痩身細目が特徴の優男で、口元には友好的な微笑が浮かべられていた。

「いかにも。貴殿は？」

「私はモルド男爵閣下の配下、ケイルン百騎長であります。先刻モルド男爵領騎士団三十騎、ノイマン皇子の檄に応じて陣中へ馳せ参じたところであります。かの対魔大陸同盟帝国派遣軍で武名を轟かせたカール千騎長閣下がお味方におられると聞いて、ひと言ご挨拶できればと」

「モルド男爵領……それはまた遠い所からご苦労な事だ」

　男爵領と言った後に少し間が空いたのは、カールがモルド男爵領という地名を聞いたことが無かったからだ。

　帝国貴族の家は無数にあって、カールの知らない男爵家があっても不思議ではない。

　それでもまさかモルド男爵という貴族を知らぬなどと言うわけにもいかず、カールはケイルン百騎長を労ねぎらってみせた。

　遠方からと推測したのは、カールが貴族の家全てを諳そらんじているわけではないとはいえ、さすがに自領の近隣の、西寄りに近い南部に所領を持っている諸侯については知り得ているし、戦場となっているエルステッド伯爵領とクライフドルフ侯爵領のある南部周辺の諸侯については事前に下調べしてあったからだ。

　その結果から、モルド男爵領は北部か東部に領地を有していると推察したのだ。

　そしてカールの推察は当たっていたのか、ケイルン百騎長は少し顔に疲れを滲ませて頷いた。

「閣下から、そのような労いのお言葉を頂けるとは……感激であります」

　閣下と呼ばれたことにカールは、先程までの高位貴族たちへの不満を忘れて気を良くした。

「実は我が領は葡萄酒の生産が盛んでして、閣下のご都合がよろしければお付き合い頂ければ」

「ほお、葡萄酒が。しかしな……」

　他領とはいえ、先程賭博に興じている兵士たちを見て、規律が緩んでいると感じていた事もある。指揮官である自分が陣内で飲酒をしては、もし自分の部下たちが同様の事をしていたとしても咎め立てすることができなくなってしまう。

「ならば我らの陣内ではどうでしょう？」

　しばし葛藤するカールを見て、ケイルンは彼の心中を察したのかそう提案した。

「我が男爵領が陣を張っているのは、森の中なのです。到着が遅くなったため、良い場所は空いておりませんで」

　到着が遅れた諸侯の少人数の部隊が、森の中の開けた場所でようやく陣地を築いているのは珍しくない。

　包囲している町の前の広場や、街道沿い、川沿いといった陣の設営に適した場所は、先着順にどんどん埋まってしまう。

　もちろん、後方ならば野営に適した場所も残っているだろうが、それではいざ戦闘が始まった時に駆けつけるのに時間が掛かり、戦場で手柄を立ててノイマン皇子、ひいてはクライフドルフ侯の目に止まる機会を逸してしまう可能性が高い。

　そのため、本来野営に適さない森の中で陣を張る諸侯も少なくないのだ。

「実は、他数名の諸侯方の武将の皆様に声を掛けております。森の中であれば、煩うるさい大貴族の皆様方の目も部下の方の目も、気にする必要はございません。いかがでございますか？」

「ふむ……しかし、私だけが飲むというのもな」

「では、閣下の部下たちもお招きしましょう」

「部下たちも？」

「ええ。実は、この葡萄酒は我が主君より大貴族のお歴々への手土産にと、無理に持たされたものでして。荷車に樽を幾つも載せて曳かせてきたのですが、先刻とあるお方の元へ挨拶の手土産にとお持ちしたところ、そのような田舎貴族の作った酒など飲めるかと門前払いを喰らわされてしまいました。我が主君の言いつけで土産として持って来たものですから、私どもが勝手に処分するわけにもいかず、困っていたところなのです。ですが、閣下を始めとした各地の諸侯の重臣方と友ゆう誼ぎを深めるための宴にて振る舞った事にすれば、我が主君への言い訳も立つというものです。むしろ、飲んでいただくと私が助かるのです」

「はっはっは、なるほどなるほど。確かに手土産に持たされたものを門前払いにされては、戦後に持ち帰るわけにもいかぬな」

「ええ、本当に扱いに困っていまして。実は閣下に声をかけさせていただいたのも、もちろん閣下が高名な武人であって、ひと言ご挨拶を申し上げたいと考えていたことも事実なのですが、ついでにこの葡萄酒も処分……もとい友好に活用できたらと考えた次第です」

「ははは、そなたの窮状は理解した。良かろう、ではその厄介物の処分、我らに任せてもらおうか」

　カールは部下たちの中で騎士職にある者たちを集めると、ケイルン百騎長の案内のもと、森の中にあるという彼らの陣内に案内された。

　カールが到着する前に、すでに幾人かの別の諸侯の武将が招待されていて、葡萄酒をついで飲んでいた。中には先程、軍議に参加していた者もいた。

「貴族の無理難題に振り回されるのは、いつも我らばかりだ」

「全くそのとおりだ。いつもこうして我らが奴らの尻ぬぐいをさせられる」

「まあ、こうした尻ぬぐいであれば大歓迎なのだがな」

　葡萄酒がなみなみと注がれた杯を掲げて一人が言えば、その場に集まった者がどっと笑い声を上げる。

　実際、葡萄酒は結構上等なもので美味だった。

　大貴族には物足りないかもしれないが、騎士身分でしかないカールたちには手が届かないものだった。

「さあ、どうぞどうぞ。葡萄酒はまだまだ大量にあります。遠慮無くどんどん飲んでください」

　実際、モルド男爵領の陣地は他領の陣地から離れていて、大貴族たちの横暴さに文句を言っても誰にも聞かれる心配は無かった。

　上の悪口を言う時ほど、酒というものは進むものだ。

　また、戦場ではあるが、エルツに籠る敵軍に比べて圧倒的な兵力を有しているという事実が、彼らの心に油断をもたらしていた。

　酒はこの上なく進み、宴は盛り上がった。

　参加者の多くが酔いつぶれ、正体を失ってしまった。

　そして翌朝。

　クレグマン子爵領の陣地に、カール千騎長とその幕僚たちの姿は無かった。

　クレグマン子爵領だけではない。

　モルド男爵領の宴に呼ばれた諸侯の武将たちはみな、陣内に戻ってこなかったのだ。

　昼になっても戻ってこない指揮官たちに、兵士たちは慌ててその行方を追ったが、どこにいるのかさっぱり居場所が摑めなかった。

　モルド男爵領の陣地がどこにあるのかも、誰も知らなかったのだ。

　しかし、各諸侯領軍の兵士たちは、彼らの指揮官が失踪した事をノイマン皇子軍を率いる将軍たちに伝えることは無かった。

　指揮官が行方不明になるという不祥事が知られて処分されることを恐れたからだ。

　そしてこの事が、ノイマン皇子軍の戦況に大きく影響を及ぼすのだ。




「こうも上手く事が進むと、拍子抜けしちまいますな」

「同国人同士、手柄欲しさに諸侯が我先にと軍を寄越したからこそです。そしてこの国特有の大貴族の派閥意識あってこそですがね」

　部下の言葉に、モルド男爵領のケイルン百騎長と名乗っていた男──ケルヴィンはそう言って皮肉げに笑みを浮かべた。

「味方の振りをして接触しても、喋る言葉も風習も同じ。兵装だって似たようなもの。そして小領の貴族同士は顔を知らない事も多々ある。となれば、こういう戦い方もできるのです」

　ケルヴィンは三百名余りの部下を連れて、エルツの外に広がる森の中に潜伏していた。

　部下たちは、この周辺一体の地理に明るいエルツ冒険者ギルドの手て練だれと、シムルグから同行してきた選りすぐりの冒険者たちだ。彼らは実戦経験も豊富で、森の中での少数での戦闘においては兵士たちよりも格段に優れていた。

　ケルヴィンたちは、実在していて予あらかじめ協力者として話を通してある、北方の幾つかの下級貴族の家臣を名乗ると、これはと思われる名のある武将を宴に招き、酒と料理を振る舞った。そして十分に酔っ払った頃合を見計らって、薬を飲ませて眠らせると拉ら致ちしていたのだ。

「しかし、なぜわざわざ眠らせているんですかい？　眠り薬ではなく毒を飲ませて殺してしまえば、もっと簡単でしょうに」

「彼らもまた帝国の人間です。そして、対魔大陸同盟軍、各地の野盗討伐などで功績を上げた手練れです。そんな人物をこんなくだらない戦いで失っては、大変な人的損失でしょう？　有能な人材を失っては、この内乱の陰に見え隠れするペテルシアを喜ばせてしまうだけです」

「ですが、生かしておいた事で将来に禍根を残しませんか？」

「私たちが勝利すれば、彼らの仕えている小領の貴族は我らに服従を誓うでしょう。彼らは自領の安泰を求めて、今は強大に見えるクライフドルフ侯に付いているにすぎませんから。そしてもしも、私自身に意趣返しを企図するならば──」

　ケルヴィンはそこで言葉を切って、一時的な部下となっている冒険者を振り返った。

「それならそれでも構いません。きっと楽しめるでしょうしね」

　薄く開いた瞼から覗いた瞳は、ギラリとした危険な光を宿し、口の端が微かに笑みの形に歪む。

　それを見た冒険者は、背筋にゾッとした感覚を味わった。その後、仲間たちの元へと戻った彼は、仲間の冒険者たちを前にしてケルヴィンの事をこう評した。

「あのケルヴィン隊長って人は、ヤバイなんてもんじゃないな。この仕事をしていれば、戦闘狂って奴とはたまに出会う。大抵、そういう奴らは長生きしないものだし、戦闘狂だからといって腕が立つというわけでもない。実際、俺が今までに出会った戦闘狂で、俺が負けるとは思った奴はこれまで一人もいなかった。だけど、あのケルヴィンって奴は違う。戦闘を好む性格に、剣の才能まで付いてきてる。その上で己の死をまるで恐れていない。ああいうのを一種の化け物と呼ぶのだろう」




　カール千騎長が姿を消してから五日後、その間にも人知れず指揮官が失踪した部隊が幾つも出ていたが、その事がその部隊から外部の者に漏れることは無かった。

　そんな中、ついにエルツに籠るアルフレッド皇太子軍とノイマン皇子軍が初の戦闘に突入する。

　町には城壁があるものの、数の上では数倍の軍勢を誇るノイマン皇子軍が圧倒的優勢と見られていたが、結果はノイマン皇子軍側が手痛い損害を被り退く形で終わった。

　森の中から突如現れた敵部隊に、ノイマン皇子軍は横腹を喰い破られた形で大きな損害を出したのだ。

　森側に面したノイマン皇子軍の外側には、小領の諸侯軍で構成された混成軍が配置されていた。

　しかし、混成軍の指揮官級の武将が行方知れずとなっていたため統制が取れず、ケルヴィン十騎長率いる三百名余りの冒険者たちの部隊に好き勝手に蹂じゆう躙りんされてしまったのだ。

　ケルヴィンと冒険者たちの部隊は、被害らしい被害を受けることも無く、数人の負傷者を出しただけで森の中へと退却していった。

　激怒したクライフドルフ侯ウェルトは、すぐにケルヴィンたちを追撃するよう命令を下したが、実際にその命令で動くのは小領の諸侯たち。

　当然、指揮官がいない彼らが統制の取れた行動ができるはずもなく、土地勘のあるエルツ出身の冒険者たちの先導でケルヴィンたちは悠々と潜伏し続けていた。

　そして小領の諸侯軍の指揮官たちが、実は行方知れずとなっていた事が発覚するまでの間、ケルヴィンは冒険者たちを率いて後方のノイマン皇子軍の輜重部隊を攻撃し続けた。

　そして、数の上で圧倒的優勢だと信じていたノイマン皇子軍に、甚大な被害を与えることに成功したのだった。
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　ついにエルツにおいてアルフレッドの軍とノイマンの軍が武力衝突した。

　リヨン王国の偵察部隊がもたらしたその情報を、コーネリアは軍議の席で聞かされる事になった。

「それでエルツは？　兄上は無事だったのでしょうか？」

「アルフレッド皇太子が、町の外に出していた部隊で奇襲を仕掛けて、どうやら優勢勝ちを収めたようだ。町は無事だ。安心するといい」

「そう……ですか」

　安心しろとでも言うように頷いて見せるラウルに、コーネリアはようやくの思いで微かに笑みを浮かべた。

　コーネリアが援軍の要請をするためリヨン王国を訪れてから、かなりの時間が流れている。

　ラウルとリヨン王国政府の計らいで、帝国内の情勢は逐次コーネリアの耳に届くようになっている。自身も軍議に参加させてもらっていたため、近々アルフレッドとノイマンの二人の兄が、それぞれの軍を動かして武力衝突するだろうことは予見できていた。

　コーネリアは胸いっぱいに詰まっていた不安をため息に変えて、そっと吐き出した。

「皇女殿下には大変お待たせしてしまったが、ようやく我が軍も準備を終えた。明後日にはリヨンから順次部隊が出発することになる。それで皇女殿下には、先発部隊に同行して欲しいのだが」

「私に旗頭を務めよとおっしゃるのですね？　我が国とリヨン王国の国境には、帝国の西方面騎士団が守備の任に就いています。また、同盟国とはいえ隣国の軍隊が越境しては、西側の土地を治める諸侯や民たちにも要らぬ不安を与えるでしょうから」

「お頼みしてもよろしいか？」

「元は我が国の騒動が原因なのですから。喜んで務めさせて頂きます」

　そう言ってコーネリアは席から立つと、ラウルと居並ぶリヨン王国軍の高官たちに軽く一礼をしてみせた。




　リヨン王国軍が、コーネリア皇女を旗頭として帝国に向けて進軍を開始する。

「そっか～。やっぱり戦争になっちゃったのね～。父さんと母さん、大丈夫かな～」

　覚悟をしていたとはいえ、帝都を制圧しているノイマン皇子の軍がエルツの町に攻撃を開始したとの報せを受けてリーノが心配そうに呟いた。

「きっと無事さ」

　そんなリーノの肩に手を回して、ウェッジが励ましの言葉を掛ける。

　ウィン、レティシア、ロック、ウェッジ、リーノ。コーネリア皇女付きの従士隊の面々は、皇太子を謀殺し偽者を仕立てたとされているロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵の部下として、ノイマン皇子派の者たちから認識されているはずだ。

　帝都に残された従士隊に近しい面々は、監視下にあるかもしれない。

「うちの親父やお袋、兄貴たちは無事かな。拘束されたりしてないかな」

　ロックのマリーン商会は、エルステッド領に資金を融資するなどもしていた。次男が騎士として皇女付きの従士となったことで、融資の額を大幅に増やした事実もある。

　もちろん、ロイズ本人が噂とは違って良い人物だったことや、エルステッド領がもともと豊かな土地で、融資した金以上の利益が見込めそうなどの打算もあっての事だったが、そういった事実からマリーン商会はアルフレッドの有力な後援者と思われているかもしれない。

「まああの親父に限って、そう簡単に拘束されたりとかはしないだろうけど……」

　マリーン商会は皇室御ご用よう達たしの帝国屈指の大商会。その帝国経済界への影響力は、大貴族のそれにも匹敵する。公にはされていないが、当然自衛戦力も相当なものだ。

　ノイマン皇子の側は、アルフレッド皇子軍という当面の敵を控えた状態で、お膝元の帝都で新たな強力な敵を作ることはしないだろうとはロックも考えている。

「ちょっと剣を振ってくるよ」

　そう言って立ち上がったウィンの顔色も冴えない。

「お兄ちゃん、待って」

　心配したレティシアが、ウィンを追った。

　ウィンとレティシアも『渡り鳥の宿木亭』の人々の事が気になっていた。

　何年ぶりかに再会を果たしたローラやイフェリーナ、ポウラット夫妻、そして親しかった冒険者たちなど帝都には知り合いが大勢いる。

　ウィンはそれ以外にも多くの心配事を抱えていた。

　ミトが遺した『剣匠』の金印の事。

　リーズベルトと共にエルフたちの都エルナーサへ向かったセリの事など。

　悩み事を抱えたままで戦場に行けば、致命的な隙を作りかねない。

　しかし、鍛錬を始めたウィンを見ていて、レティシアは自分の心配が杞憂であったことを知った。

　ウィンが『剣匠』の金印を手に入れたことは、すでにリヨンの王宮内に広まっていた。そしてその話が広まって以降、ウィンに試合の申し入れをしてくる者たちがひっきりなしとなっていた。

　出陣を控えた騎士たちは、血が騒いでいるのかもしれない。

　今も先に中庭で鍛錬をしていた五名の騎士が、ウィンが姿を現したのを見て、試合を申し込んでいる。

　ウィンはその申し入れを快く受け入れた。

　ウィン自身も、出陣が近いこともあって少しでも鍛えておきたかった。

　そして五人の騎士に対たい峙じする。

　五対一で戦おうというのだ。

　最近のウィンは、こうして多対一で試合をする事が増えた。

　最初の頃は一対一で戦っていたのだが、ウィンには物足りない事が増えたのだ。

　腕に覚えのある複数の騎士に一人で相手をするとしたウィンに、当初は侮あなどられたと憤りを覚えていたリヨンの騎士たちも、一対一で戦ってその多くがねじ伏せられてしまった。最近は素直にウィンのその申し出に応えるようにしている。

　五人のうち二人がウィンの前に立ち、それぞれ別の方向から斬りかかり、左右に回りこんだ二人のうち一人が足を払おうとし、もう一人は剣を持つ手の肩口を狙って剣を振り下ろす。そして背後に回りこんだもう一人は、背中へ鋭い突きを繰り出した。

　五人が五人とも、熟練の騎士。

　彼らも『剣匠』と並ぶ戦士の最高峰『剣聖』ラウルに鍛えられていた。まず並の騎士では相手にならない速さで打ち込んでみせた。

　しかしウィンは、全く同時に仕掛けられたように見える連携攻撃に、僅かな時間のズレを見て取っていた。

　正面から斬り掛かってきた二人のうち、向かって右側の騎士の剣を大きく打ち払って体勢を崩させて、左から斬りこんで来た騎士とぶつかるように仕向ける。そして剣を打ち払った反動を利用して、背後からの突きを身をよじってかわしてみせた。

　残った二人が動揺してわずかに動きが止まった隙に、足を払おうとしていた騎士へ蹴りを叩き込み、そして連携が崩されて焦る四人へ次々と木剣を打ち込んだ。

（凄い……。前から相手の動きの先読みと反射神経は常人離れしていたけど、更に反応が速くなってる）

　五人の騎士たちは魔法を使って身体能力を底上げしている。それが騎士の最も基本的な戦い方だからだ。

　対して魔法の使えないウィンは、魔法で素早さを増している相手の速度に対抗するために、相手の目線、身のこなしなどから動きを先読みし、最小限の動きで相手の機先を制するように動いている。

　その身のこなしには、前にも増して無駄な動きが無い。

　まるで相手の動きを予測ではなく予知──未来視しているかのように。

　レティシアにすらそう思わせるほどに、洗練された動作へと昇華していた。

　岬の祠の地下深く、海底神殿での戦いの際にレティシアの魔力を流し込まれて、己の身体の限界を超えた動きを見せたウィンは、あの体験をきっかけにして何か壁を破ったのかもしれない。

「あの技に加えて、もしも彼が常人程度でも良いから魔力を持っていればどれほどの戦士となっていたか。そう考えると惜しいものがあるな」

　気づけばいつの間にかラウルとコーネリアが立っていた。

　軍議を終えて出てきたところなのだろう。

　コーネリアの傍には、従士として彼女の護衛に付いているロックの姿もあった。

「どうかな？　魔力が無かったからこそ、お兄ちゃんはあれだけの剣技を身に付けることができたのかもしれない」

　レティシアが三人の気配に気づかなかった程、見入ってしまったウィンの剣。

　レティシアは自身の膨大な魔力のおかげで、ウィンのような努力で相手を上回る速さを求める必要がない。彼女自身の剣はウィンと同じ剣技と言っても差し支えなく、『剣の神姫』と呼ばれる程にその剣技は見る者から最高級の評価を受けている。

　しかし、こうしてウィンの剣を見れば、レティシアはどうしても自分の技がウィンの劣化模倣でしかなく、完成度では到底及ばないことをつくづく思い知らされる。

「あ、ラウル殿下。中庭をお借りしています」

　五人の騎士を圧倒してみせ、彼らと試合後に反省点を検討していたウィンがこちらに気付いてやって来た。

「うちの騎士五人を相手にして、余裕で勝利を収めるなんてな。どうだ？　また俺と勝負してみないか？」

「か、勘弁して下さい。今はまだ、ラウル殿下には到底及ばないと思います」

「今はまだ……か。いずれは俺を倒せるということかな」

　そのラウルの発言にウィンは応えない。

　ただ、視線だけはラウルから逸らさない。その態度がウィンの胸中を雄弁に語っていて、見ていたコーネリアとロックの胸の中に、熱いざわめきを覚えさせる。ウィンならば本当に『剣聖』ラウルをも、いずれは超えていく。そう予感させる。

「今でもかなり良い勝負になると思うがね」

「出征前に一対一の試合で指揮官が負けたりしたら、全軍の士気に関わるわ。自じ重ちようして」

「レティはウィンが勝つと思ってるんだな」

　何を当たり前の事を、といった顔をしてみせるレティシアにラウルは少し苦笑した。

「まあいいさ。試合は次の機会にでも考えるとしよう。ところでウィン」

「はい」

「前に相談を受けていた、『剣匠』の継承者に相応しい人物を紹介して欲しいという件だが、もうお前自身が『剣匠』を名乗ってはどうだ？　先程の試合を見ていて思ったが、ウィンには十分その資格があるように思う」

「まさか。自分などよりももっとこの称号を名乗るにふさわしい人物なんて、この世にはたくさんいますよ」

　ウィンはそう言うと、滴り落ちる汗を拭った。

　ウィンよりも腕が立ちそうな人間。

　例えばウィンが真っ先に思い当たる者ではケルヴィン副長だ。

　剣だけを使った試合でならば、ウィンはケルヴィンに決して引けを取るつもりはない。

　しかし、膨大な実戦経験を持つケルヴィンは、戦闘において様々なアイデアの引き出しを持っている。

　ロイズ小隊の訓練で幾度か手合わせしているが、ケルヴィンの底をまだ見せてもらった事はなかった。

「『剣聖』を名乗っている俺が言うのも何だが、『剣聖』『剣神』『剣匠』の称号は強者が受け継ぐべきものだとは思うが、何も最強であることを証明してから名乗るものではないんだ。第一、この世界は広い。どうやって自分こそが最強なのだと証明できる？」

　カシナート王国のように闘技場を作って大会を開き、優勝者に称号を与えるとしたとしても、世界中の武人が参戦するわけでもない。

　優勝者はあくまでもその大会での勝者であって、最強とは言えないだろう。

「要はこれら三つの称号には、明確な基準がない。強いて言えば強いという知名度があるということだな。過去には権勢を誇示するためだけに、そう呼ばせていた王すらもいた。勇者の師匠という立場に立った君なら、英雄を望む民衆に対して十分な説得力を持っているし、『剣聖』の俺が追認すれば、ウィンが『剣匠』を名乗る、より確かな根拠となるだろう。魔物との戦いが一段落して復興が始まった今こそ、民衆たちの心の拠り所となる英雄が多く必要なのだ。前向きに検討してみてくれ」




　ラウルが立ち去った後、ウィンとレティシアは部屋に戻るコーネリアに同行することにした。

「俺もウィンが『剣匠』を名乗ってもいいと思うな」

　ウィンの隣を歩くロックが言う。

「ウィンがそう名乗っても、別にどこからも文句は出ないと思うぜ？」

「そんな事はないだろう。だって、確かにレティのおかげで勇者の師匠とかいうよくわからない立場になっちゃってるけどさ。俺はレティが帰って来るまで無名の平民だったんだ。シムルグには有名な傭兵や冒険者もいる。騎士や兵士だけでなく、そうした人たちを相手に剣を教えている大きな剣術道場だってあるんだ。みんな自分の剣の腕に自信がある。そんな人たちを飛び越えて、ぽっと出の俺が剣の極みである『剣匠』を名乗ってみろよ。文句が出ないはずがないじゃないか」

「文句言ってきたら、勝負して叩きのめせばいいじゃないか」

「簡単に言うなよ……って、そうか。それで俺に勝った人に金印を渡すという考え方もあるな」

　しかし、軽はずみに『剣匠』を名乗ってあっさりと負けてその称号を奪われでもすれば、ウィンを推薦してくれたラウルにも恥をかかせてしまうことになる。

「お兄ちゃんが負けるわけないよ」

「はいはい。俺に関してのレティの保証はあてにならない気がするんだ」

　コーネリアと並んで前を歩くレティシアのポニーテールをさわさわと軽く撫でてウィンが苦笑した。

「そうだ！　なんならおまえが道場でも開いてみたらどうだ？　バード流剣術の開祖として」

「はあ？」

「そうしたら一番弟子はレティシア様だ。道場で試合を申しこめば、師範の代わりに門弟が試合に立つことはよくあることだろう？　師範であるウィンと試合する前に門弟のレティシア様と戦わなくちゃならない。レティシア様なら、どんな相手だって瞬殺するだろうからウィンが負けることだけはなくなるぜ？」

「いやいや。それだと今度は、レティを目当てに試合を申し込んでくる輩が増えるだけじゃないかな？」

　一瞬、ウィンには嬉々として押しかけてくるケルヴィンの幻影が見えた気がした。

「ウィンが道場を開くなら、俺が親父に資金を出すよう掛け合ってやるんだけどなぁ。絶対に人が集まって繁盛すると思うんだ」

「そうだろうか？」

「でも私、ウィン君とレティシア様の剣って、誰かに教えられるようなものじゃない気がします」

　そう言うとコーネリアは首を傾げてみせた。

「何て言うか……お二人は幼少の頃から剣術を競い合ってきて、お互いに高め合ってきたからこそ、今のお二人の実力があると思うのです」

　ウィンとレティシアが顔を見合わせるのを見て、コーネリアはふわりと微笑む。

「私、ウィン君と剣を合わせている時にいつも思っているんですけど、私の思考の全てを見透かされているように感じるんですよね」

「ああ、それは俺もあるなぁ」

　腕組みをしたロックがうんうんと頷いた。

「多分、俺の動きを観察して先読みしているから、そう思うんだろうけど。でも、ちょっと不思議なくらい俺のこれからやろうとする動きに、ウィンはついてくるというか先回りしてるよな」

「そうしないと攻撃も防御も間に合わないだろう？　俺はロックと違って魔法を使って身体を強化できないんだから」

「ウィン君もそれからレティシア様も、その方法を人に教えることはできますか？」

「そう言われると……私にはできないかも。私はお兄ちゃんの剣を学んだ時、どうやったらお兄ちゃんよりも先に攻撃を当てることができるかなって、そればっかり考えてたし」

「言われてみると、俺もそうだな。レティの剣をどう防ぐか。それからどうやってレティの剣をかい潜るか。ずっとそのことばかり考えて剣を振っていたよ」

「そうでしょう？」

　コーネリアは頷いた。

「そうか。ウィンの相手の動きを先読みする技術は、レティシア様を相手に磨き抜かれて来たものだから、人に教えられる類のものじゃないって事か。そうだよな。レティシア様の剣に付き合うだけでも、ちょっと普通の人間じゃ無理な話だよな」

「その言い方だと私が普通じゃないみたい……」

「道場はいい案だと思ったんだけどな」

　複雑な表情を見せたレティシアに気づかず、ロックは髪の毛をかき回している。

「剣を教えるか……」

　腰に帯びている剣に手をやると、ウィンは前を歩くレティシアの頭頂部を見下ろした。

　かっこいいから騎士になりたい。

　幼い頃、騎士を目指した時の動機はそんなものだった。

　その動機がいつからか、騎士として剣を振るって大切な人たちを守れるようになりたいという思いへと変わった。

　その夢を叶え、ウィンはコーネリアの従士として騎士となった。だが、ウィンが騎士となった事で、一番守りたい大切な存在であるレティシア、魔王討伐という過酷な旅、激戦を潜り抜け帰って来た彼女を、また戦いの世界へと巻き込んでいるのはたしかだ。

　自分が騎士を辞めたなら、レティシアは戦いの無い平穏な日常の中ですごせるかもしれない。

　先程の流派を名乗って道場を開くというロックの思いつき。

　騎士でなくなったウィンに残されるものは、『剣匠』を名乗っても良いのではと言われるまでになった剣の技術。

　己自身はまだ『剣匠』を名乗るには未熟であると考えているが、自分の培った技術、思いを後から来る者たちに伝えていく仕事も良いかもしれない。

　それまでそんな事を思いもしなかったのだが、ウィンはこの時をきっかけにして考えるようになる。




























[image: ]




「風が湿り気を帯びてきたね」

「うん。雨が降り出す前に着くといいんだけど……」

　馬を並べて進むレティシアにそう答えると、ウィンは空を見上げた。

　灰色の雲が風に吹かれて空を流れている。

　街道沿いに見える遠くの丘では、草を食はんでいる羊たちを、羊飼いが追い立てているのが見えた。雨が降りだす前に羊たちを小屋へと入れたいのだろう。

　時折、羊飼いたちが、羊を追う手を休めてこちらの様子を窺っている。彼らが気になるのも当然だろう。

　見晴らしの良い丘からならば、巨大な大蛇のように長大な帯となって街道を進む、万を数える軍勢が見えているはずだった。

　強さを増す風に翻ひるがえる軍旗はリヨン王国軍。

　その軍勢の先頭に程近い位置に、ウィンたちの姿はあった。

　ウィンの主、レムルシル帝国第一皇女コーネリアが乗る馬車を中心に、前方をウィンとレティシアが進み、後方をロック、ウェッジ、リーノの三人が護衛として固めている。

　馬車の中では皇女コーネリアと、駐リヨン王国大使リゼルマン伯爵、そしてリヨン王国が付けてくれた世話役の女性が二人同乗している。

　本来であればレティシアも、コーネリアと同じ待遇を受けられるはずなのだが、ウィンと共に歩きたいということで、この配置となった。

　もちろん、その程度のことはリヨン王国軍の大将ラウル・オルト・リヨンもわかりきっていたので、王国軍の行動計画書には最初からそのように記されていた。

「あれがペシュリカかな？」

　丘の頂に差しかかったところで、幅の広い川と、その川に架けられた大きな橋、そしてその先に灰色の城壁に囲まれた遠くの町がポツンと見えてきた。

「そうそう。その前に流れているのがマレー川だね。あの川が帝国と王国の国境線。あの橋を渡ったら帝国だよ、お兄ちゃん」

　勇者として旅をしていた頃、レティシアはこの街道を通ったことがある。

　まだラウル、リアラとは出会う前。ティアラと二人旅だった頃の話だ。

「何とか雨が降り出す前に、市壁の中に入れるといいんだけどな」

　しかしリヨン王国軍は、雨が降り出す前にペシュリカへ到着することはなかった。

　軍勢の先頭集団を指揮している将軍の一人から、コーネリアへと急使が送られてきた。そして急使の口からは驚くべき情報が伝えられたのだ。

「ペシュリカ領主のシュリハーデン伯爵が率いる領主軍だけでなく、帝国西方面騎士団の軍旗も確認できるとのことです」

　報せを受けたコーネリアは思わず絶句した。

（まさかお父様が兄上を賊軍として、討伐の勅令を発した？）

　コーネリアの頭の中で、最悪の事態が思い浮かぶ。

　兄を偽者と断じたノイマンは、帝都シムルグと皇帝アレクセイを押さえている。

　政務に興味を示さないとされるアレクセイは、その評判の通り、このたびの内乱についても何ら反応を示していない。しかし、もしアレクセイが心変わりをして、アルフレッドを偽者として討伐せよと勅命を下せば、帝国軍全軍が敵となってしまうのだ。

　ペシュリカ領主軍、西方面騎士団とリヨンから来た援軍とが衝突すれば、たとえ勝利したとしても、リヨンからの援軍は長期間の足止めを余儀なくされるだろう。

　寡兵で、おそらくはぎりぎりのところで防衛戦を続けているエルツが、陥落してしまいかねない。

　アルフレッドとコーネリアにとって最悪の事態だ。

　すぐにリヨン王国軍は様子を見るために行軍停止の命令を出した。それから程なくして、ラウルからの使者がコーネリアの元へとやって来た。

「申し上げます。ペシュリカの町より使者が参られました。領主シュリハーデン伯爵が皇女殿下にご挨拶申し上げたいとのこと」

　千騎長の徽き章しようを付けた騎士二名を連れたシュリハーデン伯爵が、リヨンの騎士に案内されてやってきた。

　シュリハーデン伯爵は、ペシュリカの町とその近郊を治める貴族で、西方面騎士団の団長として万騎長の位を持つ将軍だ。

　リヨンの使者から、アルフレッド皇太子軍の援軍としてやってきたリヨン王国軍の中に、コーネリア皇女も同行していると聞き、出迎えの為に軍を待機させていたのだという。

「皇都での騒ぎは、このペシュリカにまで聞こえておりました。ご無事で何よりでございます、殿下。我ら西方面騎士団とペシュリカの民一同、殿下の我が町への御来訪、心より歓迎いたしますぞ」

「感謝を、シュリハーデン伯。そなたの率いる西方面騎士団の事は、兄アルフレッドより聞き及んでいます。我が帝国とリヨンを結ぶ街道の守護神として、とても精強な騎士団であると」

「ありがたきお言葉でございます」

　コーネリアに頭こうべを垂れるシュリハーデン伯爵。

　ひとまずリヨン軍との衝突が無いことがわかり、コーネリアはほっと胸を撫で下ろした。

　シュリハーデン伯爵は、歳は四十を少し過ぎたくらい。

　伊達男を気取っているのか口ひげを生やし、ゆったりとした濃緑色の長衣に、赤や黄といった派手な色の帯を結び、その留め金には金や銀の装飾に、宝石をちりばめた派手なもので、とても武人とは思えない格好だった。

　腰に帯びた剣も細身のもので、鞘と柄つかにはこれまた金と宝石を使った細工が施されている。明らかに実戦用の剣ではなく、儀礼用の剣だろう。

「見栄を張ろうとして、盛大に空振りしたって感じだな。あれは……」

　挨拶を受けているコーネリアの後ろで、並んで控えていたウィンに、隣に立っていたロックがボソッと囁く。

「この辺りの伝統的な民族衣装とかじゃないの？」

「祭さい祀しに招待したとかじゃないんだぜ？　皇女殿下に拝謁するのに、民族衣装とか普通は着ないだろ？　伯爵か万騎長の礼服を着るのが普通だ。それに民族衣装なら、ペシュリカに来るまでの途中で目にする機会ぐらいあったはずなのに、あんな服を着ている人なんて一人もいなかったぜ？」

「そういえばそうだなぁ」

「ほら～、西部の人たちって、いつも東部の人たちから田舎者って馬鹿にされてるから、精一杯着飾ろうとしたんじゃないの～？」

　ウィンとロックの会話にリーノが口を挟んだ。

　リーノの言う西部と東部とは、マジル山脈から帝国を東西に分断して海へと流れ出る大河ルーム川を境としたものだ。

　ルーム川の川沿いから東側には、肥ひ沃よくな平原と森林が広がっていて、帝都シムルグ、港湾都市メール、鉱山都市エルツ、学術都市ルドルフといった万を超える人口を誇る都市が多く存在する。

　中には帝国に征服されるまでは国の都として栄えていた都市も複数あった。そのため、帝国の人口はルーム川から東側に多く集中している。

　一方、西側は山の多い地形で、人口が万を超える都市そのものが少ない。

　西側にある町の多くが、帝国によって征服されるまでは、リヨン王国の前身だった都市国家群と同様、どの国にも属さない自由都市の政治形態を取っていた。

　元々平地が少なく農耕には適さない土地柄で、自由都市というよりも開拓民が寄り集まった町と言う方が正しい。

　多くの町で市壁を備えるほどの余裕は無く、西側にも拡大を始めたレムルシル帝国の圧倒的な軍事力を前に、あっという間に吞み込まれてしまった。

　その後、国境の町であるペシュリカや街道沿いの主要な町にこそ、帝国は城壁を建築し整備を行ったが、それ以外の町は市壁も持たない田舎町のままだ。

　帝国東部の出身者が西部の出身者を田舎者として蔑む理由はそこにある。

「西方面騎士団と言えば、近衛に入れなかった貴族のボンボンが行くという掃き溜めだからな。見ろよ、シュリハーデン伯爵だけがおかしいというわけじゃなさそうだぜ？」

　集まった西方面騎士団の面々を労うため歩き出したコーネリアについて、橋を渡ったところで、ロックが並んだ騎士たちを指し示す。

　魔王率いる魔物によって国が滅び、今も魔物が跋扈する帝国東側国境を守る東方面騎士団。そして緊張状態にあるペテルシア王国と睨みあう南方面騎士団。そして海に面するため、帝国最大の水軍を擁する北方面騎士団と違って、西方面騎士団は帝国軍の中で最も規模が小さく練度も低いとされている。

　その評価を裏付けるごとく、西方面騎士団の騎士たちの多くがウィンたちと同年代か少し年上といった若さだった。

　身に着けている鎧はピカピカに磨き上げられた鉄製のもので、剣の柄や鞘も、シュリハーデン伯爵と同じように装飾過多のものばかり。

　恐らくは剣も鎧も上等な鉄を用いた品物なのだろうが、剣は細身、鎧は派手さを追求した物ばかりで、やはり実戦では役に立ちそうになかった。

　レムルシル帝国の西方は友好国であるリヨン王国。大規模な戦争が起こるはずもなく、騎士団の主な仕事は街道に出没する山賊などの討伐だ。

　恐らくは彼らに混じって数人いる年配の騎士が、そうした討伐任務を引き受けているのだろう。

　その後、リヨン王国軍と西方面騎士団の幹部たちの間で話し合いが行われ、ウィンたち、コーネリア皇女の一団とリヨン王国軍の幹部がペシュリカの町へと入り、残りは町の外で天幕を張って野営することとなった。

　遠雷も轟き始め、この町で嵐をやり過ごすのだろう。

「屋根の下で寝られるのは、役得だよな」

「役得なのかな～？　どうせあたしたちも、殿下と一緒に伯爵様の宴の席へ招かれるんでしょう？　外で天幕張って、適当にご飯食べてるほうが気楽でいいかも……」

「リーノ、お前、前に宴に出席できるウィンがうらやましいとか言ってなかったか？」

「そうなんだけどさ～。ちょっと思い描いていたのと違っていたのよね。もっとこう、自由に歓談して、美味しいお料理食べて、綺麗なドレスを着て踊ったりしてって思ってたんだけど……」

　ロックとリーノがそんな会話を交わしている。

　従士たちは基本的にコーネリアの傍に控えているため、次々と皇女の元へ挨拶に訪れる者たちへの対応で、宴を楽しむどころではない。

　しかも聞かされる話の大半は、皇女へのお追つい従しようばかり。

　リーノならずとも疲れてしまうだろう。

「コーネリア様、よくいつもにこにこしてられるよね～」

　コーネリアが乗っている馬車を見て、リーノが嘆息する。

「やっぱり、ああいうのも慣れなのかな？」

　ロックとリーノの話を聞いて、ウィンは隣に歩くレティシアに尋ねる。

　レティシアも宴に招待されれば、挨拶に向かうよりも、挨拶をされる立場だ。

「うーん……私はそもそも宴にはあまり出ないし……」

「でも、陛下からの招待とか断りにくい宴なんかもあるだろう？」

「うん。そういう時は、ティアラが代わりに受け答えしてくれてたかな。もちろん、私に挨拶してくる人もいたけど、偉い人が挨拶をし終えたら、大体私は一人になっていた気がする」

「へえ、そうだったんだ」

「でも最近はあの頃と違って、形式的な挨拶が終わった後も、しつこく私をダンスに誘ったり、プレゼントをくれたりするのよね……」

　何でだろう、と小首を傾げるレティシアの横顔にウィンは視線を向けた。

　勇者として旅をしていた頃のレティシアは、まだ十歳程度の幼い少女。それでいて、普段の彼女とは違って、『勇者』のレティシアはどこか侵しがたい気高さを感じさせる。それが、周囲にいる人々を寄せ付けない要因となっていたのだろう。

　それから数年が経ち、レティシアは女性として魅力的に成長した。

　際立った美貌にはより一層磨きがかかり、周囲が放っておけなくなったのだろう。

　今もウィンたちを先導して進む若い騎士たちが、チラチラとレティシアの様子を窺っているのがわかる。

　殺気や剣けん吞のんな雰囲気には敏感に反応するくせに、自らの美貌と周囲の男性の目に無頓着なレティシアに、ウィンは小さく苦笑を浮かべた。




　その夜。

　ペシュリカのシュリハーデン伯爵の館で、ラウルとリヨン軍の高級将校を招いての歓迎の宴が開かれていた。

「こういう状況ですから満足なおもてなしとまではいきませぬが、ささやかながら酒と食事を御用意致しました。我が帝国の窮地に駆けつけてくださったラウル殿下を始め、リヨン王国の皆様方にはどうか、当家のもてなしを受けて、英気を養っていただきたい」

「シュリハーデン伯爵のご好意を無にするわけにもいかないだろう。遠慮無くその申し出受けさせていただく」

　本音を言えば、一刻も早くペシュリカの町を通り抜けてエルツへと向かいたいところだったが、ラウルはその申し出を受け入れた。

　ペシュリカからエルツまでの道程はまだ長い。兵士たちの英気をここで養っておくことは悪い話ではない。

　ささやかな酒と食事と言いながらも、シュリハーデン伯爵の用意した席は、かなり豪勢なものだった。ペシュリカ周辺で盛んに飼育されている羊を潰した肉料理に、川魚を使った焼き物など、この辺りの土地でよく食べられる食材を使った料理が卓の上に並べられていた。

　帝国側の出席者はペシュリカ周辺の土地を治める貴族、それから帝国西方面騎士団に所属する高級将校と、どうやら貴族籍にある若者たちが招待されていた。彼らは豪奢な服とドレスで着飾っていて、まるで夜会に出席しているかのような雰囲気だ。

　そんな彼らの姿にウィンたちは、冷ややかな視線を送っていた。

　エルツでは今もなお、多くの兵士たちが戦っている。

　アルフレッド、ロイズ、ケルヴィン、そしてウィンたちの依頼でエルツに向かったシムルグの冒険者仲間たちが、命を懸けて戦っているのだ。

　そもそも帝国内で起きた動乱に、他国の軍へ援軍を請う行為がすでに恥ずべき事なのに、西部の貴族たちには危機感がまるで感じられない。

「西部の人間が田舎貴族と称されるのも分かる話だな。政治的センスが無いというか。騎士団の連中にしても、扱いに困ったボンクラたちを島流しにする場所として有名だからな」

　取り皿に料理を盛り付けながらロックが言う。

「まあ、俺たちは行軍中に美味い飯にありつけてありがたいけど、コーネリア様は大変そうだ」

　作戦行動中であるリヨン王国軍、そしてウィンたちは軍装に身を包んでこの席に臨んでいたのだが、皇女であるコーネリアと文官の代表として同行している帝国の駐リヨン王国大使リゼルマン伯爵たちは、さすがに正装をしていた。

　そしてうら若い皇女の周囲には、やはり貴族の若者たちが集まっている。

　宴席でコーネリアがこうして貴族の青年たちに囲まれるのはいつもの事で、普段のコーネリアであれば、そうした彼らのあしらいは慣れたものなのだ。しかし、敵軍に囲まれたエルツの情勢が気になる中で、貴族の若者たちに向ける笑顔には、憂いの色が浮かんでいた。

「空気を読んであげたらいいのにね～」

「そんな器用な真似ができるなら、あいつらこんな場所に飛ばされてないから」

「そうなんだ。なら私の兄上も、高い評価はされてないのかな」

　ロックとリーノの小声での会話を聞きつけたレティシアが、そう呟いた。

「レティのお兄さん、西方面騎士団に所属してるの？」

「うん。ほら」

　ウィンの質問に頷いたレティシアが、視線だけでウィンの注意を促したところに、

「レティシア！　レティシアじゃないか！」

　レティシアは微笑を作ってみせると、声を掛けてきた人物に、丁寧に頭を下げた。

「お久しぶりでございます、兄上」

「ああ、本当に！　随分と久しぶりだね。前に会った時はシムルグを君が旅立つ日だったかな？　あの時はまだまだ子どもだったけど、もう立派なレディだな」

「兄上もご壮健で何よりです」

　金色の髪に緑色の瞳。そして整った顔だち。兄妹らしく、どこかレティシアに似通っている。

　レイルズ・ヴァン・メイヴィスは、貴公子と呼ばれるに相応しい容姿をしていた。

「レティシアがコーネリア殿下に同行していたとはね。何も知らされていなかったから、ここで君を見かけて驚いたよ」

「ありがとうございます、兄上。私がリヨン軍と行動を共にしていることは、公にはされていませんので。兄上にはご報告が遅れてしまい申し訳ございません」

「あらかじめ報せを寄越してくれていれば可愛い妹のために兄の僕が、この席に相応しいドレスと宝石を用意してあげたのに。だけど、君はドレスや宝石で着飾らなくても、十分に美しい。これ以上君の魅力を引き立てる装飾品を用意するのに、ペシュリカ程度で都合を付けるのは無理な話だったかな」

「ありがとうございます、兄上」

　レティシアはそう言うと、軽く頭を下げてみせた。

「あの人がレティシア様のお兄さんなのか？　それにしては兄妹って感じがしないな。レティシア様の態度も、どこかよそよそしいし……」

「俺はレティの家族とは会ったことが無いんだよ。小さい頃のレティは、家の事を口にしたことが無かったから。公爵家の令嬢だって知ったのは、騎士学校で再会した時だ。ロックもあの時いただろう？　世間を賑わす勇者の正体が、実はレティだったって知った時だよ」

「そういえばそうだったな」

「レティがどこか良いところのお嬢様なんだろうなとは、随分前から気づいてはいたんだけど、いつも逃げ出すようにして『渡り鳥の宿木亭』に来ていたからさ。俺もレティに家のことは聞かなかったんだ」

　ウィンは、今では聞かなくて良かったと思っている。

　もしもレティシアの正体が、メイヴィス公爵家のご令嬢だと知ったなら、たとえ子ども同士だったとしても、きっとどこか畏おそれ多おおい気がして仲良くなれなかっただろう。レティシアの出自を知らなかったからこそ、幼馴染として深い絆で結ばれたのだ。

「レイルズ殿。そちらの美しい姫君が噂に名高い勇者様であらせられる……」

「ええ。我が妹、レティシアです。皆様、どうぞお見知りおきを」

「やはり、あなたが！　勇者メイヴィス様は、パーティー等が嫌いであるという話を聞き及んでおります。そんな貴女が出席された今日という日にこの身がある幸運。望外の喜びで胸が一杯でございます」

「噂に違たがわずお美しい……。貴女をこの目で見ることができた喜びを、神に感謝いたします」

　レティシアはあっという間に、貴族の若者たちに周囲を囲まれてしまった。

「さすがというか、いつもどおりというか……」

「本当にレティはモテるなぁ」

　レイルズの取り巻きたちに押し出される形となったウィンとロックが、苦笑を浮かべる。

「ま、あの可愛さだし、それに皇位継承権も持つ公爵家の第三公女だ。この地に送られてくるような奴らなら、一部の例外を除けば、ろくな縁談も出会いも無いだろうしな。あいつらも必死にもなるさ」

「必死？」

「ああ。西方面騎士団に配属される貴族騎士は、近衛にも宮廷騎士団にも、中央騎士団にも配属されなかったボンクラばかりだ。それでもレティシア様のお兄さんのように、家柄の良い家の長子とかなら良い縁談も舞い込むだろうけど、貴族の次男坊、三男坊といった家を継ぐ目の無いボンボンたちには、そうそう良い縁談なんて無いものなのさ。それでも王都勤務なら良家の子女との出会いも期待できるけど、こんな辺境じゃそれも望めないだろう？」

「それでレティにアピールしてるってこと？」

「そうそう。そうは言っても俺が見たところ、今集まっている奴ら全員、家格が不足だな」

「凄いな。あの人たちの事も知ってるの？」

「面識は無いぞ。ただ、貴族は身に着けている服のどこかに、必ず家の紋章を入れているからな。手袋やカフス、それに胸元なんかに。それを見たら、そいつがどの家の息子なのかわかる程度には勉強しているよ」

　ロックはそう言うと、ウィンに誰がどの家の者なのか教えてくれる。

「あいつはリハル男爵、あっちはサイハーン子爵で──お、手前の奴の家格はなかなかだぞ。こいつとは実家で会ったことがある。ミルバリア伯爵の弟だ」

「伯爵の弟でも、レティには不足なのか」

「伯爵当人でぎりぎりってところだろう。メイヴィス公爵家は皇族に次ぐ家格だからな。よっぽどの相手じゃないと厳しい」

　そう言うと、ロックは感心するように何度も頷いているウィンを見た。しかし、その浮かべている表情にある隠された感情も見えて、ロックは口を開いた。

「……あのな、ウィン」

「何だよ？」

「あれを見てどう思う？」

「どうとは……？」

　ウィンはロックが指し示した、相も変わらず青年貴族に囲まれているレティシアを見た。

「どこに行ってもレティはモテるな、と思ってるけど……」

「そうじゃない。レティシア様が若い男に言い寄られているのを見て、ウィンはどう思ってるかって聞いているんだ」

　ウィンは口を開きかけたが、ロックの顔を見て口を閉じた。

　先程まで、レティシアの周囲に集まった貴族たちを、面白おかしく寸評していたロックが、あまりにも真剣な表情をしていたからだ。

　普段から軽口を叩く事が多い親友が、こんな表情をするのは珍しい。

　ウィンが口ごもっていると、ロックは尚も迫ってくる。

「なあ、どうなんだ？　あの光景を見て腹が立ったりしないのか？」

「……正直に言えば、いい気はしない」

　ウィンの言葉を聞いて、ロックは大きく息を吐いた。

「だろう？　なら、どうしてウィンはレティシア様をあのままにしているんだ？」

　その言葉にウィンは目を白黒させた。

（本気でわかっていないのか!?）

　ロックは苛立ちを込めつつも小声で強くウィンに言い募る。

「あいつら、レティシア様を自分の嫁にしようと言い寄っているんだぞ。そんな連中の中に、レティシア様を放っておいてもいいのかよ？」

　ウィンが再び青年貴族に囲まれたレティシアに目を向ける。

　兄レイルズから次々に紹介されて、レティシアは明らかに疲れの色を見せていた。

　時折、ウィンたちがいるほうへちらりと目を向ける。

　ウィンに助けを求めているのだ。

　いつもならば、そっけない態度で男たちを振り切るであろうレティシア。彼女の公爵家令嬢と『勇者』という肩書きは、それだけの無礼を働いても許されるものだ。

　しかし、今は兄レイルズが知人を紹介している。

　レティシアとしては、兄の面子を潰すわけにもいかず、あの場から動くことができないのだ。

（レティらしいよな）

　傍はたから見ていても、実の家族とは決して良好な仲には見えないというのに、レティシアはメイヴィス家の人々を、知り合いを、切り捨てることができない。

「ふ……ふふふ」

　顔を伏せると、ウィンは笑った。

「おい……ウィン？」

　突然笑い始めたウィンに、さっきまでウィンをけしかけようとしていたロックが少し引き気味に声をかけた。

　そのロックにウィンは手に持っていた葡萄酒のグラスを渡す。それから力強い足取りで、ウィンはレティシアの周りを囲む貴族たちの間へと分け入っていく。

（そうだよな……何でレティが言い寄られているのを見ていて、俺が遠慮していなくちゃならないんだ）

　ロックに言われてみてよく分かる。

　レティシアが言い寄られているのを見て、自分はずっと腹を立てていた。だから、レティシアの微妙な表情の変化にも気付いてしまう。彼女の嫌そうな表情を見て安心し、自分の感情を誤魔化していた。

　だが、はっきりと腹が立たないのかと指摘されては、もう誤魔化しきれない。

「なんだ？　お前は」

「無礼な！　貴様、いったいどこの家の者だ？」

　押しのけられて喚わめく貴族達を気にもせず、ウィンはレティシアの元まで行くと彼女の右腕を摑んだ。

「え、あ、お兄ちゃん……？」

　珍しく力強く腕を握られて、レティシアは戸惑ったような表情でウィンの顔を見た。

「誰だね、君は？　レティシアは我がメイヴィス家の姫なるぞ。無礼であろう」

　突然乱入してきたウィンを見て、レイルズが不機嫌な表情を浮かべた。

「失礼。ご歓談中のご様子でしたが、少々レティ──レティシアに火急の用件がございまして。レティ、ちょっとこっちに来い。外へ行くぞ」

「何たる無礼！　我が妹を呼び捨てにするなど。貴様……自分の行為がどれだけ無礼な行いであるか、わかっているのだろうな！」

　レイルズの怒声が響き、その剣幕にホールの中が静まり返った。
















「師が、弟子を呼び捨てにしても何もおかしいことはないでしょう？」

「シガ？　デシ？」

　レイルズは、ウィンの言う『師』と『弟子』という言葉を上手く変換できなかったらしい。

「何を言っているのだ貴様は！　レティシアは畏れ多くも皇帝陛下、大神官様とも並ぶ『勇者』。そして先に言ったように我が妹、メイヴィス公爵家の第三公女でもある。騎士とはいえ貴様ごとき平民風ふ情ぜいが気軽に口を利けると思うな！」

「自分は勇者の師として、皇帝陛下にも認められています」

「な……陛下にだと？」

「それでも信じられないなら、これだってある」

　ウィンはレイルズと周囲を取り囲む貴族たちへ、腰に帯びた剣の柄に結わえた金印を見せつけた。

「ふ、ふん……一応は金でできているようだが、安っぽい細工物だな」

「安っぽい作りか。なら、この俺の持つ金印も安っぽい作りということになるな」

「ラ、ラウル殿下」

　騒ぎに気付いたラウルが騒動を収めようとやってきていたのだ。

「それは俺が持つ『剣聖』の証たる金印と等しくするもの。『剣匠』の金印だ」

「げえ……まさか……それがあの……」

　ラウルの持つ金印とウィンが持つ金印を見比べたレイルズが青ざめた。

　ラウルはレティシアの腕を摑んで自分のほうへと引き寄せたウィンを見て、自身の手の中にある『剣聖』の金印を弄もてあそびつつ楽しそうな表情を浮かべた。

「彼は確かに勇者レティシアの師匠だよ。レティシアと共に旅をした俺も保証しよう。その師匠が弟子を呼びつけたならば、弟子は万難を排しても駆けつけるのは当然の事だと俺は思うのだが、レイルズ殿はどのように思われる？」

「た、確かに。そういう事であれば全く問題も無く……」

「そうだろう。というわけでレティシア。君の師がお呼びなんだ。さっさと行くといいだろう」

「……ラウルにそう言われるのは何かシャクなんだけど、そうするわ。それでは皆様、師より火急の用件を申し付けられるようなので失礼致します」

　そう言うと、レティシアは丁寧に一礼した。そしてウィンを振り返る。

「後の事は俺に任せておけ」

　ラウルがウィンに小声で囁く。

「ありがとうございます」

　ウィンも小声でラウルに礼を告げると、啞然として見守る貴族たちの間を縫うようにしてレティシアと共にホールの中を進んでいく。途中、けしかけたロックが右手の親指をグッと立て、その後ろでリーノが手を叩いてガッツポーズしているのが見える。

　そして、コーネリアはホールを出て行く二人の後ろ姿を見て、少し寂しげな表情を浮かべたのだった。
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「ふふ……」

　ホールを出たところでレティシアが笑い出す。

「は、ははは」

　つられてウィンにも笑顔がこぼれる。

　誰も来ない静かな場所に行きたい。二人きりで話がしたい。

　中庭に大理石で作られた噴水と、その傍に白いベンチを見つけた。

　先程まで荒れ狂っていた雨と風が、いつの間にかやんでいた。雲の切れ間から月光が差していて、噴水の白い大理石をぼうっと暗闇の中に浮かび上がらせている。噴水は水源をマレー川から取っているのか豊富な水量で、さんさんと噴き上げては、滴が月光で煌きらめいていた。

　見栄っ張りなシュリハーデン伯爵が贅を凝らして作らせたものなのだろう。

　服装のセンスには首を傾げたくなる伯爵だが、庭園の噴水と植え込みが作り出す落ち着いた雰囲気は好感が持てるものだった。

　雨上がりの風は冷たく湿っていて、火ほ照てった肌に心地良い。

　ベンチは雨の水でぐっしょりと濡れていたが、レティシアが小さく魔法を詠唱するとあっという間に水滴が消え失せ座れるようになった。

　二人はベンチに腰掛けた。

「ああ、びっくりした」

「俺はまだ、心臓がバクバク言ってるよ」

　ここへ来るまでの間ずっと笑い続けていたのだが、ようやく二人とも笑いを収めることができた。

「無理矢理あそこからレティを連れ出してしまったけど、良かったのかな。レティのお兄さんを怒らせてしまったと思うけど」

「大丈夫。ラウルがなんとかしてくれると思うわ。それよりもお兄ちゃん。一体どうしたの？　本当に何か用事でもあったの？」

「いや……用事なんてないよ。ただ、その……ね？　レティがあいつらに囲まれているのを見ていたら、我慢できなくなってしまった」

　それからウィンはレティシアのベンチに置いていた左手に自分の右手を重ねた。そして雲の合間から見える月を見た。

「自分でもびっくりしてる」

「うん」

　レティシアがウィンの肩に頭を乗せ、身を寄せる。

「レティ……。俺はレティの事が好きだ」

「うん」

「多分宿木亭の裏庭で初めて会ったあの日からずっと……」

　ウィンは一度口をつぐんで、それから自分の肩に乗せているレティシアの頭を撫でて、小刻みに震える肩を抱き寄せた。

「だけどずっと言えなかった。俺と君とではおそらく住んでいる世界が違う。そう思えたから。君が長い旅から帰ってきて、そして君の出自を知った時──俺は君が俺のそばから離れて、遠くに行ってしまうんじゃないかと思って、それが怖くて君から離れてしまった」

「…………」

「だけど俺は勇者の師匠だという事になって、安心してしまった。ああ、これでレティと俺は新しい絆で結ばれたんだって。たとえ身分違いであっても、師と弟子という事なら俺はレティと今までどおりの関係でいることができるんだって……」

　レティシアが身体を起こした。そして少し潤んだ瞳でまっすぐにウィンの顔を見上げた。

　ウィンもレティシアの両肩に手を置くと、しっかりと彼女を見つめた。

「俺はずるくて弱い。レティの気持ちに気付いていて、だけどレティの気持ちに応えてしまったら、周囲はきっとそれを許さない、俺とレティを引き離してしまおうとする、それが怖くて仕方がなかった。だから兄と妹のような、幼馴染の関係をずるずると続けてきてしまった。俺は……そう、俺には一歩踏み出す勇気が無かったんだ」

　ウィンの独白をレティシアはただ、黙って聞いている。

　胸元で右手を左手で抱え込むようにしてギュッと握り、ウィンの一言一言を嚙みしめるように小さく頷く。

「レティ──レティシア。レティシア・ヴァン・メイヴィス。君の事が好きだ。もう住んでいる世界が違うなんて言い訳をしたくない。俺は君を離したくない。ずっとそばにいて欲しいんだ」

　ウィンの想いが込められた言葉と同時にレティシアの目が大きく開かれ、彼女の白い頰を雫しずくがすーっと流れ落ちる。

「私も……私もお兄ちゃんの事が好き。好き。大好き。絶対にそばから離れたくない……。自分でもどうしようもないくらい好き……」

　ウィンはレティシアの頰を両手で包むと、親指で彼女の頰を伝う涙を拭う。

　レティシアが瞳を閉じる。

　二人の唇が重なる。

「レティ……レティシア……」

　嚙みしめるようにウィンはレティシアの名前を呟くと、もう一度彼女の小さな唇に自分の唇を重ねる。

「レティ……君のことをずっと守るよ。ずっとそばにいる」

「私も、もう二度とお兄ちゃんと離されるのなんて嫌だ。絶対に絶対に、ずっとお兄ちゃんのそばにいる。あんな寂しい思い、二度としたくない……っ」

　魔王を倒すという重い運命を背負って旅をしていた時も、レティシアは引き離されてしまったウィンを想って泣いていたという。彼女はどんな時だって、ずっとウィンの事を想い続けてきたのだ。

　世界中の誰よりもウィンの事を信じ、甘え、そしていつだって深い愛情を注いできた。

　そんなレティシアにウィンが応えることのできる言葉。

「愛してるよ、レティ」

　レティシアの大きく見開いた目から、新たな雫がこぼれ落ちる。

「嬉しい……嬉しいよ……」

　胸元に手を当てて、ポロポロと涙をこぼすレティシア。

　レティシアがずっと待ち焦がれていた一言。

　胸の奥からこみ上げる熱い気持ち。

　全身が震える程の幸福感。

「嬉しいよぉ……」

　かつて無い喜びに、両手で顔を隠してレティシアは泣いた。

　ウィンは強くレティシアを抱きしめた。

　ウィンの腕の中でレティシアは小さく震えながら泣き続ける。

「お兄ちゃん……お兄ちゃん。やっぱりお兄ちゃんは凄い。こんなに、こんなにも私を幸せな気分にしてくれるなんて……」

「そうか……」

　そしてレティシアは、ウィンの腕の中から身を起こすとはにかんだような笑顔を見せた。

「ねえ、もう一回言って？　もう一回ギュッとして？」

「ああ、愛してるよ。レティ」

　レティシアの求めに応じて、ウィンはもう一度彼女の身体を引き寄せる。

「ふふ……お兄ちゃんったら、真っ赤になってる」

「し、しょうがないだろう」

　耳元で囁いてクスクスとレティシアは笑う。

　ロックにけしかけられてレティシアの兄と貴族たちから彼女を連れ出した勢いそのままに、長年隠し続けた想いを告白してしまったのだ。じゃれついて甘えてくるレティシアはとても可愛かったが、だんだんと恥ずかしさを覚えてきてしまう。

　頰が熱い。

　無防備に身体を預けてくるレティシアの背中に手を回して、レティシアの絹のような手触りの柔らかい髪を弄ぶ。その感触が心地よいのか、レティシアが目を細めた。

　ウィンの中に愛しさが込み上げる。

　屋敷の中から聞こえてくる声が、宴の終わりを告げようとしていた。

　中庭にも誰か人がやってくるかもしれない。

　それでも、抱き合ったウィンとレティシアは、互いの身体から感じるぬくもりに離れがたさを覚えていた。

　しかし──。

　先に異変に気づいたのはレティシアだった。

　ウィンと抱き合った格好そのままで、精神を集中させて周囲の気配を探る。

　そのレティシアの身体が緊張に包まれたことで、ウィンも異変に気づいた。

　屋敷の外から何やら揉めているような声が聞こえる。

「何だ？」

　身体を離し立ち上がった二人の疑問は、必死の思いで屋敷に駆け込んできた兵士の声で解消された。

「も、申し上げます！　ぺ、ペシュリカに向けて帝国軍が進行中！　この屋敷も包囲されて……ぎゃあああ……っ」

　振り絞られた兵士の声は、最後に断末魔の声に変わった。

　だが、命を賭として急を知らせた兵士の声は、確かにウィンたちの元へと届いていた。

「コーネリアさんの所に！」

　弾かれたようにレティシアの手を引っ張って、駆け出すウィン。

「お兄ちゃん、あのね？　私はもう迷わないよ」

　そのウィンに並んで走りながらレティシアは、まっすぐ前を見つめて呟いた。

　何を？　とはウィンは問い返さなかった。

　ただ、レティシアと繫いだ手に僅かに力を込めて、ウィンはレティシアへの返答の代わりとする。

　二人の甘いひとときを邪魔されてしまった格好だが、お互いの気持ちは伝えあった。ならばもう、恐れるものは何も無かった。
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「これは何のおつもりかな、シュリハーデン伯爵閣下？」

「お慌てになる必要はございませんよ、ラウル殿下。今宵、別のお客様をご招待してあるだけですから」

　ホールに戻ったウィンとレティシアの目に飛び込んできたものは、ラウルを始めとしたリヨン王国軍の高官たちとコーネリアに従うリゼルマン伯爵とその部下、そしてロック、ウェッジ、リーノが西方面騎士団の兵士たちに囲まれて剣を突きつけられている姿だった。

「ラウル！」

「やあ、レティ。ご覧の通りの有様さ」

　ホールに戻って来たウィンとレティシアを見たラウルが、肩をすくめてみせる。

　大勢の兵士に囲まれているのに、その表情にはまるで危機感というものが見受けられない。

「別のお客様とは、今街道を進んでくるノイマン皇子の主力部隊の事かな？」

　ラウルの質問に、シュリハーデン伯爵はニヤリと冷たい笑みを浮かべて頷いた。

「もてなすと称して私たちだけを町の中に入れ、他の将兵を町の外へ出したのはこのためですか！　貴方がたは、初めからノイマン兄上に与くみしていたのですか！」

「最後の晩餐といったところでしょうかな、コーネリア姫。楽しんでいただけましたでしょうか？」

　厳しい表情を見せるコーネリアに、シュリハーデン伯爵は嘲あざけるような表情を浮かべる。

「時局の趨すう勢せいを見れば、当然の結論でしょう？　コーネリア姫」

「しかしシュリハーデン伯。我がリヨン軍は六万。帝国西方面騎士団と諸侯らの軍は、合わせてもせいぜいが二万程度の規模のはず。進行してくる帝国の主力部隊と合流を果たすまでは、数の上で私たちのほうがまだ有利だ。だまし討ちを受けたと知った我が軍は、すぐにでもこのペシュリカの町に攻め込んでくるぞ？」

「だからこそですよ、ラウル殿下。だからこそ殿下と姫様をこの屋敷に招待したのです。皆様がたには捕虜となっていただく。王太子を人質に取られて貴国の軍は、攻撃できますかな？」

「下劣な……同盟の誼よしみを結ぶ国の王族に剣を向けるなんて、恥を知りなさい！」

　シュリハーデン伯爵を睨みつけ、コーネリアは拳を強く握りしめた。その横でラウルが小さく首を横に振る。それから背後に控えていた駐リヨン王国大使リゼルマン伯爵に声を掛けた。

「やれやれ……大使殿の心労、お察しする」

「誠に申し訳ございませぬ。まさかあの者どもが、ここまで愚か者であったとは……。帝都を無事奪還後、皇太子殿下にお目通りした際には、すぐにでも西方の諸侯の資格について相談をしたいと思います。それまでは何なに卒とぞ、ご寛かん恕じよ賜りたく……」

　声を潜める事も無く、リゼルマン伯爵がラウルに謝罪する。

　愚か者と断言したリゼルマン伯爵へ、周囲を取り囲むシュリハーデン伯爵に与する貴族たちが色めきたっていたが、シュリハーデン伯爵が手を上げて抑え込み暴発する事態にはならなかった。

　しかし、どうやらロックの言っていた通り、この辺りを治める諸侯たちは、政治的センスというものが、致命的に欠落しているらしい。そう思ったウィンがロックを見ると、ウィンの心中に気付いたのかロックも処置なしといった風に両手を広げて、肩をすくめてみせた。

「レティシア」

　まだリゼルマン伯爵の発言にざわめいている貴族たちの中から進み出てきたのは、レティシアの兄レイルズだった。

　レイルズは妹がウィンと手を繫いだままでいるのを見て、一瞬顔を険しくした。が、すぐに貴公子らしい微笑を浮かべると、彼女を迎え入れるように両手を広げて言った。

「君はこちらへ来なさい。ノイマン皇子殿下は私たちの義兄上となられる方だ。殿下は義妹となる君の事も大変心配しておられる。今ならば、君が賊軍側と行動を共にしていたことも不問に付してくれるそうだ。『勇者』の名を汚す前に、帝都へと赴きノイマン殿下に拝謁しよう。その時にはこの兄も一緒に謝罪し、殿下には寛大な処置をお願いして──」

「兄上、何か勘違いをしていませんか？」

　レイルズの言葉を途中で遮り、レティシアが口を開いた。その声こわ音ねは心底妹を心配している風を装うレイルズに対して、まったく真逆の冷たいものだった。

「私が創世の女神アナスタシアより授かった『勇者』という称号は、大神官位、皇帝位と並ぶ。一皇族でしかないノイマン殿下に降くだる必要はありません」

「わ、悪かったレティシア。確かに君の言うとおりだ。殿下へ君が謝罪する必要はないかもしれない。だがレティシア、よく聞きなさい。私と共にノイマン殿下の元へ赴けば、殿下は我がメイヴィス家の更なる発展を約束してくれる。君にも良い縁談を用意してくださるだろう。君の相手ともなれば並大抵の地位の者では不足だ。大国の王族が相手となるのは間違いない。ノイマン殿下ならば、君のためにもきっと良い縁談を──」

「せっかくですが、兄上。私はもう、将来を共に歩む者を定めております。ウィン・バード。私が最も敬愛する師、そして最愛の人」

「馬鹿な……そいつは平民だろう!?　考え直せ、レティシア！　大国の王族と縁談がまとまれば、一生何不自由の無い生活を送ることができる！　我がメイヴィス家に更なる繁栄をもたらすことができるのだぞ！」

「家の事など関係ないのです、兄上。私は世界のためと言われて、魔王を倒すために旅をしました。四年……人によっては、たかだか四年程度の旅と言われるでしょう。ですが、私にとって最愛の人と無理矢理引き離されたあの四年は、辛かった……寂しかった！　もう二度とあんな思いをしたくありません……」

　ウィンの腕を胸元に抱え込むようにしたレティシアが、彼の顔を見上げてはにかんだような微笑を浮かべる。そんなレティシアへウィンも微笑みを浮かべ、力強く頷いてみせた。

　そんな二人の様子を見て、ロックが小さく口笛を吹き、リーノがパッと顔を輝かせ、コーネリアも小さく微笑みを浮かべた。

「もう二度と、私は彼のそばを離れない……」

「レティシア！」

「もう良いでしょう、レイルズ殿。ご家族の話し合いは、この騒ぎが落ち着いた後にでもしてもらいましょうか」

　レティシアとレイルズの会話に割って入ったのはシュリハーデン伯爵。

「王太子殿下、コーネリア姫。ここから帝都シムルグまでは我が西方面騎士団と同行していただきましょう。外にいるリヨンの兵士諸君には、祖国へお帰りいただく」

「そのような事、我が軍が聞き入れるとでも？」

「これは心外ですな、ラウル殿下。聞き入れてもらうのではなく、私は命令しているのです。王太子殿下。どうやら殿下には立場を弁わきまえてもらう必要がありそうだ。捕虜としての──いや、貴様らは貢ぎ物なのだよ、我らからノイマン殿下へのな！」

「立場を弁えていないのは、さてどちらかな。分ぶんを知らぬ下げ郎ろうが！　この程度の兵力で俺たちを捕虜にしようとは、侮られたものだ。お前たち、やるぞ！　包囲網を突破して、味方と合流する！　やれるな!?」

「はっ、殿下！」

　ラウルが抜刀するのに合わせて、リヨン王国軍の高官たちが剣を抜いた。

「貴様ら、抵抗する気か！　おとなしくしていれば、それなりに丁重に扱ってやったものを！」

「生憎と生来諦めの悪い性格でね！　おかげでレティの旅に最後まで付き合ってやることができた」

　斬りかかってきた完全武装の兵士の胴を鎧ごといとも簡単に剣の一振りで両断してみせて、ラウルは口元に野太い笑みを浮かべた。

「ひっ……」

　盛大に飛び散った血飛沫と臓物。鼻を突く血の臭いに、貴族たちの顔がさっと青ざめた。

　次はどいつだと言わんばかりに鋭い眼光で睨みつけるラウルに気け圧おされて、包囲していた兵士たちの輪がざっと広がった。

　兵士たちの見せた一瞬の怯ひるみを見逃すラウルではない。

　包囲網の綻ほころびを的確に見出し、ラウルはそこへと飛び込んだ。

　神速の剣さばきで兵士をあっという間に二人切り捨てると、ラウルが作った包囲網の綻びをさらに広げるべく、リヨン王国の武官たちが飛び込んでいく。

「ええいっ！　相手は少数ぞ！　何をやっているか！」

　シュリハーデン伯爵が兵士たちを叱しつ咤たするが、屋敷の中という事が包囲する兵士たちに不利に働いた。

　広いホールでならともかく、ラウルは相手がラウルの放つ気に吞みこまれてしまっているうちに、さっさと屋敷の廊下までの道を切り拓いてしまった。

　こうなってしまうともう、兵士の数の差など関係なくなる。後は技量の勝負。『勇者』に『剣聖』と、その『剣聖』が鍛え上げた者たち。

　シュリハーデン伯爵の兵士たちはあっさりと突破を許してしまった。

「殿下！　ご無事で!?」

　屋敷の外へ出るとラウル付きの女騎士マヌエラが馬に乗って駆け寄ってきた。町の中の異変に気付き、マヌエラはラウルたちの脱出を援護するために部隊を展開させていた。

「軍をまとめろ！　ノイマン皇子軍を迎え討つ！」

「はっ！」

　ラウルの発令に、マヌエラに付いてきたリヨン王国軍の騎士、兵士たちが敬礼をして駆け出していく。

　戦争が始まる。

　マヌエラが引いてきてくれた馬に飛び乗り、自身の後ろにレティシアを引っ張り上げると、ウィンは町の外にいる味方に合流するべく馬を走らせたのだった。
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　ノイマン皇子軍主力部隊四万とリヨン王国軍六万は、ペシュリカ近郊の山間にある盆地で対峙した。

　ノイマン皇子軍は山間隘あい路ろの出口を押さえ高地に巧妙に陣を敷いている。

「ちっ、さすがに地の利は相手にあるか」

　夜明け前で周辺は薄暗い。

　ひとまずリヨン王国軍はペシュリカから距離を取ると、開けた牧草地隊に陣を展開した。そしてそこで行われた軍議の席で燭台の炎に照らし出された地図を見たラウルは、そう言って舌打ちした。

　後方には大河のマレー川。唯一の橋があるペシュリカには、ノイマン皇子に与したレムルシル帝国西方面騎士団二万がいて、リヨン王国軍はちょうど盆地の中で前後に蓋をされて閉じ込められた格好だ。

　兵力では互角。練度においては後方を脅おびやかす西方面騎士団より優っているだろうが、挟撃という形の上に正面敵主力軍には高地を押さえられている。

　敵主力を攻めるのにリヨン王国軍は坂を駆け上がっていかねばならず、ノイマン皇子軍はそれを手ぐすね引いて迎え討てば良い。堀を作り、丸太で幾重にも柵を張り巡らせる。そして柵の内側から槍を突き出し、矢や衾ぶすまと攻撃魔法を頭上に降らせば、どれほどの名将が率いた軍であろうと多大な出血を強いられるに違いない。

　さらに後方には二万の軍勢。

　練度に劣るとは言え、二万という数は侮れない。

　後方の防御に兵力を割いた上で、高地に重厚な陣を敷いた敵主力を抜く事は至難の業だ。

「高地に布陣した敵を、平地へと引きずり出す。そのためにまずは、ペシュリカに籠る西方面騎士団を攻撃する。味方を救うべく我らの背後を叩こうとノイマン皇子軍主力が出てきたら、反転攻勢を仕掛けて一気に敵陣を抜く。これしかないだろう」

「反転攻勢の機を見誤れば、我が軍は挟撃を受けて壊滅の危機となりますな」

「しかし、このまま前後から締め上げられ続けてはジリ貧だ。補給も無く先に音ねを上げてしまうのは我々だな。まあ、おそらくは本国がこの窮状に気づき援軍を寄越すだろうが、そうなれば我々は赤っ恥だ。後世の歴史家に笑われてしまうな」

　ラウルの言葉に、リヨン王国軍の将校たちの間からどっと笑いが出た。

　前後を挟撃されかけているというこの状況においても、窮地を脱することができるという自信があるのだ。

「この陣を作ったノイマン皇子の主力部隊は侮れないが、我々が戦うのはレムルシル帝国の真の精鋭部隊である北方、東方の両方面騎士団ではない。練度ではこちらが優っていると俺は確信している。各員の奮闘を期待する！」

「はっ！」

　集まっていた将校たちが各々の部隊へ戻るため散っていく。

　その頼もしい部下たちの背中を見送ってから、ラウルは軍議が行われていた天幕の外へと出た。

　空を見ればもう薄うつすらと白んできている。

　もうすぐ夜明けだ。

　昨夜からの雨のせいで霧が陣地を包み込んでいるが、少し強い風が吹いているので、日が昇る頃には晴れそうだった。

　戦いを前にして少し昂ぶりを覚えていたラウルは、一つ深呼吸をした。早朝の冷たい空気が、多少昂ぶりを抑え込んでくれる。

　ラウルは気持ちが落ち着いたのを自覚してから、隣の天幕へと入っていく。

　わずかな警備兵に守られたそこは、リヨン王国軍内にありながらレムルシル帝国の国旗と、帝国皇女コーネリアの御印である桔梗紋の旗が翻っていた。

「間もなく夜が明ける。おそらくは夜明けと同時に戦いが始まるだろう。コーネリア姫。姫には私と共に本陣にいてもらう事になるが、戦場では何が起こるかわからない。何が起きてもすぐに対処できるよう、心構えをしておいてもらいたい」

「はい、存じております。ラウル殿下」

　コーネリアの返答にラウルは満足げに頷いた。

　それからコーネリアに用意された天幕内を見回す

　外に立つ警備兵を除いてこの天幕に詰めているのは、ウィンを始めとしたコーネリアの従士隊と駐リヨン王国大使のリゼルマン伯爵とその部下たち。

「ん？　レティは？」

　いつもならウィンのそばにいるはずのレティシアの姿が見当たらない。

　レティシアにもまた、コーネリアと同様ラウルと共に本陣にいてもらわなければならない。

　シュリハーデン伯爵の屋敷を脱出する時もそうだったが、ラウルはレティシアに戦わせるつもりはなかった。

『勇者』であるレティシアは、人に対して剣を振るうような事をしてはならない。

　特に国と国のような戦争においては──。

　レティシアの人知を超えた圧倒的な力。

　その力が人に振るわれれば、いま『勇者』として受けている賞賛と尊敬の念は、簡単に畏れと恐怖へと変わってしまうだろう。

　人の理解を超えた存在は、『勇者』から『化け物』へ──すなわち、新たな『魔王』の誕生となってしまう。

　レティシアが『勇者』だと認知される前、多くの人々がレティシアを化け物じみた人間として白い目で見ていた。

　レティシアの力で生命を救われたことがある者ですら、彼女を人として見る事はできなかった。

　畏怖し、腫れ物に触るかのように彼女に接していた。

　自らが望んだわけでもないのに、世界を救う旅を強要されながら、世界中の人々から拒絶され孤独を深めていた少女。

　レティシアと共に旅をしたラウル、ティアラ、リアラはその様子をつぶさに見てきた。

　もう二度と、レティシアに孤独な思いをさせるつもりはない。

　それがレティシアの仲間だった三人の共通した意識。

　レティシアを人と人の争いでは、決して戦わせてはならない。

　もちろん、今のレティシアには、ウィンという彼女にとって生涯を通じて最大の理解者がいる。

　ウィンさえいれば、レティシアが孤独と感じる事は無いだろう。

　だから、ラウルからするとウィンにもまた、生死を賭けるような戦いには行かせたくなかった。

　幸いな事にウィンはコーネリアの従士。

　本陣に敵が迫って来るような事が無い限り、ウィンがこの戦いで前線に出ることは無い。

　そうなれば、基本ウィンの傍らにいるレティシアが戦うことは無いだろう。

　しかし、今ウィンのそばにいるはずのレティシアの姿が見当たらない。

　もちろん、レティシアだって花を摘みに席を外すこともあるだろう。

　普段ならラウルだってその程度の事には思い至るし、珍しくレティシアの姿が無いからとわざわざ口に出して彼女の行方を確かめるような事はしない。

　だがこの時、ラウルは何となく予感を覚えたのだ。

　ラウルの質問に口を開いたのはウィンだった。

「レティなら──」




　両軍の姿を隠していた霧は、日が昇る刻限が近づくにつれて風に吹き散らされて晴れていった。

　リヨン王国軍を盆地内に閉じ込めるような形で展開するノイマン皇子軍の将兵は、晴れた霧の向こうで陣地を展開しているリヨン王国軍の出方を窺っていた。

　リヨン王国軍がペシュリカの町にいる西方面騎士団を攻撃するなら打って出て、挟撃する。

　逆にノイマン皇子軍主力部隊へと攻撃を仕掛けてくるならば、強固な陣地内に籠って、背後の西方面騎士団との挟撃を狙う。

　味方陣地は高地にあるため、リヨン王国軍は坂を駆け上らねばならず突撃力は減衰する。反対にノイマン皇子軍が攻勢に出る時は、坂を降る勢いも乗せる事ができるため通常よりも大きな打撃力が期待できる。

　どう動くかはリヨン王国軍の出方次第。

　ノイマン皇子軍の指揮官は、リヨン王国軍はまずペシュリカにいる西方面騎士団へ攻撃を仕掛けて、ノイマン皇子軍主力部隊を誘い出し、反転攻勢を仕掛けてくるだろうと読んでいた。

　さあ、どう動く？

　ノイマン皇子軍の将兵の誰もが固唾を吞んでリヨン王国軍陣地の動きを見つめていた。

　その時。

　陣地の中から小さな人影が出てきた。

　真っ直ぐにノイマン皇子軍の陣地を目指して歩いてくる。

　顔は判別できないが、朝霧を吹き飛ばした強風に長い髪が泳いでいた。

「女か……？」

　降伏、あるいは降伏勧告を告げる使者か？

　将兵たちの多くはそう思った。

　それとも、戦いの前に何か前口上を認したためた書状でも届けに来たのか。それにしては、馬にも乗っていない。

　近づくにつれて、人影が判別できるようになってきた。まだ少女と呼んでも良い年齢。そのため前線部隊を預かる千騎長は、少女が弓矢の射程圏内に近づいてもその手を下ろすことができなかった。

　大軍に臆すること無く堂々と正面から歩いてきた少女は、ノイマン皇子軍の先頭からわずか二十メートルにも満たない距離で足を止める。

　少女が見える位置に布陣していた将兵たちの間から、ざわめきが広がった。

　ここにいる全ての兵士たちが、その顔を見たことはない。

　ただ、話に聞いたことがあるだけだった。

　町の酒場、店先、街角、道端──それこそ、至る所でその噂を聞いたことがあるだけだ。

　少女の髪が朝日で黄金色に輝く。

　凜と背を伸ばし、遠目にもわかるエメラルドの瞳は、強い意思が込められた輝きを放っている。

「な……何でだ？」

　最前線にいる兵士の一人が、ポツリと呟いた。

　その呟きは風に乗って、奇妙な程に周囲にいる騎士、兵士たちの耳へと届いた。

「どうして……勇者様が、敵陣から出てこられるんだ？」

『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィス。

　魔王を倒した英雄。

　レティシアは、ゆっくりと剣を抜き、半身の構えを取って剣を真っ直ぐに突きつけた。

「引きなさい。今ならまだ見逃してあげることができます」

　兵士たちはゴクリと唾を吞み込んだ。

　あの勇者が、今自分たちの前に立って剣を抜き、突きつけている。

　自分たちを敵と見なすと宣言している。

　明確な攻撃の意思。

　射てば矢は間違いなくレティシアへと届く。

　というよりも狙って外すのが難しい距離だ。

　新兵であっても、確実に当てることができるだろう。

　前線だけでも味方の弓兵は数百人はいるはずで、恐らくは少女の正体が『勇者』だと分かる前から狙いをつけていたはずだ。

　だが、誰一人として矢を放つことができない。

　万を数える大軍の将兵が、レティシアたった一人の放つ気に吞み込まれてしまっていた。

　かつて、レティシアは万にも届こうかという魔物の大軍を前に、その気を以てして威圧した事がある。

　闘争本能しか無いとされる魔物ですら、レティシアの放つ気に怯え、萎縮してしまったのだ。

　並の人間では、レティシアの本気を前にして敵対する意思を持ち続けるのは難しい。

　それでも指揮官である騎士の誰かが攻撃命令を下せば、よく訓練された兵士たちは矢を放つことができたかもしれない。

　だが、誰がその攻撃命令を下すことができるだろうか？

『勇者』を殺せ。

　その命令を出したものは間違いなく、人類最大の罪を犯した者、歴史的大罪人として名を永久に残す事は確実。

「でも、引いてくださらないのなら私は──」

　レティシアの瞳に、悲しみの色が宿る。

「あなたたちと戦わねばなりません」

　俯き震える声で愕然としている兵士たちに告げた。

　それからどのくらいの間が空いたのか。

　レティシアの最後通つう牒ちようからほんの数秒。しかし、多くの者は数分もの時が経過したような気がした。

　変化はまず、不幸にもレティシアと真正面から対たい峙じすることになった兵士から始まった。

「お、俺は……無理だ。勇者様と戦うなんて……できない。できるわけがない！」

　持っていた槍を手放し、その場に膝を落とす。

「俺もだ」

「俺も……」

「俺も……」

　次々と兵士たちが手から槍、剣、斧、弓を手放していく。

　膝を折っていく。

　まるで波紋が広がっていくように──。

　レティシアの前に、ノイマン皇子軍の中から千騎長の徽き章しようを付けた騎士が進み出てきた。

　恐らくは、最前線の部隊を預かる指揮官なのだろう。

　彼は馬から降りてレティシアの前へ跪ひざまずいた。

「剣をお収めください、勇者様。我々は、貴女様がリヨン王国軍と共にあるとは知らされておりませんでした。もしも知らされていたならば、私の部下たちは貴女様の行く手を遮るなどという愚かな行為は決していたしませんでした。そして我が祖国、帝国が貴女様の手で滅ぼされたとしても、我々は貴女様に対して弓を引く事はできません。それはきっと……神に定められた運命なのでしょうから。ここにいる我が部下たち全員が同じ気持ちだと思われます」

「そのようなことはいたしません」

「もちろん、貴女様がそのような事をする方とは思っておりません」

　レティシアは千騎長ににっこりと微笑むと、剣を鞘に収めた。

「それで、貴女様のお望みは、この坂をリヨン王国軍が無事に通り抜ける事でよろしいでしょうか？」

「はい」

　千騎長は立ち上がると、さっと右腕を上げた。

　すると兵士たちは一斉に柵へと取り付くと、あっという間に解体して、道を開けたのだ。

「ありがとう、皆さん。本当に、ありがとうございます」

「どうぞお通りください。勇者レティシア・ヴァン・メイヴィス様。そして許されるならば、我らもまた、貴女様の率いる軍への参加をお許し願いたい」

「私に味方するという事はコーネリア第一皇女に付くということ。ノイマン皇子を敵に回すということですが、それでもよろしいのですか？」

「構いません」

　周囲の兵士たちへレティシアが一礼する。その礼には道を開けてくれた兵士たちに対しての、畏敬の念が込められているのが確かに見て取れて、わっと周囲から歓喜の声が上がった。

「勇者メイヴィス、万歳！」

　その声はあっという間に大きく広がっていって、部隊全体に広がっていく。

　レティシアの前に立ってその様子を見ていた千騎長は、レティシアを讃える声が収まるのを待ってから、よく通る声で叫んだ

「良いか！　今この時より我らは勇者メイヴィス様と、コーネリア第一皇女殿下にお味方する。この決定に不満あるものは、直ちに後方の部隊へと合流せよ！　私と行動を共にするのならば、この場にて待機！　リヨン王国軍の将兵たちと合流する！」




　レティシアを讃える歓声は遠く離れたリヨン王国軍本陣にまで届いた。

「全く……レティを前にしたら、軍隊が全く意味の無い代しろ物ものに成り下がってしまうな」

　本陣からは見えないがレティシアがいるであろうノイマン皇子軍の陣地のほうへ目を向けたラウルが、呆れたような表情で呟いた。

「勇者様に野心というものが無くて幸いでした。もしもあの方に野心でもあれば、大陸は瞬く間に統一されてしまうでしょう」

「どうやらノイマン皇子軍の先鋒部隊を調略してしまったようだ。彼らの配置を決めなければなるまい」

「まさかこれから行く先々で、勇者様は次々と敵軍を調略するつもりなのでしょうか？」

「あれを調略と呼んでいいものなのだろうか？　勝手にこちら側へ降ったようにしか思えないんだが。まあ、とにかく軍が膨れ上がる以上、補給をこれまで以上に整えなければならない」

「はっ、となりますとペシュリカにある西方面騎士団が邪魔となりますな」

　ラウルは頷くと、後方に見えるペシュリカの城壁を見つめた。

　固く門を閉ざしているペシュリカの市壁の上では、兵士たちの動きが慌ただしい。

　彼らにも聞こえたのかもしれない。

　ノイマン皇子軍の先鋒部隊から聞こえる、レティシアを讃える声を。

「今が好機だな。今なら僅かな時間と労力で、ペシュリカの町を落とせる」

　ラウルの言葉に高官たちが一斉に頷いた。

　リヨン王国軍を挟撃するために来援したはずの援軍が、あっさりと寝返ってしまったのだ。

　寝返ったのは先鋒部隊だけで、全てのノイマン皇子軍が寝返ったわけでは無いのだが、その事を町の市壁の中からでは知ることはできないだろう。

　ペシュリカの町に籠っているシュリハーデン伯爵と、西方面騎士団、そして西部地方の諸侯たちの動揺は大きいはずだ。

「では、予定通りにペシュリカへの攻撃を開始せよ。ノイマン皇子軍の先鋒部隊を調略したとは言え、まだまだ敵軍の多くが健在だ。ペシュリカに籠る敵が動揺しているこの好機を逃すな！」

　ラウルの命令が下されると同時に、リヨン王国軍はペシュリカの町への攻撃を開始した。

　そして戦闘開始からわずか二時間余りで、ペシュリカの市壁の門上に白旗が掲げられた。

　ラウルの読み通りペシュリカの領主シュリハーデン伯爵は、来援したノイマン皇子軍四万全てが降伏したと思い込んだのだ。

　友軍が救援に来ない上にその四万の兵力全てがリヨン王国軍に吸収されたのだとしたら、その規模は十万の大軍。西方面軍二万の五倍にもなる。

　シュリハーデン伯爵にはもはや、降伏するしか道が残されていないように見えたのだった。
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「ペシュリカが陥落したか」

「二時間と持たなかったようです」

　淡々と告げるクラウスの言葉に、ジェイドは小さく舌打ちをして嘲笑を浮かべた。

「シュリハーデンめ。コーネリアとリヨンの出しゃばり共を、まとめて差し出してみせると大口を叩いておいてこのざまか。所詮は西部の田舎貴族といったところか。それでペシュリカでの戦果はどのくらいだ？」




「敵勢力の占領下にありますので詳細まではわかりかねます。ただ、死者は三百に足りずといったところかと……」

「少ないな……」

　ジェイドは右手の人差し指を軽く嚙んだ。

「陥落までの時間が短すぎました。我が軍の先鋒が降伏した事が、ペシュリカ守備兵と西方面騎士団の兵士たちの士気を著しく下げてしまったのが原因です」

「先鋒部隊が降伏するのは予定のうちだが──」

「予定よりも少々早すぎます。しかし、勇者に剣を向けるというのは抵抗があるらしく、ほぼ無傷で突破されている様子です」

「ラウルめ……。思っていたよりも早く勇者を前線に出してきたな……」

　ジェイドは戦況を書き込んだ地図をじっと見つめた。

　ペシュリカを陥落せしめたリヨン王国軍は、クレナドへと続く山間の街道に幾重にも構築した陣のうち二つまでもあっさりと突破した。

　レティシアを先頭に立てる事で、兵士たちが戦うこと無く降伏していくのである。

　この進撃速度であれば、明日の夜にもジェイドのいるノイマン皇子軍本陣へと迫るだろう。

　コーネリア第一皇女が皇宮を抜け出してリヨン王宮に姿を現した時点で、レティシアがコーネリアと共にある事をジェイドは想定していた。

　コーネリアの従士隊にはレティシアの師、ウィン・バードがいる。これまでの行動を見ても、レティシアがウィンに同行していないはずがない。

　だがジェイドは、レティシアが前線に出てくるとしても、それはもっと後になってからのことだと想定していた。

　勇者が人に対して力を振るう。人の理解を超えた大きな力が自分たちへ向かってくる事もあると知れば、今は賞讃と尊敬の念で勇者を讃えている者たちは、簡単に畏れと恐怖を勇者に抱くようになるだろう。

　魔王が滅ぼされて以後、全ての国がレティシアの持つ武力が自国に向けられた際にどうするか検討してきた。

　対魔大陸同盟軍という超国家組織ですらどうにもできなかった魔王を倒した、圧倒的武力。

　その武力が戦争において片方の勢力へと加担し、その武力を振るう。

　それが現実にあり得ると思われたら、レムルシル帝国は第二の魔王軍として世界を相手に戦争となりかねない。

　そうなる事を恐れてアルフレッドは、リヨン王国へ向かったコーネリアにレティシアが同行したことを秘した。リヨン王国でコーネリアと共にレティシアが姿を見せた時も、リヨン王国側も軍事同盟の調印儀式にレティシアの出席を求めなかった。

　これは民衆だけでなく、他国を刺激しないようにするための配慮だ。

　そうまでしたリヨン王国の王太子ラウルが、レティシアを最前線に出すはずがない。出してきたとしても、戦況が苦しくなってからの事だと思っていた。

　まさか、初戦からレティシアが前線へ積極的に出てくるとは、ジェイドにとっても誤算だった。

「日和見で我が方に味方した貴族共が連れてきた兵士では、勇者に剣を向ける事はできまい。突破されるのは予定のうちだが、こうなると数が足りないな。ふん、そう考えるとシュリハーデンの三百という数は、奴にしてみれば頑張ったと言うべきなのか」

「ジェイド様。兵士たちを戦わせるために督戦隊を作ってみてはいかがでしょう？」

　クラウスの言う督戦隊とは、降伏や逃亡を考える兵士たちへ矢を射ち込み、死にたくなければ前進し戦えと、自軍の兵士を戦いに駆り立てる部隊の事で、敗戦が濃厚な状況でよく使われる。

「督戦隊は貴族身分、騎士身分にある者たちで構成します。彼らならば、勇者と相対しても督戦隊としての役割を存分に果たしてくれるでしょう」

「なるほど。それで勇者の怒りを買ったとしても、味方の兵士たちに逆襲されて殺されたとしても、役には立つな。しかし、それでも勝てるようには思えないが？」

「ジェイド様のおっしゃられるように、どのみち勇者を前面に出されて士気の上がらない兵士では、督戦隊を用いても時間を稼ぐのが精一杯と思われます。ですからその敗北の責任を彼ら自身に取ってもらいましょう」

「責任を取らせる？」

「督戦隊を組織したとしても、ジェイド様のおっしゃられるように最終的には敗れてしまうでしょう。しかし、彼らの命は我々にとって貴重な時間をもたらします。彼らは所詮勝ち馬に乗ろうと日和見で集まった忠誠心の疑わしき者たち。ここで使い潰しても何ら問題はございません。後のことは私にお任せ頂けましたなら、レイナードの遺したコンラート・ハイゼンベルクの遺産、必ずや役に立たせてみせましょう」

「面白い。ならばお前に任せる」

「承知しました。それでは早速私は準備へと」

　ジェイドが頷くと、クラウスは深々と一礼してみせた。

「ふん……。もっと血を流すがいいさ。レイムダウを滅ぼした貴様らを守るために死んでいった母、そしてその民たちの恨み。貴様らの血で贖あがなわせてもらおう」

　ジェイドの呟きには、押さえきれぬ激情と、凍るような冷酷さが込められている。その声を聞きつけたクラウスは、部屋の扉に手を掛け、仮りそめの主に背を向けたまま、小さく唇を歪めてみせたのだった。




　ペシュリカとクレナドを繫ぐ街道を塞いだ敵陣を無傷で三つ抜いたところで、リヨン王国軍は足を止めることになった。

　ノイマン皇子軍の四つ目の陣内に、これまで抜いてきた陣とは違うただならぬ緊張感が漂っていることにレティシアは気づいた。

　歳若いながら恐らくは帝国でも最も戦闘経験が豊富なレティシアには心当たりがあった。

「……死兵？」

　対魔大陸同盟軍で、幾度となく感じた気配。

　前方には魔物の大軍。後方には身を守る術のない、逃げ惑う民衆。

　およそ勝ち目の無い戦いで、追い詰められた兵士たちは民を逃がすために文字通り死兵となって命を捨てて戦う。

　そうした光景をレティシアは幾度となく目にしてきた。

　今のノイマン軍の兵士たちからは、そんな彼らと似た気配が感じ取れた。

　しかし、今は帝国内での内戦だ。

　降伏という概念を持たない魔物と違って、人と人との戦争だ。

　兵士たちの後方にはまだ大勢の友軍がいて、開戦していない今なら退路が幾らでもある。それにも関わらず、どうしてこんなにも張りつめた、鬼気迫った緊張感に、ノイマン皇子軍の兵士たちが包まれているのか。

「勇者様。後方へお退きください。どうやら敵は、今までとは少し違っているようです」

「そう……ですね」

　少し唇を嚙んで迷ったレティシアだが、リヨン王国軍の前線を預かる指揮官の言葉に素直に頷いた。

　説得できる雰囲気では無さそうだった。

　こうしてレティシアが後方へと下がったところで、ついに両軍が衝突した。

　ラウルたちリヨン王国軍の武将たちが想定していたように、リヨン王国軍側が坂を駆け上り、それをノイマン皇子軍が木製の柵と堀を張り巡らせた陣地で待ち受けるという形だ。

　坂を駆け上がらなければならないという不利な形勢ながら、リヨン王国軍は士気も高く、何度も突撃を繰り返し、少しずつノイマン皇子軍の陣地を削っていった。

　ノイマン皇子軍の士気が目に見えて下がっていくのは、リヨン王国軍側からもわかった。

　しかし、到底士気が高いように見えないノイマン皇子軍の兵士たちは、退く事無く奮戦している。

　何が彼らをそこまで戦いに駆り立てているのか。

　ラウルと彼のそばにいる幕僚たちが不気味な思いに囚われ始めた頃、その疑問が遂に解消された。

　何度も突撃を繰り返して優勢に立っていたリヨン王国軍の一部が、一時的に押し返された。

「督戦隊の存在だと!?」

「はっ、敵軍の背後に弓兵が展開し、逃げ出す兵士たちに容赦なく矢を浴びせている模様です」

　士気旺盛なリヨン王国軍の圧力に耐えかねたノイマン皇子軍の一角が崩れ、徐々に後退していた時の事。

　劣勢となって押し込まれていたノイマン皇子軍の兵士たちの頭上に、後方味方の陣地から矢が降り注いだのだ。

「現在の持ち場を死守せよ！　敵前逃亡は重罪である！　敵に背を向ける者！　逃亡を企てる者は射殺せよとの命も出ている！　逃亡兵にはその係累にも厳罰を以て臨むと心得よ！」

　実際に後方から矢が降り注ぎ、逃亡を企てた兵士が射い殺ころされるのを見て、ノイマン皇子軍の兵士たちは死に物狂いでリヨン王国軍を押し返した。

「何ということを……っ！」

　報せを受けてコーネリアは絶句した。

　興奮の余り用意された椅子から勢い良く立ち上がった。顔が青ざめ強く唇を嚙みしめる。そしてそのまま椅子へと力なく崩れるようにして座り込んしまった。

　上体が傾いで、彼女の隣にいたリーノが慌ててその身体を支えた。

「……戦う意志を失った者に投降を許さず、矢を射ち込むなんて」

　今は敵とはいえ彼らも帝国の民たち。

　力なく項うな垂だれて憂う帝国の皇女をラウルは痛ましそうに見つつ考え込む。

（しかし腑に落ちんな……。ペシュリカを落としレティの説得で投降する敵部隊が多いとはいえ、戦いはまだ序盤。劣勢とはいえ、今戦っている兵士たちは、クライフドルフ侯子飼いの兵士たちではないだろう。兵力にも物資にも余裕はあるはずだ。督戦隊を組織するにはまだ早いはずだが……いたずらに犠牲を増やしてどうするつもりなのだ？）

　まさかノイマン皇子軍を指揮するジェイドが積極的に犠牲者を増やそうと画策しているなど、ラウルにわかるはずもない。

　ただ、常識では考えられない下策を打つノイマン皇子軍の行動に、ラウルは不気味な思いを抱いた。

「自暴自棄となった敵兵に付き合って無用な損害を出す必要はない。一度下がらせろ。ただし、深追いしてきた敵には容赦するな」

「はっ！」

（ちっ……どうも嫌な予感がするな）

　後退を始めたリヨン王国軍に、ノイマン皇子軍が押し込んでくる。ただノイマン皇子軍の勢いは督戦隊の働きによって生じたものでろくに統制が取れておらず、ラウルの優秀な配下の指揮官たちは突出した敵前線部隊を散々に打ち破っていき、日が沈む頃にはノイマン皇子軍を撤退に追い込む事に成功した。

「奴らの後背を叩くよりも先にエルツを叩く。全軍、エルステッド領都エルツに進軍する。アルフレッド皇太子と合流を急ぐぞ！」

　ノイマン皇子軍はゆっくりとクレナド方面へと街道を後退していく。その軍をラウルは追撃をすることもなく見送った。

　味方の指揮官たちはラウルの思い描いた通りの見事な働きを見せていて、満足のいくものだった。

　しかし、思うとおりに事が運んでいるにも関わらず、ラウルは心の裡うちに沸き起こる不安をかき消すことができずにいた。
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　支給された毛布に身を包んでいても、マジルの山から吹き下ろす夜風は湿り気を帯びていて冷たく身に染みる。

　遮る物の無い市壁の上、エルツの町の名物である見張り塔の上ならなおさらだ。

　夜番に当たったエルツの兵士は、市壁の外に目を凝らしつつ手足を擦り合わせて寒さを凌しのいでいた。

　時折、風の中にツンと鼻をつく異臭が混じる。

　市壁の外に散乱している戦死者の死体が腐敗し、悪臭を放っているのだ。

　だが、エルツの町は風上に位置しているためまだましだ。風下に陣を構えているノイマン皇子軍には、どれほどの悪臭が漂っているのだろうか。考えたくもないと兵士は頭を振ると、疲労から来る強烈な眠気を飛ばそうと頭を振った。

　戦死者の遺体が腐敗し悪臭が漂っているのには理由がある。

　通常、戦闘が終わって軍が退いた後には、折れた剣や槍、矢、物言わぬ軀むくろが戦場に残される。そして大抵の場合、すぐに近隣の農民たちが戦場へとやってくる。

　彼らの目的は、遺体が身に着けている剣や鎧、槍、さらには着衣などの一切合切全てだ。

　剣や槍は多くの場合損傷が酷かったりするが、鋳潰して鉄にしてしまえばまた使えるし、衣服だって血糊を洗えばまだ使える。そうやって農民たちの手によって遺品を全て剝ぎ取られた後に、遺体は彼らの手で埋葬される事になる。遺体をそのまま放置すれば腐敗が進み、疫えき病びようの原因にもなりかねないからだ。

　戦場の遺物を漁るのは、身分ある者たちから見ると眉をひそめたくなる行為ではあるのだが、戦場には農地が選ばれることが多く、田畑へ与えた損害の補ほ塡てんのためとして、大抵の場合は目こぼしされる事が多い。

　しかし、エルツの町近郊で起こったアルフレッド皇太子軍とノイマン皇子軍の戦いでは、両軍が退いても死者の遺品を漁る農民たちの姿は現れなかった。

　近隣にある農村の住人を含めた全ての者がエルツへ逃げ込んでいるからだ。

　そのため、戦死者の遺体がそのまま放置されてしまい、腐敗が始まってしまったのだ。




　エルツがノイマン第二皇子の率いるおよそ三万の軍勢に囲まれてから、およそひと月近い時が過ぎ去っていた。

（武器も物資も食糧もまだまだ余裕はある。しかし、兵士たちの疲労は隠せなくなってきているな）

　エルステッド伯爵邸の一室でアルフレッドは、エルツの市街図を広げて睨みつけていた。

　地図にはエルツを守る兵士たちの配置、破られてしまい木材で補強された壁の場所など、町の防衛に関する情報が細々と記されている。そして市壁の外に陣を張るノイマン皇子軍の配置が、わかる限り記されていた。

　その地図から読み取れる情報は、誰がどう見てもエルツの町側が劣勢。陥落も時間の問題としか映らない。

　しかし、圧倒的な兵力差があるにも関わらずエルツに籠るアルフレッド皇太子軍は、幾度となく押し寄せるノイマン皇子軍の攻勢を、堅固な市壁を頼りに驚異的な粘りで跳ね返し続けている。

　これは開戦初期にエルツの外に伏せていた、ケルヴィン率いる冒険者たちで構成された遊撃部隊の働きが大きい。彼らがノイマン皇子軍の有力な前線指揮官を次々と捕らえてしまった事で、諸侯軍の寄せ集めとなっているノイマン皇子軍は部隊同士の連携が上手く取れていない。

　ノイマン皇子軍は攻勢を重ね、その都度破壊の魔法や投石機による石弾攻撃を繰り返し、何箇所もの市壁を破壊したが、詰めが甘く押し切ることができない。せっかく破壊した石壁も、町の職人たちの手によって木材で応急処置が施されていた。

　騎士、兵士、エルツに籠るアルフレッド軍に協力する傭兵、冒険者といった戦いを生業とする者たちは、まだ戦えるだけの体力を残している。

　問題は市民たちと市民有志からなる兵士たちの疲労度だ。

　領主ロイズに対する恩義と忠誠心、そして市壁内の家族を守るため市民たちの士気は高いのだが、慣れない戦闘の連続から来る疲労は、士気だけで誤魔化せなくなってきている。夜の見張り当番に当たった市民兵の中には、立ったまま居眠りをしてしまう者も出始めていた。

「……失礼します、殿下。ケルヴィンより連絡が入っております」

　扉を叩く音がして、両手に書類を抱えたロイズが部屋の中へと入って来た。

　ロイズはアルフレッドの前まで歩いてくると、地図が乱雑に置かれた机を見て大きくため息を吐いてみせた。

「……殿下。お食事は口にあいませんでしたか？」

「何？」

　見ればロイズの妻の一人が運んできてくれた夕食がそのまま置かれている。運ばれてきた時にはもうもうと湯気を立てていたのだが、もうとっくに冷めきっていた。

「つい先程君の夫人が運んできてくれたばかりなんだが……」

「殿下のおっしゃるつい先程とは、一体どれほど前の事なのでしょうか。もうスープの脂が冷え固まってしまっておりますぞ」

「すまないな。せっかく持ってきてもらった食事を……」

「殿下。戦場では食べられる時にはしっかりと食べ、眠れる時にはしっかりと眠る。これができなければ満足に戦うことすらできません」

「わかってはいるつもりなんだけどね……」

「指揮官ともなれば、兵士たちの前では常に余裕ある態度を見せねばなりません。特にこうした劣勢な状況において指揮官に余裕が見られなければ、兵士たちはたちまち不安な思いに駆られてしまいますぞ？」

　アルフレッドが言い訳をしようとしたところに、ロイズが更に言葉を重ねてアルフレッドの言葉を封じる。

「こんなことではないかと思って、温かいスープを用意させています」

「いや、これでいい。貴重な食糧だからな。それに食欲もあまりない」

「いけません、殿下。きちんとした食事を摂らねば身体を壊してしまいますぞ」

　ロイズが扉の外へと合図をすると、先程食事を持ってきたロイズの妻とは別の女性が、まだ湯気を立てている新しいスープにハム、チーズ、野菜とパンの入った籠を持ってきた。

「空きっ腹ではいくら考え込んだところで頭へ血が巡らず、戦いの場で力も湧きません。それに最高指揮官の顔が栄養失調の上に睡眠不足で血色が悪いときては、兵士たちの士気も上がりませんよ。ここは無理してでもしっかりと食べてください」

「わかったよ」




　スープは鶏肉と葉野菜をたっぷりと使用したものだった。

　スープの表面には鶏肉からにじみ出た油が黄金の油膜を作り、柔らかい葉野菜によく絡む。塩気とピリッとした香辛料がよく利いていて、アルフレッドがひと匙口へスープを運ぶと、あっという間に忘れていた空腹が押し寄せてきた。

　スープを飲んでいる間に、ロイズの妻がパンにチーズと野菜、それからハムを挟んでくれた。

　アルフレッドはパンを受け取ると口に運び、葡萄酒で口を潤した。ロイズは若き主が食事している間中、黙ってその様子を眺めている。

　その落ち着き払ったロイズの態度に、アルフレッドはわずかな悔しさを覚えつつも、畏敬の念を覚えて尋ねた。

「敵の総数はおよそ三万。対してこちら側は三千程度。援軍のあてがあるとはいえ、君はよくこの状況で落ち着いていられるね」

「まあ劣勢ですが……対魔大陸同盟軍に参加していた時は、このくらいの戦力差は常でしたからなあ」

　アルフレッドの問いかけに答えつつ、ロイズが昔を懐かしむ表情を浮かべて苦笑してみせる。

「兵士たち、町の者たちはよくやってくれています。大丈夫ですよ、殿下。コーネリア殿下が援軍を率いて戻られるまで、我がエルツは持ちこたえてみせます」

「そうか……そうだな」

「ですから食事を召し上がられたら、殿下は御心安らかにお休みになってください。今日も敵方は夜襲を仕掛ける余裕はないでしょうから」

「ははは、君らの仕掛けた策がこういうところでも影響を及ぼすとは。クライフドルフ侯も随分と苛ついているだろうな」

　開戦初期にケルヴィンが敵方の実戦経験豊かな指揮官を大方捕らえてしまった事で、ノイマン皇子軍は奇襲策としては最も有効な夜襲を仕掛けることができなくなっていた。

　夜襲は闇に紛れて行動を起こす性質上、灯りを点けて行動するわけにもいかない。その上さらに、一糸乱れぬ行動をとり、また闇の中で同士討ちを避けねばならないなどといった高い練度が要求される。

　しかし、その要求を満たすことができる兵士たちの指揮官を軒並み失ってしまった事で、ノイマン皇子軍は夜襲を仕掛ける事ができなくなっていた。

　それどころか、少勢とはいえ百戦錬磨のケルヴィン率いる遊撃部隊が、逆に度々夜襲を仕掛けていて、ノイマン皇子軍は少なくない損害を被っていた。森での行動に習熟した冒険者たちで構成された遊撃部隊の行動速度は速く、その神出鬼没ぶりにノイマン皇子軍は相当手を焼いている様子だと、アルフレッドは物見から報告を受けている。

　一方でロイズも魔法を使える者たちを用いて、本人曰くささやかではあるが攪かく乱らん作戦を行っていた。

　魔法を使うといっても、魔導師と呼ばれる者たちが操るような大した魔法ではない。

　強い魔力を用いた破壊の魔法では敵方の魔導師の張る障壁で防がれてしまう。それに、魔導師の数もエルツよりノイマン皇子軍のほうが質も人数も上をいっているので、攻撃魔法の撃ち合いでは勝ち目がない。そこで、障壁では防ぐ事ができない魔法を用いて、ロイズはノイマン皇子軍を翻弄する作戦をとった。

　例えば、魔法を使える者なら誰にでもできる風を起こす簡単な魔法で、野営する敵兵士の陣地近くでガサガサと茂みを揺らしてみせたり、あるいは、ただ大きな音を出すだけの魔法を使うといった程度だ。

　こうした魔法は防御の魔法などで防ぎようもない。

　しかし、これらの嫌がらせのような魔法は、兵士たちの精神状態に絶大な効果を及ぼした。

　大軍に包囲されているとはいえ、頑丈な市壁に守られ住み慣れた土地で戦うエルツの兵士たちと違って、ノイマン皇子軍は広大で深い森の中に陣地を築いている。森の奥には凶暴な肉食の獣、そして魔物がいる。

　つい数年前、勇者によって魔王が倒されるまで人類は、魔王率いる魔物の軍に生命を脅かされていたのだ。その恐怖は大陸に住む全ての者たちの脳裏に刻み込まれている。

　風による葉ずれの音、原因不明の物音は、兵士たちに魔物の事を思い出させ、不安と無用な緊張を強いる。

　そうなってしまえば休息をとってもろくに身体を休めることもできず、数日のうちにノイマン皇子軍の外縁部に陣を張っていた兵士たちの多くは憔悴しきり戦力にならなくなっていた。

「こちらは小技に頼るしかありませんからな。敵軍は多勢。敵戦力を少々ばかり削ったところで、敵軍はまだまだ継戦能力があります。一方でこちらは死傷者が出れば出るほど、防衛が困難となっていきますからな」

　たっぷりと肉の付いた顎を撫でつつロイズが言う。

「君なら、エルツをどう落とす？」

「私なら三万の軍を三つくらいに分けて、朝昼晩と休みなく攻め続けさせますね。それだけで町の者は消耗し、過労で死んでしまうでしょう」

「物量では圧倒的な差があるからね。なら、どうして敵はそうしてこないんだと思う？」

「抜け駆けを恐れているのではと思われます。己が攻勢の手番でない時に、他の者にエルツを陥落せしめられて、その功績を独占されてしまってはならない。また我が軍よりも圧倒的大軍で攻め寄せておいて、小細工を弄ろうさねば勝てなかった。そうした風聞が立つとまた、貴族である彼らの誇りを大きく傷つけるからでしょう。私にはわからない誇りですがね、彼らにとっては大変重要な事のようです。まあ、そのおかげで我々は負けずにすんでいるわけですが」

「貴族の誇り……ね」

「それにエルツ攻略に時間を掛けすぎているとは言え、現状でも彼らは別に負けているわけではありません。以上のことから、このままじっくりと時間を掛けて攻め続ければ、いつかは落とせると考えていたのでしょう」

「考えていた？」

「こちらを」

　ロイズは一枚の小さな紙をアルフレッドに差し出した。

「これは？」

「ケルヴィンからの矢文です」

　ケルヴィンの矢文には、ノイマン皇子軍が大きく配置を変更している事。漏れ聞こえてくる声から、三日以内にエルツへ大規模な攻勢を仕掛けてくる可能性があることが記されていた。

「ふむ……ついにしびれを切らしたという事かな？」

「はい。そして恐らくは先程も申し上げた通り、正面から大軍で押し寄せてくるでしょう」

「正々堂々と、正面から美しく勝つ……か。全く、君が彼らと同じ貴族だとは思えないよ」

「私とて、先程も申し上げました通り大軍が手元にあって、またそれを自在に指揮することが許されるなら、正々堂々正面から討ち破る手を用いますよ。ただ残念な事に私が軍を率いる時は、状況がそれを許してくれないのです」

　そう言うと、ロイズは大げさに両手を広げると首を横に振ってみせた。

「そうか。なら、今回の騒乱が解決した暁には、君に我が帝国の全ての軍事方面を任せてみようかな」

「私が騎士団の頂点にですか？　ははは、ご冗談を。私が騎士団の頂点に立ったなら、宮廷雀たちがサロンで噂するように私腹を肥やすやもしれませんよ？」

「なに、そのくらいどうということはないだろうさ。この騒乱で君の成した功績は、少々の恩賞では不足と思えるほどだ。このエルステッド領の皆にも莫大な借りを作ってしまっているしね。それに君に然るべき地位と権力を与えておけば、私腹を肥やしたせいで帝国に与える損害以上の利益をもたらしてくれそうだよ。そう考えれば安いものだ」

「なるほど。殿下の期待に添えるかどうかわかりませんが、ならばその未来で美味しい汁を吸うために、今を頑張ってみましょうか」

　そう言って笑うと、ロイズはでっぷりとした腹を揺すって部屋の外へと出ていったのだった。
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　ノイマン皇子軍が総攻撃を仕掛けてきたのはそれから二日後の朝。日が昇ってからの事だった。

　市壁上のエルツ守備隊の兵士たちに大量の矢を浴びせ、投石機を用いて石弾を次々と撃ち込んでくる。

　魔導師部隊も前線に投入され、破壊の魔法も爆炎を上げる。

　ノイマン皇子軍の兵士たちは、圧倒的な兵数を頼りにエルツの市壁下にまで怒濤の勢いで押し寄せると、梯子や鉤縄を次々と掛けた。

　たいしてエルツの守備隊は、高所という有利な点を活かして矢を浴びせ続ける。といっても矢数では圧倒的に劣っているエルツ側は、狩人を中心とした弓の名手たちが遮蔽物に身を隠し、一射一殺の気概を以て敵兵を射ち抜いていった。

　魔導師部隊が撃ち込む攻撃魔法には、ロイズ自らが防御魔法を使って対処する。

　梯子や鉤縄を用いて押し寄せてくる兵士たちには、予め市壁の上に積み上げていた丸太を落とし、大きな鍋の中で煮えたぎっている油を頭上に降らせた。

　木材で補修された壁には火を点けられたが、ロイズはあえて燃えるに任せるよう命令した。

「点けられた火はそのままでいい！　勢い良く燃えている間は、敵兵とて中へと入ることはできないからな！　延焼にだけ気をつけろ！」

　ロイズはむしろ油を注いで炎の壁を大きくした。

　そして内側にはすでに町の職人たちによって、鉄と丸太で作られた頑丈な柵が二重に作られていて、やすやすとは突破できないようにしていた。

　マジル山脈の麓に位置する鉄鍛冶と木材の町エルツの名は伊達だてではない。

　エルツの町を援護するべく、猛攻を仕掛けるノイマン皇子軍の背後へ森の木々に紛れてケルヴィン率いる遊撃部隊が接近する。

　部隊結成当初は三百人程度の遊撃部隊だったが、今は五百人にまで膨れ上がっていた。

　遊撃部隊に属している冒険者たちが、他所の町に所属している顔見知りの冒険者を連れてきたり、捕らえたノイマン皇子軍の前線指揮官の中から寝返った者もいたのだ。

「よし！　上手いこと背後はがら空きです！　思う存分斬ってしまいましょう！」

　凄絶な笑顔を浮かべてケルヴィンが号令を発すると、遊撃部隊は森の中から飛び出して猛然と敵の背後に襲いかかった。

「おのれ！　下げ衆すな冒険者風情が……っ！」

　三人から六人単位のパーティーを組み行動する冒険者たちは、格上の魔物を相手に五分以上に戦えるのだ。

　魔法を操り身体強化できる貴族騎士を相手にしても、後衛が矢と投石で巧みに注意を逸らし、その隙に前衛の戦士が騎士の頭蓋を斧でかち割ってみせた。

「敵に密着します！　敵に矢を射たせないように！」

　戦闘をしつつ、ケルヴィンは戦場全体の状況を把握し素早く命令を繰り出す。

　その命令に従って遊撃部隊は、同士討ちを嫌って矢を射ち込めないでいる敵方を他所に、敵陣深くへ斬り込み、隊列を崩していった。

「ええいっ！　何をしているか！　奴らを包囲して攻撃しろ！　数で押し潰せ！」

　ケルヴィン率いる遊撃部隊の奇襲に気づいたノイマン皇子軍は、遊撃部隊へ正面からぶつかるのではなく、後方へと回り込むように移動する。

　遊撃部隊を押し包むように包囲して、殲せん滅めつするつもりなのだ。

　しかし──。

「邪魔ですねぇ」

　その動きに気づいたケルヴィンが、疾駆し敵騎士の前へと回り込んだ。

『我、風の理ことわり、剣の理、刃の理を識りて、千刃の刃纏いて、空を裂かん！』

　それからケルヴィンは矢継ぎ早に呪文を詠唱する。

『我、風の理を識りて、烈風を喚よぶ！　奔流となりて押し寄せ、塵ちり芥あくたとなせ！』

　狙いは先頭を走る敵騎士が乗る馬。

　風を纏わせた剣を持ったケルヴィンは、大きく剣を一閃。魔法によって生み出された暴力的な真空の渦が、一直線に先頭の騎士の乗る馬へと襲いかかった。

　風の刃が馬の首と足をいともあっさりと斬り裂き、命を断つ。当然、馬に跨またがっていた騎士も無事ではすまず、慣性の法則に従って悲鳴を上げる間もなく前方へと吹っ飛んだ。

　その様子に後続の騎士たちが乗る馬も足を止めた。

　味方を包囲しようとする敵方の勢いが衰えたのを見て取った冒険者たちは、ケルヴィンの命令を待つことなく各々が勝手に脱出を図り森の中へと逃げ込んでいく。

　ケルヴィンはあえて冒険者たちに、パーティー単位で行動するよう命令を出していた。こうしたほうが、本来自由に行動する冒険者たちは動きやすい。そして後程決められた場所で合流を果たしたほうが、身軽な分逃げやすいのだ。

　こうして幾度も出撃を繰り返してはノイマン皇子軍に多大な出血を強いてきた遊撃部隊だったが、この日は勝手が違っていた。

　いつもであれば、翻弄されっぱなしのノイマン皇子軍は、遊撃部隊が森の中へ逃げ込んでしまうと追撃を諦めていた。しかし、今回は森に逃げ込んでも二千もの兵力が追跡してきた。それも、遊撃部隊の冒険者たちに引けを取らない速さで森の中を移動している。

（マズイですねぇ……）

　森に慣れている冒険者たちの誰よりも速く、森の中を疾走しつつケルヴィンは敵方が追跡している事に即座に気づいた。

（どうやら森の中での戦闘経験を持つ傭兵たちを選抜して、私たちを迎え討つ為の専門部隊を編成したようですね）

　森の中での行動力という優位が消えてしまえば、後は単純に数の勝負となってしまう。

　ケルヴィンとて、並の傭兵相手なら多人数を相手に立ち回れるが、四倍近い数の敵を相手にしては死を免れない。

　そして何より、いつまでも後退し続けるわけにもいかなかった。

　ケルヴィンたち遊撃部隊が、ノイマン皇子軍の後方を撹乱し続けているおかげで、敵軍はエルツへの攻撃に集中しきれていない面があるのだ。

　このまま、森の中で足止めされ続けてはエルツが陥落してしまう。

　追跡を振り切ろうと走りながらケルヴィンは、応戦するか否か考え続ける。

　戦いで流れる熱い汗とは違う、つめたい汗が背筋に流れるのを感じていた。

　その時だった。

　エルツの方角とは別の方向。大量の馬ば蹄ていの音が微かに聞こえてきた。

（まさか……敵の増援ですか？）




　その音は段々と近づいてきている様子だ。

（敵の増援なら確認する必要がありますね）

　ケルヴィンは近くを走る冒険者たちに手で合図をすると進路を変更。そして森の中から街道へと飛び出した。

　街道のエルツとは逆の方向から、もうもうと土煙が舞い上がっていた。

　やはりエルツへと向かっている様子だ。

　ケルヴィンたちを追跡してくる敵部隊の気配も近づいている。

　追跡部隊だけでなく、背後から敵軍の増援による奇襲を受ければ全滅は必死。

　最悪の事態が頭に浮かんだケルヴィンだったが、不思議な事に街道へと姿を見せたノイマン皇子軍の追跡部隊は遠くに見える土煙を見るや否や、慌てた様子で撤退を開始した。

　その動揺はケルヴィンたちが見せたものよりも遙かに大きい。

（これはもしかして……）

　ケルヴィンは遊撃部隊をまとめると、その場で近づいてくる者たちを待つ。

　やがて馬に乗った人の姿も確認できるようになり、彼らが掲げている軍旗も見える距離にまで近づいてきた。

　先頭に立つ騎士が誇らしく掲げている軍旗には、ケルヴィンの予想通りの紋章が刻まれている。

　リヨン王国軍の軍旗。

　エルツに籠る者たちが待ち焦がれていた援軍の来援だった。

「貴様らはどの部隊の所属か！」

　先頭を走って来たリヨン王国軍の騎士が、剣を収めて居住まいを正したケルヴィンたちに誰すい何かの声を掛ける。

「私はレムルシル帝国第一皇女付き従士隊のケルヴィンという者です」

「皇女殿下従士隊の方か！　では、ウィン殿の同僚でございますな？　我らはリヨン王国軍ラウル殿下配下の先遣隊。我らはこれよりエルツに味方するべく急ぐためこれで失礼するが、貴君の主であるコーネリア皇女殿下は後方我が軍本隊と行動を共にされている。合流されるならここで待たれるがよろしかろう！」

「来援ありがとうございます。皇女殿下との合流はエルツにてで構いません。できましたら我らも貴軍らと共に同行したい。お許し頂けますか？」

「無論！　では共に、エルツの民を救いに参りましょう！」

　リヨン王国軍の先遣部隊はおよそ三千。

　数の上ではエルツを包囲するノイマン皇子軍のほうが、まだまだ断然有利だ。

　しかし、後方からリヨン王国軍の軍旗を風になびかせて颯さつ爽そうと登場した三千の軍に、ノイマン皇子軍の士気はたちまち崩壊した。

　三千とはいえラウルが直々に選抜した騎士たちは、ノイマン皇子軍の後方を蹴散らしていき、やむなくノイマン皇子軍は撤退を選択する。

　そしてその日の夕方には、リヨン王国軍の本隊がエルツへと入城を果たした。

「兄上……ご無事で何よりでした」

「苦労を掛けたね、コーネリア。ラウル殿にも来援感謝する」

　レムルシル帝国の皇族兄妹がひとしきり互いの無事を喜び合う。

　それからアルフレッドは援軍を率いてやって来た隣国の王太子ラウルに向き合うと、握手を求めた。

「いやいや、少々時間を掛けすぎてしまって申し訳ない。それにしてもエルツの民と兵士たちには賞賛の念しか覚えないな。十倍にも達する戦力差で、我らが到着するまで守り切ったのだからな」

「本当に。エルツの民──いや、エルステッド領の民たちの協力無くては、私はとっくに命を落としていただろう。彼らの恩にはいずれ報いたいものだ」

　エルステッド伯爵邸の外からは、エルツの民たちの勝利を喜ぶ声が途絶えることなく聞こえてくる。

　一月以上にも及んだエルツ攻防戦は、こうして終わりを告げたのだった。
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　リヨン王国軍がエルツに入って一夜が明けた。

　エルステッド伯爵邸の一室に、ウィンとレティシア、そしてアルフレッド、コーネリア、ラウル、ロイズ、ケルヴィンの七人が集まっている。

　卓上に広げられているのは、帝国南部の地図だ。

　ロイズとは初対面になるラウルは、最初、でっぷりと突き出た腹、禿げ上がった額、そしてこれでもかと言うほど贅肉の付いた顎の彼に胡散臭そうな目を向けていた。だがコーネリアから、自分の従士を纏めているだけでなく、この度の騒乱ではアルフレッドの陣営の勝利のために尽力し、信頼の置ける人物だと紹介を受けると、居住まいを正して頭を下げた。

「エルステッド伯。我が軍の補給を快く引き受けて頂き、感謝いたします」

「感謝を述べるなら我々のほうこそでしょう。補給などは当然の事。糧食や飲み水はもちろん、武器、馬車の修繕など必要な事は何でもお言いつけ下さい」

「この機を逃さずクライフドルフ侯領へすぐにでも出発したい。戦い終えたばかりで疲弊したエルツの者には無理を願うかもしれないが、よろしく頼む」

「畏まりました、ラウル殿下。なに、我がエルツ領の職人たちはドワーフの匠たくみにも匹敵する腕の持ち主です。必ずやご要望にお応えしてみせますよ」

　本当に自慢げな笑みを浮かべて言うロイズに、ラウルは小さく礼をした。

　ラウルとロイズの会話が終わったところを見計らい、アルフレッドはこの部屋にいる一同の顔を見回すと口を開いた。

「さて、ラウル君の話にもあったように、僕たちはクライフドルフ侯領都ルドルフへ進軍する」

「帝都シムルグを先に解放するのではないのですか？」

「父上──皇帝陛下がノイマンの手中にあるからね。その状態で僕がリヨンの軍と共に帝都へ向かえば、ノイマンは僕たちを皇位簒さん奪だつを企む逆賊として国内外に広く告発するだろうね」

　皇位簒奪を企む逆賊として、アレクセイがアルフレッドを討てとの勅命を発すれば、いまだアルフレッドとノイマンのどちらの勢力にも与せず中立を保っている他の貴族、それにレムルシル帝国への魔物の侵入を食い止め続け無敵の盾と称された東方面騎士団、水軍を擁する北方面騎士団も敵となる。

「まずは、ノイマン皇子の後援者であるクライフドルフ侯の地盤を叩こうと思っている」

「エルステッド領主である私としても、我が領へ侵攻し甚大な被害を民に与えた事、許す訳には参りませんからな。さらには殿下を偽者と断じた事など、クライフドルフ侯領へ軍を進める理由は幾らでも考えられます」

　アルフレッドの言を継いで、ロイズが言った。

　大きく突き出た腹の前で手を組み落ち着いた態度で座っているロイズだが、その静かな口調の中には確かな怒りが込められていた。

　アルフレッドを助けるために必要な事だったとはいえ、領民には多大な損害を与えてしまった。

　少なくない数の犠牲者も出ている。

　その原因を作り出したクライフドルフ侯ウェルトに対して、ロイズは強い怒りを覚えていた。

「それにクライフドルフ侯を援助しているのはペテルシアだ。西方面騎士団のレドリック将軍と合流して、我が国に土足で侵入してきた無礼な彼の国の者たちを叩き出してしまいたい」

「リヨンにとっても、勢力を拡大しつつあるペテルシアに掣せい肘ちゆうを加えるには良い機会だからな」

　ラウルもアルフレッドの言葉に頷いてみせた。

　ラウルがアルフレッドと同盟を結んだ理由には、魔物によって国が滅亡し支配者のいなくなった大陸北部の利権の獲得だけでなく、ペテルシア王国に対しての牽制もあった。

　ペテルシア王国は魔王が滅ぼされた後に、急激に勢力を伸ばしつつある国だ。大陸の中央部に位置する国で魔物の侵攻を直接受けず、他の国と比べて十分国力を保ったまま終戦を迎えた。対魔大陸同盟軍へ積極的に軍を派遣し疲弊した大国の隙を突いて、周辺諸国を次々と攻め滅ぼし拡大し続けている。

　リヨン王国はマジル山脈が天然の要害となっているため当面ペテルシアと戦争になる事はないだろうが、好戦的な彼の国に対しては強い警戒を抱いている。

　大国だが魔物領と国境を接して疲弊したレムルシル帝国が、万が一にでもペテルシア王国に滅ぼされる、あるいは、滅亡とまではいかなくても、ペテルシアと国境を接する東部が落とされることにでもなれば、リヨンも侵攻されかねない。

　リヨン王国にとっては、アルフレッドに与して、レムルシル帝国内に触手を伸ばしつつあるペテルシア王国を、クライフドルフ侯共々叩いておく事は、利が大きい。

「ですが帝都シムルグと父上がノイマン兄上の手の内にある限り、クライフドルフ侯の地盤を叩いたところで、彼らはすぐに再起できるのではないのですか？」

「うん。だから、僕たちはクライフドルフ侯領都ルドルフを攻めつつ、同時に父上の身柄も確保しなければならない」

　コーネリアの質問にアルフレッドはそう答えると、卓上にある地図を指し示した。

　レムルシル帝国全土が描かれた地図だ。

　アルフレッドは地図の上に置かれていた自軍を示す駒を一つ摘つまむと、クライフドルフ侯爵領都ルドルフの上に置いた。

「さっきも言ったように僕はルドルフを攻める。大規模に全軍でね。だけどこれは陽動だ。僕が主将となってルドルフを攻めれば、敵の耳目はこちらへ向く。その間に少数が帝都へと向かい、皇帝陛下の身柄の確保、並びに帝都の奪還を試みる。それで、コーネリア。君には帝都に向かって欲しい」

「私が帝都へ……」

　アルフレッドに言われてコーネリアは黙って話を聞いているウィンとレティシアへと視線を彷徨さまよわせ、それから少し険しい目つきでアルフレッドを見た。

「それは、私が帝都へ向かえばウィン君が護衛として付くことになる。そうすることで、レティシア様の力を利用したいというお考えなのでしょうか？」

「コーネリア。どのみち、レティシア様を巻き込むのは避けられないよ。それにレティシア様にしたって、ただ傍観しているつもりもないでしょう？」

　アルフレッドが卓上に手を置いてそう言うと、レティシアはその言葉に同意するように頷いた。

　ウィンが戦いへ向かうから一緒に行くという理由もあるが、レティシアにとってもシムルグには『渡り鳥の宿木亭』、ポウラット、ローラ、イフェリーナといった関わりの深い者たちがいる。

「レティシア様が戦争の最前線で戦えば、他国はその力を脅威とみなして警戒を強めるかもしれない。でも親しい人を救うというなら話は別だよ」

「実際、ペシュリカで兄から父が自宅で蟄ちつ居きよしていると聞かされています。その話を聞いた私がシムルグに向かうのは当然のこととして言い訳も立つでしょう。ですから、コーネリアさん、私の事は大丈夫ですよ」

「レティシア様がそう仰られるのであれば……では、シムルグへは私と従士隊の皆さんだけで向かうのでしょうか？」

「ラウル君は僕と一緒だ。ルドルフの攻略に協力して欲しい」

「そうだな。俺としては軍を部下に任せてシムルグへ行ったほうが面白そうなんだが、俺がシムルグに行けば別の意図を勘ぐられそうだ。ここの守備と復興支援で二千程度を残していけばいいか？」

　ラウルの確認にアルフレッドは頷いた。

「コーネリア殿下。私にアルフレッド殿下との同行をお許し願えませんか？」

　続いてそう申し出たのはロイズ。

　ロイズはエルステッド伯爵領の領主だが、コーネリアの従士という立場もある。コーネリアの許可なくして、クライフドルフ侯領へ軍を向かわせる事はできない。

「エルステッド領主として、領民を害したクライフドルフ侯を見過ごすわけには参りませぬ」

「わかりました。領主としての責務、存分に果たしてください」

「コーネリア殿下のご配慮に感謝いたします」

　ロイズはコーネリアに礼を言うと、横の席に座った彼が最も信頼を置く副長へと頭を下げた。

「すまんな、ケルヴィン。クライフドルフ侯にはお前も色々と思うところがあるだろうが、ここは私に任せてもらいたい。殿下の事をよろしく頼む」

　ロイズとケルヴィンには、クライフドルフ侯ウェルトとの因縁があった。

　もともとロイズとケルヴィンの二人は、対魔大陸同盟軍でザウナス将軍の幕僚として千騎長という地位にあった。

　だが、同盟軍で帝国の英雄と呼ばれたザウナス将軍は、その声望で自らの地位を脅かされるのを恐れたクライフドルフ侯によってシムルグ騎士学校の校長に左遷される。

　その後、ザウナス将軍は、皇帝アレクセイが政務に興味を示さないのをいい事に権力の専横を企むクライフドルフ侯一派を排除しようと、クーデターを起こしたのだが失敗。ザウナス派とみなされていたロイズとケルヴィンもその責任を追及され、十騎長に降格されたという経緯がある。

「クライフドルフ侯への報復は、隊長にお任せしますよ。しかし殿下、我々だけで皇帝陛下をお救い申し上げるのは少々難しいと思われますが？」

　少人数で行動するのは敵の目を搔い潜るには良いが、皇帝アレクセイと、恐らくは同様に監禁されているだろう要人たちを全て解放するのは難しい。シムルグは厳戒態勢で町へ入るのも難しいだろう。ましてや皇帝アレクセイのいる皇宮奥深くは警備もなおさら厳しいはず。

「心配いらない。帝都には僕の手て勢ぜいがいる」

「なるほど。彼らと連絡を取る方法は？」

「確か従士隊にマリーン商会と縁のある者がいたように記憶しているんだけど……」

「ロック従士の事でしょうか？」

　アルフレッドの問いかけにウィンが答えると、そうだったとアルフレッドが頷いた。

「彼の実家、マリーン商会は、秘密裏に僕に協力を申し出てくれた。彼らが僕の手勢と接触する段取りを付けてくれるだろう」

「了解しました。ただ……マリーン商会も監視されている可能性が高いですね」

　ケルヴィンが懸念の声を上げる。

　マリーン商会がアルフレッドに協力を申し出たのは、次男坊のロックが帝国第一皇女付きの従士だという理由だけでなく、アルフレッド派が勝利した際にはより大きな利権を得ようという目もく論ろ見みからだろう。しかし、ノイマン皇子派もそのことは知っているはずで、当然調べはロックの事にも及んでいるだろう。アルフレッド皇太子派の者が接触を試みる可能性を考えて、マリーン商会の建物は監視されている可能性が高い。

「後程ロック従士を交え、何か手が無いか考えることにしましょう」

「はい」

　ケルヴィンはウィンと顔を見合わせて頷き、会議は終わりを告げた。
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　行動は日が落ちてから開始することになった。

　旅支度を整えて人目につかぬよう町の外へと出た人影は七つ。

　ウィン、レティシア、コーネリア、ケルヴィン、ロック、ウェッジ、リーノだ。

　七人は予あらかじめ森の中に隠しておいた馬に乗って、整備の行き届いた街道ではなく、馬一頭がやっと通れる森の中の細い枝道を歩いていた。

「レティ、こっちの岩もどけてくれ」

「うん」

　先頭を行くウィンが道を塞いでいる岩の前で足を止めると、背後を付いて来るレティシアを振り返って言う。

　落石があったのかウィンの背丈よりも大きな岩が細道を完全に塞いでいたが、レティシアが岩に手を添えて呪文を唱えると、サラサラと砂へと変化して崩れてしまった。

　夜に馬を進めるのは危険な行為だ。地元の猟師、樵きこり、炭焼き職人くらいしか利用しないこの林道は、今あったような落石だけでなく、倒木、崖崩れの痕がそのまま残されている。足場も悪いため、冒険者として活動していたおかげでこうした道に慣れているウィンが先頭を進み、障害物はレティシアが排除する。

　そこまでして夜間に強行軍で移動しているのは、エルツの周辺に残されているであろうノイマン皇子軍の斥候の目を避けるためだった。

「この辺りで休憩としましょうか」

　危険な道程は、通常の行程よりも疲労度が増す。

　全員の疲労を見てケルヴィンが馬の足を止めると、張り詰めていた緊張が一気に緩み、誰もが大きなため息を吐いた。

　ケルヴィンが野営のために選んだ場所は、小さな沢がある岩場。大きな岩がむき出しとなっているおかげで木が生えておらず、ぽっかりと小さな広場となっていた。

「ふくちょ～、火を熾おこしますぅ？」

「追跡されている気配もありませんし、ここまでくれば大丈夫でしょう」

「じゃあ俺、薪集めてきます。レティ、手伝ってくれ」

「うん」

　ウィンとレティシアが連れ立って茂みの奥へと入っていく。

「ロック君」

　ロックがそこらに散らばっていた枯れ葉と小枝などを集めて、手に持った松明たいまつから火を移していると、ケルヴィンに呼ばれた。

「何ですか、副長」

「リヨンでの任務中、あの二人の関係に何か進展がありましたかね？」

　ケルヴィンはウィンとレティシアが歩いていったほうをじっと見つめていた。

「どうしてです？」

「いえ……どことなくあの二人の関係がより親密なものに見えたものですから」

「えっとそれなら～、ペシュリカの時に何かあったのかも～」

　答えたのは馬に背負わせていた袋の中から、保存食や野営に必要な道具を取り出していたリーノだった。

「ペシュリカの町でレティシア様が貴族の方々に囲まれてた時に、割って入ったウィン君が、レティシア様を強引に連れ出しちゃったんですよ～」

「ほう？」

　ケルヴィンが珍しく、細い目を少し見開いた。

「ウィンがレティシア様を連れ出した後、何があったのかは聞いていないんですけど、しばらく二人きりでいたみたいです。その時に何かあったんじゃないかと思ってます」

「そういうことですか」

「ですが副長。よくわかりましたね」

　ロックが感心したような目を向けると、ケルヴィンは苦笑を浮かべた。

「何となくでしたけどね。以前のウィン君は、騎士として仕事でレティシア様が力を使うことを好まないようでしたが、今は違うように見受けられましたからね。二人の雰囲気が変わったように感じられました」

「へぇ～、ふくちょ～。意外にそういうとこ鋭いんだぁ～」

「リーノ君も御存知の通り、私は既婚者ですからね？」

　リーノの言葉にケルヴィンはふっと少し笑い、それから心外そうな顔をした。

「少し観察すればわかるでしょう？　言葉のかけ方だけでなく呼吸、視線、間合いなどを読み取れば、関係性の変化が窺える兆候は幾らでも見て取れます。全て戦いの中で培った技術ですが、実生活の中で対象の人間関係を推察するのにも応用できる技術ですよ」

「き、器用な真似しますね……」

　相槌を打ちつつも、ロックは微妙な表情を浮かべた。

「そんなことよりもロック君」

「はい？」

「随分と前の話になってしまいますが、エルツに向かう道中でした話を覚えていますか？」

　ケルヴィンに尋ねられてロックは、思い出せないのか「はい？」と首を傾げた。

「ですから以前お話ししたでしょう？　ウィン君を除いた我々従士隊の役割について。我々には、ウィン君が功績を上げるためのサポート役も期待されていると。どうやら、リヨンではその期待に応えられるだけの功績を無事挙げてくれたようですし、先程確認したようにレティシア様との関係も良い方向へ進んでくれたようなのですが……」

　ケルヴィンはそこで言葉を切ると、ちらりと馬の世話をしているコーネリアへと目を向ける。帝国で最も高貴な女性であるはずの彼女は、その高貴な身分にも関わらずウェッジと並んで馬を沢まで連れていき水を飲ませていた。ただ、時折その目がウィンとレティシアが歩いて行った方角へ向いている事を、ケルヴィンは気づいていた。

「……えっと、コーネリア様が何か？」

「ウィン君とレティシア様の関係が進みそうなのは、我が帝国にとっても大変喜ばしいことなのですが、コーネリア様との関係はどうなっているのでしょう？」

「ど、どうなっているって……」

　ロックが言葉に詰まる。

「ウィンとレティシア様が良い関係になっている以上はその……言い難いんですけど、身を引かれる事にというか何ていうか……」

　ごにょごにょと言い淀むロックに対してケルヴィンは「はあ……」と大きなため息を吐いてみせる。それから小さく軽く一度首を横に振ると立ち上がり、沢の傍にいるコーネリアの元へと歩いて行った。

「失礼します、殿下」

「はい？」

　しゃがみ込んで馬に水を飲ませていたコーネリアが、そのままの姿勢で振り返った。
















「不ぶ躾しつけな質問で恐縮なのですが、ウィン君と殿下の個人的な関係についてお伺いしたい事が……」

「個人的な関係ですか？」

　怪訝そうな表情を浮かべるコーネリアに、ケルヴィンは頭を搔いた後、少し言葉を探すように視線を宙に彷徨わせた。

「ええっとですね……、殿下はウィン君に対して特別な感情を抱かれてらっしゃるという事で間違いないですよね」

　単刀直入に問い掛けたケルヴィンに、後を付いてきたロックとリーノは思わず互いの顔を見合わせると驚きの声を上げた。

「ち、ち、ちょっと副長」

「ふくちょ～、いくら何でもそんな質問は……」

　慌てた様子を見せる二人に一瞬視線を向けたコーネリアは、努めて平静な態度を装いつつ立ち上がった。

「……ケルヴィンさん。おっしゃられている事の意味がわかりません。私がウィン君に対して特別な感情を抱いているとはどういう事でしょう？」

「そのままの意味ですよ。殿下はウィン君に特別な感情を抱いている。ああ、お断りを入れておきますが、何も私はその事で下世話な勘ぐりをしたいわけではございません。ただ、私たちも今後動いていく時の方針として、殿下のお気持ちの確認をとっておきたいのです」

「私とウィン君の個人的関係が、皆様の方針に何か影響するのですか？」

「もちろん。大きく影響しますよ」

　ケルヴィンは強く頷いた。

「殿下にもよく心得ておいてもらいたいのですが、殿下とウィン君の個人的関係の行く末は帝国にとっても重大な関心事の一つになるかと思いますよ？」

「て、帝国のって……」

　コーネリアは一瞬目を大きく見開いた。

「そんな……ウィン君にはレティシア様という特別な方がいらっしゃいます。たとえ、私がその……ウィン君に対して特別な感情を抱いていたとしてもです。お二人の間を引き裂くような真似はできません」

　特別な感情という言葉を口にした時に、コーネリアは僅かに頰を染めてしまう。それだけで彼女の思いがどこにあるのか、周囲に知らしめているようなものだ。

「ええ、確かにあの二人の間を引き裂くような事は何なん人ぴとたりともできないでしょう。しかし、殿下。そこで殿下に身を引かれては困るのですよ」

「こ、困る……？」

　ケルヴィンの話に、コーネリアは途方に暮れたような顔をした。

「あのですね、殿下。ロック君には先程言いましたが、あの二人──ウィン君とレティシア様が良い方向へと進まれることは、大変喜ばしいことなのです。ですが我がレムルシル帝国にとって、それだけではまだまだ不十分。どうやらレティシア様はメイヴィス家という実家に対して執着を持たれておられないご様子ですし、ウィン君は養父母のような方こそいらっしゃいますが、家というものを持たない身の上。言ってしまえば、帝国に対してお二人はしっかりと根を張っていない状態なのです」

「ああ、確かに。レティシア様は家を毛嫌いしている感じだものな。子どもの頃はずっとウィンのところに入り浸っていたって話だし……」

「レティシア様のお兄さんと会ってた時も～、態度が余よ所そ余よ所そしかったものね～」

　ケルヴィンの言葉にロックとリーノが相槌を打った。

「帝国としてはあのお二人を何としても繫ぎ留めたい。他国へと流出するのだけは絶対に避けたい。アルフレッド殿下もそうお考えなのです」

「おっしゃっている事はわかりますが、その事に私とウィン君の個人的な関係がどのように関わってくるのでしょう」

「つまり、殿下にはこれまで以上にウィン君との親密な関係を築き上げて頂き、ウィン君を帝国に繫ぎ止めるための楔くさびとなって頂きたいという事ですよ」

「何ということを！　あなたは私にあのお二人の仲を引き裂けと言われるのですか！」

　ケルヴィンの物言いにコーネリアは柳りゆう眉びを逆立てた。

「いえいえ、お二人の仲を引き裂けとは申しません。レティシア様に負けず、ウィン君と親密な関係を築き上げてもらいたいのです。恐らく、これはアルフレッド殿下も同じお考えだと思いますよ？」

「兄上が？」

　疑わしそうに問い返すコーネリアへ、ケルヴィンは頷いてみせた。

「当然でしょう。そうでなければ、殿下の身辺にウィン君を置くわけがございません。幸い殿下は彼を心憎からず思っているご様子。アルフレッド殿下は殿下の想いに沿う形でレティシア様を帝国へ繫ぎ留めたい。正室、側室、貴族の世界ではよくある話ですよね」

「ウ、ウィン君は平民ですよ？」

　あまりな話に動揺の色を浮かべるコーネリア。

「まあ平民と言っても、うちの親父や兄貴は愛人囲ってたりするけど……」

　ボソリと呟くロック。

　マリーン家の本邸には、ロックの父親の愛人三人が同居していたりするし、後継者としては認められていないが腹違いの兄弟姉妹もいたりする。

「さすがは帝国でも名だたる大商会のマリーン家といったところですね。そのマリーン家の例をとってもわかるように、平民が二人以上の女性を嫁にすることは珍しいわけではないのです」

「でもふくちょ～。それってコーネリア様とレティシア様のどちらかが愛人さんって事になるんじゃないですか～？　ウィン君は平民ですよ～？　皇族の方、公爵家の方を相手にそんなのって許されるんですか～？」

　リーノの質問はもっともな話だ。

　レティシアに関しては周囲が許すも何も、彼女に限っては本人の意思を尊重する以外はっきり言ってどうしようもない。

　もともとウィンに一いち途ずなレティシアは身分違いなど気にも掛けないだろうし、彼女自身は己の意思を貫き通すだけの力を持っている。たとえ父親のメイヴィス公爵を始めとした親族たちが反対したところで、力ずくで彼女の意思を曲げることは不可能。下手をするとさっさと帝国を出てしまいかねない。公爵令嬢という身分に対して、まるで執着を持っていない厄介な人間なのだ。

　だが、コーネリアは違う。

　コーネリアは帝国第一皇女として、皇位継承権も二位という、帝国で最も高貴な女性。

　レムルシル帝国の皇族の女性は、他国の王族と違い婚姻相手を選ぶ自由がある。実際に歴代の皇族の女性たちは各々が選んだ相手と結婚をしてきたが、もともと皇女に会えるような人物など高位の貴族の子弟に限られている。そのため、多くの場合は皇女の地位に見合った男性がその伴侶に選ばれていた。

　ところがコーネリアは、父である皇帝に我儘を通し騎士学校へ通っていた。そしてその結果、騎士学校でも最も身分の低かったウィンを見染めてしまった。

　皇女の選んだ人物が平民だったなど、帝国の長い歴史上でも前例がない。皇族に近しい貴族たちでも、さすがにこれは許されないのではないか。

「ええ、リーノ君が危惧する通りだと思いますよ」

　ケルヴィンは頷いた。

「勇者の師匠という肩書きを持っていたとはいえ、以前までのウィン君なら認められなかったでしょう。ですがリヨン王国王太子にして『剣聖』ラウル殿下のお墨付きで『剣匠』の称号も視野に入ってきて、この度の騒乱の功績も大きく評価される事になります。それこそ貴族として取り立てられてもおかしくないくらいに。そうなればウィン君は、誰はばかることなく皇女と結ばれる事ができます」

「ですから、ウィン君にはレティシア様がいらっしゃいますから！」

「いえいえ、だからこそ殿下にウィン君と親密な関係を築き上げてほしいのです。レティシア様は勇者にしてメイヴィス公爵家令嬢という血筋もこの上ない女性。そのレティシア様に匹敵する人物は、殿下をおいて他におられないでしょう？」

「…………」

　ケルヴィンは笑顔すら浮かべて言い切る。その勢いに押されて、コーネリアは思わず反論の言葉を飲み込んでしまった。

　コーネリアの脳裏にはレティシアの、光を撒き散らすような美しい金髪、奇跡のように整った容姿、そして勇者としての凜とした佇まいが浮かぶ。地位に関係なく、女性の目から見ても魅力的なレティシアと対等に渡り合える者など、確かに帝国内ではそうそういないと思われた。

　コーネリアを除いては。

　その事に気づき内心嬉しさを覚えつつも、コーネリアはそれでも否定の言葉を口にした。

「ケルヴィンさん。私にはお二人の間に割って入るような気はありませんから……」

「そうですか」

　重ねてコーネリアに否定されて、ケルヴィンはここらが頃合かと引き下がることにした。

「ですが殿下。アルフレッド殿下は恐らく、今私が述べたような未来をお望みになられています。その事をひとつ、心にお留め置きくだされば幸いです」

　そう言うと、ケルヴィンは微笑を浮かべて小さく一礼すると、岩場の焚火のほうへと戻っていた。

　皇女を前にして物怖じしないケルヴィンの態度に、ロック、リーノの二人は啞然としつつもその背中を追って行った。

　その場には、まだ頭の中が整理できていないコーネリアと、話を聞きつつ馬の世話をしていたウェッジだけが残った。

「ええっと……俺たちも戻りましょうか」

　そして馬の世話を一通り済ませたウェッジは珍しく口を開き、その場から動けずにいたコーネリアに焚火のところまで戻るよう促したのだった。




　焚火で炙あぶられた豚の腸詰めから脂が滴り落ち、ジュッという音とともに香ばしい香りを伴う煙が漂う。十分に焼けたところで齧かじり付つけば、熱々の肉汁が弾けて脂の甘みと旨味が口の中いっぱいに広がった。

　まだ旅の初日。明日からは干し肉や乾パンといった、乾燥させて日持ちを良くした携行食料を食べることになるが、今はまだ新鮮な物が食べられる。これで冷たい麦酒か葡萄酒でもあれば最高の組み合わせに違いないのだが、残念なことに酒だけは生なま温ぬるくなった安物の葡萄酒しかない。

　そこでウィンはあえて葡萄酒を飲まずに、沢から汲み上げた冷たい水で喉を潤した。

　耳を済ませてみればパチパチと爆はぜる焚火の音に混じって、サラサラと流れる沢の水の音が聞こえてくる。そして空を見上げれば、丁度森の木々がぽっかりと途切れていて満天の星空が見えた。

　美味い食事に最高の場所。

（なのに、何だろうこの雰囲気……）

　パンを齧りながらウィンは仲間たちの様子を窺った。

　ウェッジとリーノの二人は仲間たちと少し離れた場所の岩に二人で腰掛けて食べている。

　ロックは「あ、これは上手く焼けて美味そうだ！」「うはっ、水が冷たくてうめぇ！」などと一人賑にぎやかなのだが、その隣にいるコーネリアは「そうですね……」「ありがとうございます」と返事こそしているものの、どこか上の空といった態度。時折ウィンたちのほうをちらりと見てはいるが、努めて平静を装っているように見えた。

　ただ一人、ケルヴィンだけが楽しそうな顔で焚火を突つついていた。

　居心地の悪さを覚えたウィンが隣に座るレティシアに目を向けると、彼女も困惑した様子で見返してきた。

（どうしたんだろう、みんな。喧嘩したというわけでも無さそうだけど……）

「あ、そうだお兄ちゃん。さっき作ったの、もうそろそろいい感じかも」

「ああ、そうだね。ちょっと俺が見てこようか」

「いいよ、私が行く。ちゃんとできてたら私が行ったほうがそのまま魔法も使えるし」

「そうか。じゃあ頼むよ」

「うん」

　レティシアが立ち上がって再び森の中へと入って行った。

「何かあったのか？」

　二人のやり取りを見ていたロックがウィンにそう問いかける。

「うん。さっき薪を拾いに行ってたらさ、池というか沼を見つけたんだ」

「へえ……魚か海老でもいたのか？　罠でも仕掛けてきたとか？」

「そういうのじゃないんだけど……ちょっとね」

「何だよ？」

「ちゃんとできてるか自信が無いんだ。今、レティが見に行ったから成功してたら教えるよ」

「何だよ、もったいぶるなぁ」

　ウィンとレティシアが作ったものは、成功していればきっと皆が喜ぶだろうものだ。だから失敗したら落胆させてしまいそうなので、皆にはちゃんと成功してから教えたい。

　ロックがしつこく尋ねてくるがウィンは適当に笑って流す。

「私、少し向こうで風に当たってきますね」

　その時、コーネリアが膝を払って立ち上がった。そして焚火から離れると沢のほうへと歩いて行く。

　その後ろ姿がどこか寂しげに見え、ウィンは何とも言えない表情を視せてコーネリアを見送るロックへ尋ねた。

「コーネリアさん、俺とレティのいない間に何かあったのか？　さっきから上の空って感じなんだけど？」

「いや……まあ、あったというか何というか……」

　ロックは言いづらそうに口元をモゴモゴとさせると、ウィンの顔を困ったように見る。

（うーん……副長の話した内容が原因なんだろうな。アルフレッド殿下は帝国の将来のためにコーネリア様とウィンが結ばれることを望んでいる。そしてコーネリア様もウィンに好意を抱いているのは間違いない。でも、ウィンにはレティシア様がいるから遠慮していて、その気持ちを隠しているんだとか、俺の口から言うわけにはいかないだろ……）

　ロックは肩を落とし、深くため息を吐いた。

「何でため息なんて吐いてるんだよ。というか、ロックがそういう態度を取る時って、大体俺に何らかの原因がある時なんだろうなって最近思う。もしかして、また俺のせいで何かあったのか？」

「まあ……ね」

　ロックは目を細めてウィンの顔を睨みつけた。

（ペシュリカで俺がウィンを焚き付けた結果、ウィンとレティシア様が、より親密になったんだよなあ。そのウィンの背中を押した俺が、今度はコーネリア様の事も考えろと言うのか？　しかもこれ、ウィンに二股をしろって言ってんだよな）

　そう思うと、ロックは乾いた笑いが出てきてしまった。

（おかしい、絶対おかしいこの状況。一人は勇者で公爵家の姫様で、もう一人は皇族のお姫様。しかも国家をあげて二股を推奨か……）

「何だよロック、気持ち悪いな」

　若干引き気味のウィンを無視してロックは焚火に掛けた鍋を取った。鍋の中でお湯がグラグラと煮たっている。そのお湯で淹れたお茶を二つの陶杯に注つぐと、ウィンへと差し出した。

「コーネリア様は沢のところで風に当たられているみたいだ。お前、これ持って行ってやれよ。ついでにコーネリア様が何を悩んでおられるのか、聞いてくればいいよ」




　風にあたって来ると言い残し、コーネリアは先程馬に水を飲ませていた沢辺へと来ていた。

　小さな細い水の流れが、サラサラと耳に心地良い音を立てている。

　この沢辺は丁度木々の枝葉が途切れていて、頭上には空が覗いていた。夜空にきらめく星々をコーネリアはただ見上げ続けていた。

　兄であるアルフレッドとエルツの人々の事、援軍に来てくれたリヨン王国軍の事、これから向かう帝都、そこで向き合う事になるもう一人の兄ノイマン皇子との事。皇女として考えなくてはならない事が山ほどある。

　しかし、考えようとすればするほどコーネリアの脳裏には、ペシュリカのシュリハーデン伯爵邸でのウィンとレティシアの様子が浮かんでしまう。

　レティシアが若い貴族たちに囲まれて、ウィンによって連れ出された時、何を二人で話したのかはわからない。だが、きっと二人の関係が進むような何かしらの事があったのだけはわかる。

　ウィンとレティシア、お互いがお互いを大切に想い合っていることを知るコーネリアは素直に嬉しく思うし、祝福したいと思う。しかし、心のどこかで寂しさを感じているのも確かだった。

　今も優先的に考えなくてはならない事がたくさんあるというのに、ウィンの事ばかりを考えてしまう。

（わかっていた事なのに……ウィン君とレティシア様の間に、私の入る余地が無い事なんて。でも……）

　胸元で手を握り目を伏せる。

（それでも…………）

　その時、後ろから足音が聞こえコーネリアは急いで澄ました表情を作ると振り向いた。

「一人でいるところ、邪魔しちゃったかな？　コーネリアさん」

「あ……」

　たった今、考えていたその人、ウィンの姿に、コーネリアは思わず言葉が詰まった。

「温かい飲み物とかどうかなって思って、お茶を持ってきたんだ」

「ありがとうございます。ウィン君が淹れてくださったんですか？」

「淹れたのは俺じゃなくてロックだけどね」

　湯気を立ち上らせる陶杯を一つ渡し、ウィンは頭を搔いて笑った。

「従士になってからメアリさんにお茶の淹れ方を教わったけど、まだまだ全然下手だからなあ」

「ふふ、そうでしたね」

　ウィンが従士隊の第一号として配属された時に、メアリを始めとしてコーネリアのおつきの侍女たちからお茶の淹れ方の手ほどきを受けているのをコーネリアは見たことがある。

　その時のウィンの四苦八苦している様子を思い出して、二人は顔を見合わせて笑う。

「では、ウィン君もお茶に付き合って頂けますか？」

「もちろん」

　ウィンが陶杯を少し掲げてみせた。そしてその場に二人で座り込んで、お茶を飲む。

　しばらくの間二人は、ただ黙って熱いお茶を飲んでいた。

　聞こえるのはせせらぎの音と、互いの呼吸音。

　静かな時が流れた。

　お茶を飲みながら、コーネリアは時々ウィンの顔を盗み見た。

　ウィンの顔を見ていると、先程ケルヴィンに言われた事を思い出す。

　ウィンとの出会いは騎士学校だった。

　模擬戦闘訓練で、ウィンは平民出身で落第生だという評判から、コーネリアは皇女の身分から、訓練相手を見つけられず、残り者同士ということで組むことになった。その時コーネリアは、魔法を使えないという弱点を克服するために剣技を磨き騎士を目指すウィンの事を知り興味を持ち、やがてその興味は恋心へと変わっていった。

（でも、ウィン君の隣にはいつもレティシア様がいる……）

　コーネリアと出会う前から、ウィンの隣にはいつもレティシアがいた。二人の出会いはまさに運命に導かれたものだと思う。ウィンとレティシアを結ぶ絆は、コーネリアにもどこか神聖さと尊さを覚えるほど強いもの。とても二人の間に割って入れるとは思えない。それにコーネリアは皇女としての立場がある。募る想いを口にすることはできなかった。

「……コーネリアさん？　どうしたの？」

　だからじっと見つめるコーネリアにウィンがそう尋ねた時、ペシュリカでウィンがレティシアを貴族の若者たちの輪の中から強引に連れ出した時の、二人を祝福する気持ちの中に過ったどうしようもない切ない気持ちを思い出し、耐え難い心の痛みと、寂しさを覚えた。

　視界が歪み、涙が零こぼれそうになった。

「何でもありません。あの……ウィン君、ごめんなさい。少しの間だけ、目を閉じていて貰えます？」

「？　いいけど」

　潤んだ瞳を隠すためウィンに目を閉じてもらう。そして立ち上がってウィンの背後へ回り込み──。

「え!?　コーネリアさん？」

「ごめんなさい。でもほんの少しだけ……、このままでいさせてください」

　うろたえるウィンの首に腕を回す。

「コーネリアさん……」

　帝国の皇室の女性は生涯を共にする者にのみ、身体に触れることを許す。ウィンの頭を胸元へ強く抱き締めるコーネリアの行為は、プロポーズに等しい意味を持つ。

（ウィン君のいるべき場所が、レティシア様の隣だという事、あなたの気持ちがレティシア様に向いている事は痛いほどわかる。言えばきっとあなたが困った顔をする事も。でも……）

　腕を回したそのままで、ウィンの耳元でコーネリアは囁く。

「ウィン君がレティシア様の事をとても大切にしている事は知っています。だから、答えなくても構いません。これから言うことは、私がこの先ずっと後悔したままでいたくないというわがまま。だから、あなたに答えを求めているわけではありません。それでも……聞いてもらえますか？」

　コーネリアは首に回した腕をそっと外すと、正面に回ってウィンの手を取り胸元に引き寄せ、ウィンの目を見つめて言った。




「あなたの事が好きです」
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「やったよ！　成功してたよ！　ちゃんと水が溜まってた！」

　少し急ぎ足で森の中から戻って来たレティシアが、弾んだ声を出した。

「あ、えっと、レティか……」

「？　どうかしたの？　お兄ちゃん」

「いや、何でもないよ。ちゃんとできてた？　良かった」

「うん！」

　レティシアが嬉しそうな顔で頷く。

「おいおい、何ができてたんだよ？　水が溜まってたって？」

「いや、実はさ、お風呂を作ってみたんだ」

「お風呂ですか!?」

「お風呂ぉ？」

　ウィンの言葉に素早く反応したのはコーネリアとリーノの二人。

　二人共さっきまでの重苦しいような雰囲気がいっぺんに飛んで、目を期待の色に輝かせている。特にコーネリアはどこか悩んでいるような表情が消え失せ、スッキリとした顔をしていた。

　その事にウィンは驚いていた。

　先程、沢辺でされた告白の後、コーネリアはしばらくの間ウィンの手を胸元で握りしめていたのだが、やがて「皆さんが心配するかもしれません。戻りましょう」と言って、焚火の傍にいる皆の元へと戻った。

　そしてその時には、コーネリアはウィンへと向けた切なさと強い思慕の念を一切表情に出さず、澄ました表情を浮かべていた。

「お帰りなさい」

　そう声を掛けたケルヴィンにも、一つ頷くだけで座った場所も元の位置。ロックの隣だ。

「おい、コーネリア様の話は聞けたのか？」

「あ、ああ、うん……まあね……」

　小声で尋ねてきたロックにウィンは事が事だけに内容を話すわけにはいかず、言葉を濁して誤魔化していた。

　ロックも何事かを察したようだが、それ以上何も言わずに「そうか」とだけ呟いた。

　そこへ様子を見に行っていたレティシアが戻って来たのだ。

　コーネリアの告白の事で頭が一杯になってしまったウィンだったが、ひとまずそれは後回しにする事にして立ち上がったのだった。




「うわあ、すごいすごい～。本当にお風呂ができてる～」

　リーノが感嘆の声を上げる。

　火の番に名乗り出てくれたケルヴィンを残して、ウィンたちは見つけた沼の辺りへとやって来ていた。

　沼の横の穴に、モウモウと湯気を立てるお湯が、たっぷりと張ってあった。

「温泉……ってわけじゃないよな？　だったらそう言うはずだし」

「温泉じゃないよ。だから作ったって言っただろ？」

　ロックの質問にウィンはちょっと自慢げに答えた。

「一体、どうやって作ったのですか？」

　コーネリアの質問に今度はレティシアが、右手の人差し指を立てて得意げに答える。

「簡単だよ。沼の横に穴を掘って置いたの。そしたら沼から土を通して水が泌み出してくるから、水が一杯になるのを待って、魔法で穴の周囲の土を固めてから魔法で熱を加えてお湯にしたの」

　沼は結構な大きさがあった。全面に草や水生植物が生い茂っていて、水の透明度もかなり低い。だが、沼の横に穴を掘って底に石を敷き詰めておけば、土で沼の水が濾こされて綺麗な水が泌み出してきて溜まる。

　後はレティシアが魔法を使えば完成だ。

「上手くできてて良かったよ」

「すごいね～。よくこんな事、思いついたね～」

「昔、オールトさんだったかな、いやルイスさんだったかも。とにかく冒険者やってた子どもの頃に教えてもらったんだ。でも、話を聞いていただけで実際に作ったことなかったからさ、自信が無かったんだ」

　本来この方法は、沼などの飲料水に適さない水場から水を得る方法だ。ちなみに魔法で水を生成する事もできるのだが、魔法で作られた水は一定時間を過ぎると消えてしまう。一瞬の渇きを癒すことしかできない。

　飲み水の補給用には綺麗な沢があったし、レティシアなら魔法で簡単に大きな穴を掘れるし、土を固めることもできるので、こちらの沼の横にお風呂を作ってみたのだ。

　後はレティシアがお風呂の周囲に魔法で土壁を作って囲い、出入り口に天幕用の布を垂らせば完成だ。

「まずは女性陣から入りなよ。お湯が綺麗なうちに」

「よろしいのですか？」

　コーネリアが喜ぶ。

「もちろん」

　野営続きの旅路では、川で水浴びをするか濡らした布で身体を拭くのがせいぜいだ。

　たっぷりとした湯で身体を洗う機会など、温泉でも見つけない限りまずできない。

「お湯が冷めちゃうから私も一緒に入ろうかな。コーネリアさん、一緒にいい？」

「そうですね。そうしましょうか」

　レティシアの申し出にコーネリアが頷いた。それから二人してリーノを振り返る。

　結構大きめに穴を掘ったので、女の子が三人いっしょに入っても余裕がありそうだった。

　しかし、リーノはとんでもないという風に両手を前に突き出して首を横に降る。

「私はさすがに無理かな、お二人と一緒にお風呂とかぁ。落ち着いて入っていられないですよぉ」

「そうですか？」

　小首を傾げるコーネリアにリーノはブンブンと勢い良く頷く。

「私は後で頂きますよぉ」

「じゃあリーノはコーネリアさんとレティの次に使えばいい。ロック、ウェッジ。俺たちはその後でもいいよな？」

「いいのぉ？」

「まあ、俺たちよりも先にケルヴィン副長に使ってもらわないと」

　ウェッジがボソリと指摘した。

「ああ、そっか。ふくちょ～が先だよねぇ」

「リーノが先に使ってもいいんじゃないか？　俺やウィン、ウェッジは後回しだろうけど。副長だって、女性優先で湯を使っても文句は言わないって」

「じゃあ、有り難く先に使わせてもらうねぇ」

　お風呂を使う順番を決めると、ゾロゾロと野営地の岩場にまで戻って来た。

「あ、そういえば見張りはどうしよう？」

　お風呂を使う支度をしていたレティシアがウィンを振り返る。

「二人が使ってる時はリーノに見ててもらえばいいんじゃないか？」

「ええ!?」

　ウィンがそう答えると、リーノが嫌そうな顔で声を上げた。

「いや、だって適役だろ？」

「だってぇ……でもさぁ……うん……そうなんだけどぉ……」

　ゴニョゴニョとしどろもどろになっているリーノに、ウィンは何を嫌がっているのだろうと尋ねた。

「暗闇を怖がる子どもじゃないんだし、お風呂の外の見張り番なんて平気だろ？」

「暗闇が怖いってわけじゃないんだよぉ」

「じゃあ、何なんだよ？」

　まさか魔物や獣が怖いというわけでもあるまい。

　リーノも訓練を受けた騎士だ。

　従士隊というかリーノの周囲には、レティシアを筆頭にしてとんでもない常識を外れた業わざ前まえを持つ人物が多いのでわかりにくいが、彼女自身の戦闘技術もなかなかのものなのだ。

　実家が代々薬師の家柄で幼いころから森へと入って薬草等を採集していたため、森の中で活動するのは慣れている。騎士として功を立てて貴族に取り立てられたという武勇伝を持つ祖父に剣も鍛えられていた。

　魔物でもゴブリンやオークの一匹や二匹、軽くあしらえるのだ。

　だが、そんなリーノにも苦手なものはある。

「ほらぁ、前にさ。ウィン君言ってたじゃない？　沼とかの周辺には蚊の魔物が出るってぇ……」

「ああ……」

　そういえばリヨンに行く際に通ったマジル山中にある廃坑道へ赴いた際に、坑道内によくいそうな魔物を問われてそんな事を言った気がする。

　坑道内に出る魔物にはワームや蠍さそりを始めとした昆虫系も多いと説明した時に、昆虫系で最も出会いたくない魔物の一つとして蚊の魔物を挙げたのだ。

　蜂系の魔物が持つ毒針、蟻系の魔物が持つ固くて頑丈な顎なども厄介だが、何と言っても蚊の魔物に襲われた場合生きたまま体液を吸われるという悲惨な目にあうからだ。

　村が蚊の魔物に襲われ、一夜にして村人たちが皮と骨だけとなってしまった事件も実際に起こっている。

　目撃者の話では、犠牲者は身体の中身を徐々に吸われていくそうだ。そして、段々と弱々しくなっていく断末魔の叫びは、この世のものとは思えないものだったそうだ。

「でも、蚊の魔物って瘴しよう気きに冒された沼の付近で出るんだぞ。さっきの沼は瘴気に冒されていなかったし、大丈夫だよ」

「でもぉ、ああいう沼とかって虫系の魔物が多そうな気がする……。私、虫系は駄目なのよぉ」

　弱々しく呟くと、リーノはごめんなさいという風にレティシアとコーネリアを見た。

「うーん……じゃあ、どうしようか。やっぱりレティとコーネリアさん。順番に一人ずつ入る？」

「でもそれだと、私はともかくどっちにしてもコーネリアさんが見張り番って事になっちゃうんじゃない？」

「ああ、そっか」

　レティシアの指摘にウィンは頭を搔いた。

　コーネリアの護衛として従士隊がいるというのに、彼女を見張り番に立たせては本末転倒というものだ。

　それにコーネリアもなかなかに大した腕前を持っているが、それはあくまでも訓練の範囲での事。以前、実戦となった際に、コーネリアは固まってしまい自らの身を守ることすらも危うかった。

　もちろん、帝国の皇女であるコーネリアが戦いで強くなくてはならない理由はない。本来であれば、皇女は帝国で最も分厚い防壁に囲まれた皇宮最奥部で屈強な騎士に守られていれば良いのだから。

「お兄ちゃんが外で見張ってればいいと思うよ」

「いや、それは駄目だろ？」

　中が見えないように土壁で囲いを作っているとはいえ、お風呂で無防備な姿を晒している少女の近くに若い男がいては落ち着かないのではないか。

「お兄ちゃんなら別に覗いたりしないでしょ？　私は構わないけどねぇ」

「私もウィン君でいいかなと思いますよ？」

　レティシアに同意するようにコーネリアがにこやかに頷いてウィンを見た。

　先程の告白の事もあって、ウィンはドキリとしてしまう。

「まあ、森の中で警戒するならウィンが一番向いていそうだよな」

　ロックも賛同を示した。

「いや、でもさ……」

「いいから、お湯が冷めちゃわないうちにお風呂使っちゃいたいから。お兄ちゃん、コーネリアさん行こ」

　なおも迷うウィンの腕を摑むとコーネリアを促して、レティシアはさっさと森の中へと入って行く。

「期せずしてあの三人、一緒にお風呂へと向かうことになりましたか」

　そこへ部下たちから離れて焚火を突いていたケルヴィンがやって来た。

「……別に一緒に入るってわけじゃないですよ？　副長」

　風呂のあるほうを見て楽しそうに笑うケルヴィンに、ロックが半眼でツッコミを入れる。

「そのままキャッキャウフフの展開になってくれれば、非常に好都合なんですがね」

「ふくちょ～って、国のためなら何でも利用するんですね……」

「何を当たり前のことを。あのお三方の行く末は帝国の国益に直結するのです。そして私たちには、その関係を良好なものへと維持し後押しする役割も期待されているのですから。今回のお風呂の件のように労せずしてこんな形で仕事が捗はかどってくれるのなら、願ったり叶ったりですよ」

　そんな事を笑顔で言うケルヴィンに、リーノは少し恐れを抱いた表情を浮かべたのだった。
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　土壁の中から水音が聞こえてくる。

「ふわぁ……気持ちいい」

「本当に……旅先でお湯が使えるなんてとても幸せです」

　レティシアとコーネリアは身体に染み込むような気持ちよさに、うっとりと目を閉じて息を吐いた。

　土壁で外の景色は見ることができないが、上は開いているので空が見える。先程まで曇っていたようなのだが、風で雲が流れて月と星が顔を出していた。

「ねえ、コーネリアさん」

「はい」

「お兄ちゃんに告白したの？」

「え？」

　驚いたコーネリアがレティシアを見ると、レティシアは立ち上がって湯船の縁に腰掛けた。

「えっと……どうして？」

「さっき戻った時コーネリアさん、どこかスッキリした顔をしていたし、お兄ちゃんはチラチラとコーネリアさんのほうを見ているし、これはコーネリアさんがお兄ちゃんに気持ちを告げたかなと思って」

「えっと、あの、その……はい」

　隠したところで意味はない。コーネリアは素直に頷いた。

「そっか、やっぱりね」

「ごめんなさい。私はレティシア様の気持ちを知っているのに……」

「謝ることは無いんだよ」

　泣き出しそうな顔になって俯くコーネリアに、レティシアは微笑んだ。

「コーネリアさんがお兄ちゃんの事を好きになる事を、私が止める事なんてできないし。お兄ちゃんが素敵なのが悪いの」

　そう言ってレティシアは笑うと、パシャリと足で水面を軽く蹴り上げた。

「それにね、私は思うの。コーネリアさんで良かったなって」

「それは、どういう……？」

「私もね、色んな国を見て回ってきたからね。おかげでたくさんの偉い人たちとも会ってきたし、そこで良くも悪くも色んなものを見てきたから」

　レティシアはそう言うと、右手を顔の前にまで持ってきた。そして手のひらの上に、小さな魔法の明かりを生み出す。

「私が傍にいる限り、お兄ちゃんは決して自由になれない。なぜなら、私の力を制御するのにお兄ちゃんを利用するのが最も効率の良い方法だから。お兄ちゃんをコーネリアさんの従士にしたのだって、お兄ちゃんを帝国に縛り付けるため。私が他国に行かないようにするためでしょう？」

　コーネリアの想いはどうあれ、その事は事実だ。素直に頷いてみせる。

「私とお兄ちゃんが恋人同士になれば、お兄ちゃんを帝国へ縛り付ける枷かせをもっと強いものにしようとするかもしれない。たとえば、帝国に縁の深い女性をお兄ちゃんの愛人にあてがうとかね」

　レティシアの言ったことはまさに、アルフレッドが妹のコーネリアを使ってやろうとしていることだ。

「……はい。兄はその役割を私に──」

「アルフレッド殿下に言われたからじゃないでしょう？」

　コーネリアの言葉を遮ってレティシアは言った。

「アルフレッド殿下の考えはそうかもしれない。でも、コーネリアさんは役割としてではなく、本当にお兄ちゃんを好きになってくれたんでしょう？」

「…………はい」

　コーネリアは蚊の鳴くような声で答えた。

「私のお師匠様だからっていう理由とは関係なしに、本当のお兄ちゃんを見てくれてコーネリアさんは恋してくれたんだ。私はそれが凄く嬉しいの」

　レティシアはそう言うと夜空を見上げた。

「私以外にもお兄ちゃんの素敵なところを理解してくれる人がいるって。でもね、嬉しいけど……嬉しいんだけど、私はお兄ちゃんを誰にも渡したくないと思ってる。お兄ちゃんを私だけのものにしたいってね、そう思ってる」

「でも、レティシア様のその想いは当然のものなのでは？」

　愛する人を独占したい。それは勇者であろうとなかろうと、人であれば当然の想い。

「でもね、私はそれじゃダメなのよ」

　レティシアは少し悲しげに笑った。

「私は勇者。個人で一国に匹敵する武力を持ってる。だから国はどうしても私を制御する枷を、お兄ちゃんを縛り付けなくちゃいけない。その事を私が受け入れなければ、お兄ちゃんに累が及んでしまう。本当はね、愛人をあてがうなんて回りくどいやり方をせずに、お兄ちゃんを攫さらって人質にしちゃうのが一番簡単なんだ。私に見つからないようにお兄ちゃんを隠して、言う事を聞け！　ってね」

　国家が人一人の自由を奪い、絶対の意志を持って完璧に隠そうとすれば、いくらレティシアであってもどうしようもないだろう。

　帝国がウィンの自由を奪いその生命を奪ったなら、レティシアは確実に報復として帝国を滅ぼす。しかし、これがたとえばウィンの腕一本と引き換えに言うことを聞け、などと強制されたなら？　レティシアは言いなりにならざるを得ない。そんなレティシアの性格をアルフレッドは承知している。

「でも、アルフレッド殿下はそうした手段を取らないで、お兄ちゃんをコーネリアさんの従士にする程度にとどめてくれた。今はコーネリアさんを、自分の妹で皇位継承権第二位のお姫様をお兄ちゃんの恋人にする事で、より強い枷にしようとしている。これって、アルフレッド殿下も、お兄ちゃんの事を凄く評価してくれてるんだなって思うよ」

　そう言うと、レティシアはコーネリアの顔を見て微笑んだ。

「だから私は、そのお兄ちゃんを帝国に繫ぎ留める役割を、本当のお兄ちゃんを好きになってくれたコーネリアさんが果たすなら、いいかなと思ってるんだよ」




（何を話してるんだろう？）

　ウィンは土壁の周囲を歩いて回りながら、微かに聞こえるレティシアとコーネリアの声を聞いていた。

　人里離れた山中なので覗きという不届き者の心配は無いが、魔物や獣がやって来る可能性はある。

　手に持った松明だけでは明かりが心こころ許もとないので、歩きながら乾いた小枝を拾い集めて焚火を作る。

「お兄ちゃん、いる～？」

「ああ、いるよー」

「見張りご苦労様です。お風呂、本当に気持ちいいですよ。ウィン君、本当にありがとうございます」

「ほとんどレティが魔法で作ってくれたんだ。俺は何もしていないよ」

「お兄ちゃんが作ろうって言い出さなかったら、私はお風呂なんて思いつかなかったよ」

「沢の冷たい水で水浴びするより、断然疲れが取れますよね」

「喜んでもらえて何よりだよ」

　野営地の岩場でも見えた満天の星空がここでも見える。

　棒きれで焚火を突きながらウィンは、時折空を疾走はしる流れ星を探していた。

（こうしていると、今が内戦の真っ最中だなんて噓みたいだ）

　その時ふと、ウィンの目の端にヌラリとした光が映った。

（ん……蛇か）

　見れば天幕用の布を垂らしたお風呂場の出入り口に近くに、草むらから少しはみ出したような形で一匹の蛇がとぐろを巻いていた。

　目の端に映った光は、焚火の明かりが鱗うろこに反射したものだった。

　毒を持つ種類の蛇ではなかったが、胴回りがウィンの腕ほどにも太く、結構大きい。沼に来る大きめのカエルやネズミを獲物としているのだろう。

（危険は無さそうだけど、湯上がりに出くわしたら二人がびっくりしそうだ。追っ払っておくか）

　少し長めの棒を持って立ち上がったウィンは、蛇を追い払おうと棒で突いてやる。すると蛇はチロチロと赤い舌を動かしながら草むらの中へと逃げて行った。

　戻ってこないように草むらの奥のほうまで追い払っていると、「きゃっ！」という悲鳴が聞こえた。

「コーネリアさん!?」

　悲鳴はコーネリアのもの。

「あ、や、嫌……こっち来ないでください……っ！」

「待ってて！　すぐに助けてあげる！」

　嫌がるコーネリアの声と、焦ったようなレティシアの声。

「どうしたんだ!?」

「上から……あ、嫌！　やめてください！」

（上から!?　しまった！　上まで見ていなかった！）

　ウィンの脳裏に先程リーノと交わした会話が浮かんだ。

　蚊の魔物。

　当然翅はねがある。そして空から飛来する。

　お風呂場には屋根はない。

　地上の魔物や獣だけを警戒していて、空から何かが飛んで来ることは頭の中に無かった。

　焦ったウィンは咄嗟に剣を取って出入り口の布を撥ね上げて中へと飛び込んだ。




「二人とも、大丈夫か!?」

「え、あ、お兄ちゃん!?」

　ウィンの目に飛び込んできたのは、全裸のレティシアとコーネリア。お湯で艶やかに濡れたコーネリアの黒髪へ止まろうとしている一匹の蛾を、レティシアが追い払っているところだった。
















　蛾の翅を広げた時の大きさは大人の手のひらくらい。確かに大きいが、ただの昆虫。お風呂場に灯してある明かりに誘われてやって来たのだろうが、もちろん危険な生物ではない。

　突然の事態に決して短くない時間、三人は我に返るまでの間しばしお互いにマジマジと見つめ合い──。

　バシャリという水音を立てて、声も上げず顔を真っ赤に染めたコーネリアが湯船の中にしゃがみ込んだ。

「ご、ごめん！」

　その音にハッと我に返ったウィンはくるりと身体の向きを変えると、中へ飛び込んできた時以上の速さで飛び出して行った。

　そして「わあっ」というウィンの悲鳴。

「お兄ちゃん!?」

　その声に慌ててレティシアとコーネリアが外を覗き見ると、あまりにも慌てたせいかウィンが沼の中へ突っ込んでいた。




　水音とともにクスクスという笑い声が聞こえる。

「そんなに笑うなよ……」

「だって……さっきのお兄ちゃんの格好。本当に面白かったんだもの」

「ウィン君があんなにも焦った姿を見せるなんて珍しいし、ちょっと可愛かったです」

　ウィンをからかうレティシアとコーネリアの二人が、顔を見合わせて頷き合う。

　そんな二人に言い返したいウィンだったが、そうするために振り向くと、二人の形よく柔らかそうな膨らみが作り出す谷間が目の中に飛び込んできてしまい、慌てて再び背中を向ける事になり、言い返す機会を逃してしまった。

（何でこういう事になってしまったんだ……）

　ブクブクと鼻の下くらいまで湯船に顔を浸けて、心の中で呟く。




　沼に落ちたウィンは、全身ずぶ濡れになってしまった。

　服を着たままずぶ濡れになってしまったため、風が吹けば非常に寒い。

「お、お兄ちゃん大丈夫!?」

「あ、ああ、大丈夫大丈夫」

　そう答えを返しながらも、「うああ……」とうめき声を漏らしつつ寒さにガタガタと小刻みに震えるウィン。

　そんなウィンを見てレティシアは、「ああ……うう……」としばらく悩むような素振りを見せる。それからレティシアと同じく身体を隠し顔だけを覗かせているコーネリアを見た。

　するとコーネリアも少し逡巡するかのように視線を彷徨さまよわせたが、寒そうに震えるウィンを見ると、レティシアに頷いてみせた。




「お兄ちゃん。冷えるからお風呂、浸かったほうがいいよ」

「ええっ!?」

　何を言い出したのかわからないという顔をするウィンを見て、意を決したレティシアは、濡れた身体を拭くための布で身体を隠して外へと出るとウィンの腕を引っ張る。

「いいから、来て。濡れたままでいたら風邪引いちゃう」

「待て、ちょっと待てってレティ。それはマズイって」

「いいよ、私たちがいいって言ってるんだから」

「まだ帝都まで遠いですし……この辺りには町も村もありませんし……風邪を引いてもし拗こじらせてしまったりしたら……」

　羞恥に頰を染めつつもコーネリアが小声で呟いている。

　そして二人に押し切られるようにして、ウィンは少女たち二人と一緒に湯船を使うことになったのだった。




　湯に浸かると、ずぶ濡れになったところに吹き付ける冷たい風ですっかり冷え切った身体が温まり、身に染みて心地よい。

　ウィンの両隣ではレティシアとコーネリアが、同じように湯に身体を浸けていた。

　この事態を招く原因となった蛾を引き寄せた篝火が湯船の水面に反射しているおかげで、二人の少女の全身は見えない。だが、背を向けてはいるものの、決して広くはない風呂場での事。長い髪の隙間から見えた、艷やかでなまめかしいうなじとほっそりとした肩、そして湯船から覗いていた張りのある白い膨らみの上部など、先程振り向いた際に目にしてしまったものが頭から離れず、ウィンを落ち着かない気分にさせる。

　その時、レティシアが気持ちよさそうに歌を歌い始めた。彼女の美しい歌声は、土壁の中で反響して、そこをしっとりとして落ち着いた穏やかな空間へと変えていく。

　ウィンも、意を決したとはいえやはり恥ずかしいのか、羞恥に身を小さくしていたコーネリアも、レティシアの調べに耳を傾けるうちに落ち着きを取り戻していた。

　歌を聞きながらウィンとコーネリアの二人は頭上を見上げた。

　雲ひとつ見られない夜空には、宝石をちりばめたような星空が広がっていて最高に美しい。




「綺麗ですね……」

「うん」




　目を閉じて歌っていたレティシアが二人をちらりと見たが、再び目を閉じて再び歌い出す。

　静かな時が流れていった。

　この後、順番ではリーノが次にお風呂を使うはずだったのに、先にウィンが使っていた事について、野営地の岩場へ戻った時に追及を受けることになるのだが、この時の三人はそんな事になろうとはまったく考えていないのだった。
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　帝都シムルグの外壁の周囲に広がった貧民街。

　廃材やボロ布等を利用したみすぼらしい小屋が建ち並ぶ界かい隈わいで、主な住人は市民税を納めることができず帝都市内に住めない貧しい人々や、魔物との長い戦争で故郷を失い、流れてきた者たちだ。

　家も土地も権利が保証されたものではなく、時には帝都の景観を損ねるとして行政に立ち退きを強制されることもある。

　しかし、明日がどうなるか分からない生活に住民たちは絶望しているかと言えばそうでもない。いつか今の境遇を抜け出して成り上がる事を夢見て、筵むしろの上に古着や出で処どころのわからない中古品、あきらかにガラクタにしか見えない品物などを並べる者もいる。やせ細った芋や豆、萎しなびた野菜などで作ったシチューを売る露店もあれば、その傍では原料が何かもわからないような自家製の安物の酒を売る者もいた。

　商品を売ろうと声を張り上げる者も、行き交う人々も、誰もが目をギラつかせていて、その様子は帝都市街の店が並んだ通りよりも活気があるかもしれない。

　そんな大勢の人々が行き交う貧民街の通りを、ウィンとロック、ウェッジの三人は歩いていた。

　シムルグへ到着したのは昨日の夜で、残りの者たちは森の中に身を潜めている。

　犯罪率が高い貧民街という事で、レティシア、コーネリア、リーノの三人は同行しないことにした。若い娘と知られれば、暴漢、誘拐を企む犯罪者に目を付けられかねないからだ。ノイマン皇子派によってシムルグが支配されている今、余計な騒動に巻き込まれたくはない。

　そしてケルヴィンも、貧民街では顔が知られている可能性があったので残ることになった。

「私は以前、この街で少々騒動を起こしていますし、顔役の一人とも呼べる人物と接触をしていますからねぇ。その顔役の統率していた組織全てを一網打尽にしたわけではないですし、私の顔を覚えている者がまだいるかもしれません。ですから私は行かないほうが良いでしょう」

　そこでウィン、ロック、ウェッジの三人で貧民街へとやって来たのだ。目的は外壁の門等の警備状況を調べる事。

　貧民街でも主要な街道沿いに近い通りは衛兵も巡回している。そこで街道から少し離れた場所で、門前の様子を窺っていた。幸い、計画性も何もなく雑然と小屋が建ち並ぶ貧民街では、衛兵に見つからないように隠れるのに都合の良い物陰がいくらでもある。

　シムルグの外壁門では、帝都を出入りする商隊の馬車、旅人たちが行列を作り、順番に荷物を検あらためられていた。

　入市税や荷物に対して決められた額の税金を徴収し、指名手配された犯罪者等ではないか検めているのだ。

　見たところ、顔見知りの通行人たちと世間話をする衛兵たちの姿も見られ、厳戒態勢という様子ではなかった。

「ふーん……警備の様子はいつも通りといった感じに見えるね。俺はてっきり帝都内の通行を制限しているかと思っていたんだけど」

「反抗勢力の要人や要所を押さえる際ならともかく、事が終わった後でいつまでも門を閉めていたり、厳重な警戒態勢を敷いていたら市民の反感を買うし、味方の兵士たちにも自分たちが劣勢なのではと思わせてしまうからだろ」

「へえ」

　商家出身のロックの説明に、そういうものかとウィンは素直に感心する。

　しかし、ロックの後ろから覗き込んでいたウェッジが彼の肩をトントンと叩いて指差した。

「あそこ」

「ん？　あ、本当だ。あそこ兵士がいるな」

　ロックの感嘆の声。

　ウィンにも外壁の上に身を隠した兵士らしき人影が幾つも見えた。

「あそこだけじゃない。門のずっと奥。建物の陰にもちらほら見える」

「どこだよ？　ウィン見えるか？」

「どこ？　全然見えない。よく見えるよね」

　シムルグの巨大な石材を用いた外壁は非常に分厚く、更に門を潜り抜けた先には市が開かれる広場もある。ウェッジが言うにはその先に見える建物の陰に、兵士たちが何人も隠れているらしい。

　ウィンとロックの目にはその奥の建物すら小さく見えるし、その上人通りも多い門前広場。どこに兵士がいるのかさっぱりわからない。

「普段はあんな所に兵士はいない」

　きっぱりと断言するウェッジにウィンは頷いた。

　実はウェッジは従士隊の中で一番の弓の名手だ。

　子どもの頃、幼馴染のリーノの家に出入りするうちに、騎士だったリーノの祖父から弓の手ほどきを受けた。そして薬師の家の娘であるリーノに付き合って、薬草採集のために森に入っているうちに技術を向上させたらしい。視力が常人離れしていて、旅の道中でも空飛ぶ鳥を見つけて射落とす事もあった。

「門の衛兵たちの様子は普段通りに見えるし、隠れている兵士たちは指揮系統が別なのかもな」

　ロックの言う通り、味方とはいえ兵士たちが隠れて見張っていては、衛兵たちも見られている緊張で普段通りに振る舞う事は難しいはずだ。となれば、衛兵たちには監視している兵士たちの事が知らされていないのかもしれない。

　門の警備が厳しくなっている事を確認した三人は、その場をそっと離れると貧民街の雑踏の中に戻る。今度はシムルグの外壁を目指して歩く。

　外壁は巨大で高さもあるため迷うことは無いのだが、いかんせん貧民街の道は真っ直ぐに作られておらず、何度も行き止まりに突き当たっては引き返し別の道を行くという事を繰り返す羽目になった。

「つ、疲れた……」

　ロックがそう言って息を切らしてしまうのも無理はなかった。

　道に迷って予想以上に歩いてしまったが、普通の道であればそこまで疲労を覚えることは無いだろう。しかし、貧民街という場所が精神的なプレッシャーとなって、必要以上の緊張感を覚えるのだ。

　貧民街という場所は、奥深くに進めば進むほど危険度が増す。何せ、隙を見せれば懐から財布が抜き取られる。いや、財布だけならばまだマシだ。突然、襲われて身ぐるみ剝がされる事だってある。命だって落とすかもしれない。

「壁を登るのは無理そうだね」

　外壁の素材である大きな石に手を当ててウィンは見上げてみた。

「壁全体に魔法が張られてるな。付与魔法だな、これ。上のほう一面に、何か文字か模様みたいなものが刻まれてる」

　ウィンと同じく壁を見上げていたロックがそう言う。

　ロックは魔法を使って、外壁全体に張り巡らされた見えない魔力の流れを探っていたのだ。

「壁を壊して侵入しても、すぐにばれてしまいそうだな」

　レティシアなら魔法で外壁に穴を開ける事ができるかもしれないと考えたのだが、どうやら無理そうだ。

　そこへ少し離れた場所でシムルグの上空を観察していたウェッジが戻って来た。

「上空にも魔法で作られた膜みたいなものがある。多分、侵入者に反応するんじゃないかな」

「レティの魔法で空から中に入るのもダメって事だね」

「それと何か魔力のラインみたいなものが、あちらとこちらの方角に走ってるのが見えた」

「ああ、それは多分《封魔結界》の奴だ」

　シムルグから離れた場所に、石板を中心とした魔法陣を設置した塔が六つ建てられている。

　塔の配置はシムルグを中心点としてそれぞれ六芒星の頂点を描くように設置されていて、緊急時には《七重結界魔法陣》という名の強力な《封魔結界》を張ることができるようになっているのだ。

　騎士団が配置された砦の中に建てられた塔は帝都防衛の要として厳重な管理と警備がされている。普通の騎士程度では許可なく近づく事も許されない軍事機密施設なのだが、ウィンとロックの二人は以前ザウナス将軍がクーデターを起こした際に塔の中にある魔法陣と石板を目にしていた。

　ウェッジが見たものはその塔とシムルグの間を流れている魔力なのだろう。ウェッジが見た場所からは、魔力ラインが二本しか見えなかったようだが、後四本の魔力ラインが別々の方角に向かって伸びているはずだ。

「そういえば、そんな事もあったなぁ……」

　ウィンの言葉にロックも魔法陣と石板を見た時の事を思い出したのか、しみじみと呟いた。

　思えばあの事件がきっかけでコーネリアが実は帝国第一皇女だったと知ったのだ。

　そしてウィン、ロック、ウェッジ、リーノの四人は騎士学校の候補生という身分から、念願の騎士身分を手に入れることになった。もう随分昔の事のように感じられる。

「普段は気にもとめていなかったけど、シムルグって侵入の難しい都市なんだな」

「顔を知られてなければ変装なり何なりすれば、どうにかなりそうなんだけどね。コーネリア様、レティシア様はもちろん、ウィンの顔を知ってる奴もいるかもしれない。俺たちだって似顔絵が配られてる可能性が無いとは言えないからな」




　外壁から離れたウィンたちは、貧民街を通り畦あぜ道みちから森の中に隠れている仲間たちの元へと戻った。

「シムルグの様子はどうでしたでしょうか？」

　ウィンたちが帰ってきたのを見て、真っ先に声を掛けたのはコーネリアだった。

　皇女として市民たちの生活が気になるのだろう。ウィンを見つめる目には、不安の色が浮かんでいる。

　そんなコーネリアを安心させるために、ウィンは微笑を浮かべて答えた。

「門の中にまで入ることはできなかったけど、見える範囲では普通に人の往来はあったよ。ただ、ウェッジが言うには隠れて門を監視している兵士の数が、かなり多かったそうだ」

「そうですか。私たちの争いで皆さんの生活まで犠牲になっていないのでしたら、良かったです」

　ウィンの言葉に、コーネリアは目を閉じて、ほっと胸をなでおろす。

「ふむ。警備が厳しくなっていますか。それで、あなたたちの目から見て我々がシムルグに入る事は簡単そうでしたか？」

　三人が尾行されてこなかったかリーノとともに確認していたケルヴィンが、偵察に出ていた三人に尋ねる。

「いえ、騒ぎを起こさずにシムルグに入ることは難しいと思います。門では衛兵以外にも隠れて兵士が見張っていました。外壁や上空にも侵入を感知するための魔法結界が張られています」

「魔法結界の事はもちろん知っていますよ。あなたたちも習ったでしょう？」

　ウィン、コーネリア、ロック、ウェッジ、リーノが頷く。

　レムルシル帝国の心臓部である帝都シムルグの上空を覆う魔法結界の事は、騎士となった者は必ず知る事柄だ。

「魔法結界？」

　ただ一人、騎士ではないレティシアがウィンにそう尋ねた。

「魔物には空を飛んで来る種族も多いからね。シムルグだけじゃなくて大きな都市だったら、空からの侵入を感知する魔法の結界が張られているんだ。レティが知っている帝国の都市だったらクレナドにもあるし、レティの家のメールにもあるんじゃないか？」

　メイヴィス公爵家の領都メールは、レムルシル帝国では第三位の人口を擁する都市だ。当然、シムルグと同じように魔法の結界で覆われている。

「あ、本当だ。確かに結界が張られているね」

　ウィンの話を聞いて立ち上がったレティシアが、茂みの陰から遠くに見えるシムルグを窺い感心したように言った。

「意外だな。レティが魔法結界の事を知らなかったなんて」

「うん。魔法を使って見ようと思わなければ見えない類の結界だもの。気にしたことも無かったよ」

「帝国だけじゃなくて、どこの国でもこの類の結界魔法はあると思うんだけどね。旅してた時に、外国の町で見たりしなかったの？」

「町の結界の観察なんてしないから。私が魔法を使う場所って、ようするに前線だからね。結界が張られるような大きな都市は陥落してるし、結界が機能していなかったんじゃないかな？」

「そうか。逆に結界が機能している都市なら、レティが魔法を使うこともないから気づかなかったわけか」

「うん」

「それでレティシア様」

　ウィンとレティシアが話しているところに、ケルヴィンが割って入った。

「例えば上空を飛んで、結界に感知されずにシムルグへ入る事はできたりしますか？」

「それは無理ね。あの魔法結界を無効化するとかならできるけど、無効化した時点でバレちゃうし」

「なるほど」

　ケルヴィンの問いにレティシアはきっぱりと首を横に振って否定した。

「シムルグの中にいるというアルフレッド殿下の手の者と、どうやって連絡を取るか……。なかなかに問題ですねぇ」

「あの、副長。その方法についてなんですが、俺に考えがあるんですが」

　ケルヴィンがウィンに視線を移すと、ウィンは茂みの陰から森の外に広がる農園地帯を指差した。

「この辺りに知り合いがいるんです。その人なら冒険者ギルドの職員とも顔見知りですし、ギルドに依頼して連絡を取ってもらってみてはどうでしょう？」

「あ、ローラさんの事ですね」

「殿下もお知り合いの方ですか」

　コーネリアが胸の前で手をポンッと合わせたのを見て、ケルヴィンがたずねると、皇女は嬉しそうに頷いた。

「はい。ウィン君とレティシア様のお知り合いの方で、以前訪ねた際にとても良くして頂きました」

「なるほど。殿下とレティシア様のお墨付きがあるなら信頼が置ける人物なのでしょう。では、案内して頂けますか？」

　ケルヴィンが決定を下し、一同は森伝いに歩いてローラの家に向かうことにした。
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　農園を営むローラの家は、街道を逸れて小道に入った森にほど近い場所にある。

　森伝いに歩けば、人目に付かずに家にまで行くことができた。

　家の周囲には柵が張り巡らされていて、柵の中では牛がのんびりと草を食はんでいる。

「リーナちゃん、元気かな？」

　レティシアが楽しそうにウィンに囁いた。

　ローラの養女イフェリーナは、ウィンとレティシアにとっても幼馴染。

　重要な使命を帯びての行動中だが、友達に会う事も楽しみなのだろう。

　家畜を囲う柵の間に延びている小道を抜けた先に、母おも屋やと農具を仕舞う小屋、そして鶏舎が隣接して建てられていて、家の周囲では鶏が自由に地面を突つついていた。人馴れしているのか、近づいても逃げようとはしない。

「殿下やレティシア様、ウィン君の知人ということで、ノイマン皇子派の監視が付いていると思いましたが、そんな形跡はありませんね」

　ケルヴィンは地面に残された足跡を丹念に調べていた。

　見て取れる足跡は家畜のものと、女性と子どものもの、それから荷車の轍わだちの跡くらいだ。

　武装した騎士や兵士が訪れたならば、その重量でくっきりと足跡が残されているものだ。

　少なくともここ数日、武装した何者かが訪れたような痕跡は見られなかった。

「遠くから見張っているような人影も無い」

　ウェッジがボソリと呟く。

　門の奥の建物の陰に隠れた兵士も容易く見つけるウェッジの視力は、人一倍優れている。

　しかし、入口近くへ来たところでレティシアが足を止めた。

「待って、お兄ちゃん。家の中の人の気配が二つじゃない！」

　その言葉で一同に緊張が走った。

（待ち伏せされたのか!?）

　ウィンの背中に戦せん慄りつが走った。

　ウィンたちがここへ来るのを見越して家の中で待っていたのだとしたら、ローラとイフェリーナが人質とされているかもしれない。

　いや、人質ならばまだ良い。

　ウィンとレティシアの幼馴染の少女イフェリーナは翼人。彼女の正体を知られたならば、連れ去られてしまう可能性が高い。

　翼人種は、時に神として崇あがめられる程の尋常ならざる力を持つ。そして人知を超えた美貌も備えた翼人を手に入れようとする者は多い。

　各々の手が剣へと伸びる。

　その時、入口の引き戸がガタガタと音を立てた。

　誰かが出てこようとしている。

　そして、固唾を吞んで戸口を見守る一同の前に出てきたのは──

「レティちゃん！　ウィンお兄ちゃん！」

　ゆったりとした裾の長い服をバタバタとさせて飛び出してきたのは、イフェリーナだった。

「リーナちゃん！」

「わーい、久しぶりぃ！」

　レティシアがしゃがみ込み、飛びついてきたイフェリーナを抱き締める。

「リーナちゃんが無事だって事は、中にいる人は敵じゃなさそうです」

　ホッとしたウィンがそう言って、緊張に包まれたままでいる仲間たちに笑い掛けた。

「そうですか」

「はい。もし中にいる人物が何かしらの危害を加えるような人物なら、リーナちゃんがまず真っ先に攫われてしまうでしょうから……」

　ウィンの言葉の通り家の中からローラと、それから三人の人物が続いて現れる。

　その人物たちを見てウィンたちは驚きに目を見張った。

「セリさん！　それにアベル！　リーズベルトさんまで……」

　それはエルフの都エルナーサへと旅立ったはずのセリたちの姿。

　セリは微笑を浮かべるとペコリと頭を下げた。

「お久しぶり？　お帰りなさい？　どっちなのかな……やっぱりお帰りなさいかな？　皆さん、お帰りなさい」

　そして最後にもう一人、家の中から出てきた人物を見て、イフェリーナを抱き締めていたレティシアが立ち上がった。

「ここで待っていれば必ず来ると思っていた。レティ、お久しぶり」

「ティアラ。まさかあなたがここへ来るなんて」

「セリさんたちからリヨンでの出来事は聞いた。その事でレティに伝えたい事がある」

　微かに唇を緩めて再会の喜びを表すティアラだったが、すぐに表情を引き締めるとレティシアにそう訴える。

　ティアラはすぐにでも話を始めたい様子だったが、それを止めたのは家主であるローラだ。

「こんな所で立ち話もなんですから、どうぞ皆さん中へ入ってください。きっと人目に付かないほうが皆さんもよろしいのでしょう？」

「これはお気遣い痛み入ります」

　ローラの言葉にケルヴィンが代表して頭を下げる。頭を下げたのは礼儀としての意味もあったが、素直に彼女の察する力に感心した事もある。

　ローラの農園は街道を外れた郊外にあるが、周囲は緩やかな丘の草原地帯。ウェッジの見たところでは周囲に人影は無かったようだが、丘の上から丸見えの場所だ。

「すみません、ローラさん。大勢で押しかけてしまって。事情はきちんと説明します」

「いいのよ、ウィン君。お客様は大歓迎だわ。泊まれる場所もあるし全然構わないわよ。それに事情についても後でいいわ。ウィン君とレティちゃんの事ですもの、何か大事な事情でもあるんでしょう？　とにかく中に入ってくださいな」

「ありがとうございます」

　こうしてローラは家の中へウィンたちを迎え入れてくれたのだった。




　部屋の壁際にそれぞれ荷物を下ろし、部屋の中央にある囲い炉ろ裏りを中心に車座となって座った。すると誰彼問わずにほうっとため息がこぼれ、皆で顔を見合わせて苦笑いした。

「ちょっと苦いけれど、疲れが取れるわ。熱いから気をつけてね」

　その間にローラが人数分の陶杯を持ってきてくれた。

　香りの良いお茶だ。

　急な来訪にも関わらず手際の良い対応にウィンたちが驚いていると、ローラが種明かしをしてくれた。

「実は皆さんが来る半刻くらい前に、リーナがウィンお兄ちゃんとレティちゃんが来るって言い出したの。それで支度をして待っていたのよ」

「あのね、風がね、教えてくれるの。ウィンお兄ちゃんとレティちゃんが来るよって」

　ニパッと笑って言うイフェリーナ。その背中に生えた純白の翼が、彼女の興奮を表しているのかパタパタと忙せわしなく動いている。

「お湯も用意していますから、お話の前にどうぞ旅の埃も落としてください。特に若い女の子がそんな格好のままでは辛いでしょう？」

　ローラの勧めにレティシア、コーネリア、リーノが目を輝かせて頭を下げる。

　そして下げた頭を上げた時に、レティシアとコーネリアはウィンと一緒にお湯を使った時の事を思い出したのか、赤面してしまった。

　ウィンもその時の事を思い出してしまい、思わずレティシアとコーネリアを見てしまう。すると、丁度二人もウィンのほうを見ていて三人ともに顔を伏せる。

　ウィンは自分も耳が熱くなっている事を感じていた

「レティちゃん、どうしたの？　お顔が真っ赤？　あっ、コーネリアさんも！」

　レティシアの膝に抱かれたイフェリーナが、不思議そうな顔をしてレティシアを見上げた。

「な、なんでもないよ！　コーネリアさん、先にお湯を使わせてもらうといいわ」

「そ、そうですね。では、遠慮なく私から使わせてもらいますね」

「リーナちゃんは後で一緒にお湯を使お？」

「うん、レティちゃんと一緒に使う！」

　ローラはウィン、レティシア、コーネリアの様子を見て何か察するところがあったようだ。微笑ましげに三人を見た後で、竈かまどのある台所へと戻って行く。

　ケルヴィンは我関せずといった風に澄ました顔でお茶をズズッと啜すすっていた。

　そしてロック、リーノ、ウェッジの三人は──。

「おいおい！　まじかよ、これ……」

「やばいやばいやばいよ、ウェッジぃ……お父さんがこれ見たら、泣いて喜ぶよ～」

「…………」

　三人はリーノがわなわなと震える手で、うやうやしくつまみ上げた一枚の羽を前に目を見開いていた。

　その羽はほんのわずかな色混じりすら見られない純白で、白く柔らかな光で包まれているかのように見えた。

「ああ、それはリーナの羽です。ごめんなさいね。時々自然と抜けちゃうらしくて。掃除したんですけど、見落としがあったのかしら……」

「いやいやいや……大丈夫です！　大丈夫ですから！」

　竈の前で振り返って謝るローラに、ロックがぶんぶんと首を振った。

「それは間違いなく翼人の羽。強力な魔力の残ざん滓しが漂っている」

　無表情にお茶を啜りつつ、ティアラがたった一枚の羽に興奮する三人にそう告げる。

「ほわあ……やっぱり、これ翼人の羽なんだぁ～」

　しげしげと羽を見つめるリーノ。

「昔、お父さんが冒険者から買い取ったのを見たことがあるよ～。これ一枚で、何種類もの強力な魔法薬が作れるって言ってた……」

「それ一枚で金貨十数枚は堅いぞ。うちの商会なら、それくらいで買い取ってるな」

「金貨十数枚もするのか!?」

　ロックの呟きを聞きつけたウィンが尋ねるとロックは頷いた。

「ああ。ティアラ様やリーノの言う通り、翼人の羽には強力な魔力が残されていて、様々な魔法薬の素材として扱われているんだ。でも、滅多に人前に姿を現さないからな。流通量がめちゃくちゃ少なくて、凄く高値が付くんだよ」

「へえ」

　ウィンはレティシアの膝の上でほえっとした顔をしているイフェリーナを見た。

　人どころかエルフすらも凌駕する魔力を持ち、その羽の一枚すら金貨十数枚にも及ぶ価値を持つ翼人。その子ども。

「だからその子の事は、絶対に信用の置ける者以外に知られないようにしないとダメだぞ」

「ああ、わかってる。皆の事は信用しているからここへ連れてきたんだ」

　ウィンはそう言って頷くと、ケルヴィンを見た。

　唯一懸念があるとするなら、信頼の置ける人物ではあるが友人ではなく上司という立場にあるケルヴィンだ。

　レムルシル帝国ではレティシアという、比類ない最高の武力を持つ『勇者』がいるが、その彼女に次ぐと思われる魔力を持つイフェリーナは、まだ子どもだがとてつもない魅力のはずだ。

　しかし、ケルヴィンはニコリと笑って陶杯を床に置いた。

「心配しなくても、騎士団へ報告はしませんよ。まあ、隊長とアルフレッド殿下にだけは報告する必要はあるでしょうが、大丈夫です。お二人もレティシア様のお怒りを買いたくはないでしょう」

　イフェリーナに手を出せば、まず間違いなくレティシアの怒りを買う。そんな絶望的な未来が見えているのに、わざわざ手を出す馬鹿はいない。

　それにケルヴィン個人としては、翼人の持つ膨大な魔力で敵軍を吹き飛ばすよりも、前線に出て己自身の力で敵を切り裂く方が好み。

　根本から戦い方を崩しかねないイフェリーナを、騎士団に贈呈するのは彼個人の好みから外れていて気が進まなかった。

（ただ、彼女の存在を他国や良からぬことを企む者から隠さねばなりません。この戦いが終わった後にでも、陰ながら護衛をつけるなど、何かしらの手を考えておいたほうが良さそうですね）

　ケルヴィンは最後の一口を飲み込んで、ほうっとため息を吐きつつ心の中で呟く。苦味の強いお茶だが頭の中がスッキリする。

　それから、もう一杯お茶のお代わりを貰おうと立ち上がる。

　そして、「よろしければ、お茶の銘柄を教えてもらってもよろしいでしょうか？」と、ローラへにこやかに話しかけた。

「よお、ウィン。俺はセリさんと一緒にエルナーサへ行って来たぜ？　エルフの都、世界樹の都エルナーサだ」

「凄かったです。世界にはこんな場所もあるのかって、感動しました」

　自慢げにウィンに話しかけてきたアベルの言葉に、セリも頷いた。

「そっか、いいな。俺も一度行ってみたいと思ってたし」

「ああ、俺もついにウィンが見たことの無い世界を見てきた事になるな。どうだ？　羨ましいか？」

「素直に羨ましいよ」

「世界樹を見たら、どうして『世界』の樹なんて名前が付いたのか、納得するぞ」

「俺も世界樹の若木は、リーズベルトさんの村に生えていたのを見たことがあるけど……」

　ウィンがそう言ってリーズベルトを見ると、リーズベルトはセリからウィンの言葉をエルフ語に翻訳してもらってから笑って首を振った。

『若木とは比較にならないぞ。世界樹の幹の根本は山程の大きさがあるからな』

「や、山って……」

「ああ、世界樹の事か？　どのくらいの高さがあるんだろうな、あれ。樹の天てつ辺ぺんが雲に隠れてて見えないんだ」

　エルフ語がわからないアベルだったが、ウィンの口にした「山」という言葉と話の流れから世界樹の事を話しているんだと察して説明した。

「根本は、巨大な淡水湖になってて、世界樹から零れる光の雫が反射して眩しいくらいだ」

「綺麗でしたよねぇ……、夜空の星を一面にちりばめたようなっていうか、宝石箱をひっくり返したみたいなって言うか……」

「常に昼みたいだったよな。夜になっても、眩しくて寝られないんじゃないかって心配になったくらいだ」

「夜も眩しいの？」

　ウィンが尋ねると、セリは首を振った。

「樹の根本に幾つも洞ほらがあるんです。凄く大きくて広い……。そこの中は真っ暗で、エルフの人たちが魔法で人工的に昼夜を管理しているそうなんです」

「へえ……」

　見たことも無い世界の話をするのは楽しい。

　いつまでもこうして楽しい話を続けたい気分だったが、ウィンはどうしても一つだけセリに聞いておかなければならないことがあった。

「それでセリさんは、その……親族の方に会うことができたの？」

「はい、ティアラ様のお力添えを頂いて。父の親族に会うことはできました。でも、故郷を捨てた父の事はゆるせないし、その血を引いて生まれた私を迎え入れる事はできないと……」

「そうか……」

「あ、でもいいんです」

　暗い表情を浮かべたウィンを見て、慌ててセリが顔の前で手を振った。

「私の故郷は帝国なんですから。今さらエルナーサで新しい生活を始めようなんて、できるわけないんですから。それに──」

　言葉を切ってセリがリーズベルトのほうを見た。

『エルナーサで世界樹の若木の苗を貰ってきた。俺は里の跡にこれを植樹して、里を復興させるつもりだ』

「私もそのお手伝いをするつもりなんです」

「あ、なるほど」

　そこで黙ってウィンたちの話を聞いていたレティシアが小さく頷いた。

「そっか、二人とも……」

「はい」

　セリがニコニコとして頷く。

「そっかって、レティ、何だよ？」

　レティシアは呆れ顔でウィンを見た。

「セリさんとリーズベルトさんはお付き合いをしてるんだよ。二人で一緒に里を復興させるって事」

「あ、なるほど」

「もう、お兄ちゃんは鈍いんだからぁ……」

「レティちゃん。ウィンが鈍いのは、今に始まった事じゃないでしょ？」

「そうなんだけど」

　アベルが苦笑してレティシアを見る。

「何だよ、二人して」

「もういいよ。ちゃんと好きって言ってもらったし……」

　ため息を吐いて、言葉の後半をゴニョゴニョと小さく呟くレティシアだった。




　全員がお湯を使っている間、ローラは台所で食事の支度を整えると慌ただしくシムルグへと出かけていった。

　ウィンがローラに、ある人物と連絡を取って欲しいと頼み込んだのだ。

　シムルグ外壁門前広場で開かれる市に出入りするローラなら、門番の衛兵とも顔馴染だ。

　ウィンたちがローラの家にやってきたのは昼過ぎだったが、日が山の陰に沈んだ頃合にローラが一人の人物を荷車に乗せて戻って来た。

「よお、ウィン。レティちゃん、久しぶり」

「ポウラットさん！」

「お久しぶりです、ポウラットさんもお元気そうで」

　ウィンとレティシアにとっては歳上の友人。幼い頃のウィンとレティシアを、先輩冒険者として何くれとなく世話してくれたポウラットは、今は冒険者ギルドで職員として働いている。

　足を負傷して冒険者を続けられなくなったためで、ローラの馬が引く荷車の荷台に乗っていたのもそのせいだ。

　イフェリーナにとってもポウラットは大好きなお兄ちゃんで、早速彼の腕に抱きついていた。

「お前らならリヨンに行っても、エルツの戦いも無事だと信じていたけど。元気そうで嬉しいよ」

「マジルの廃坑道では大変でしたよ。あ、そうそう。その時にオールトさんたちに案内していただいたんです」

「オールトさん!?　うわあ、懐かしいな。オールトさん、ルイスさん、イリザさん。随分と会ってないなぁ……元気そうだったか？」

　ウィンから昔世話になった先輩冒険者の懐かしい名前を聞いて、ポウラットが顔を綻ほころばせる。

「元気だったよ。ルイスさんとイリザさん、結婚してエルツに家を構えてた。三人ともポウラットさんによろしく伝えてくれって」

「そうか。今はエルツに住んでいるのか。まあ、あの人たちなら一財産築けるだろうなぁ」

　レティシアの話を聞いて感慨深げに呟くポウラット。自身は冒険者としては失敗した部類に入るため、尊敬していた三人の先輩冒険者たちには何か思うところもあるのだろう。

「さて……」

　感慨深げな顔をしていたのも束の間。ポウラットは、ローラの家に集まった一同の顔を一通り見回すと表情を引き締めた。

　冒険者ギルドで仕事を斡あつ旋せんする職員の顔つきだ。

「俺にわざわざ使いを寄越し、この家まで呼んだのは何か大事な頼みがあってのことだと思うんだが……」

　ポウラットがそう言うと、ケルヴィンは小さく頭を下げて口を開いた。

「お察しのとおりです」

「まあ、これだけの顔触れを見ればな。ウィンとレティちゃん、それから皇女殿下。それから今をときめく従士隊の方々とくればな」

「ええ、あなたにというか冒険者ギルドにお願いしたいことがあります。そうそう、私はケルヴィンと言います。一応、副長的な立場にいます」

「従士隊は上下関係が無いんじゃなかったか？」

「制度上はそうなのですが、隊長──ああ、ロイズ・ヴァン・エルステッド伯と私は彼らが以前から配属していた部隊で長の役割を務めていまして。そのままその時の慣習が引き継がれている感じですね」

「なるほど。それでケルヴィン副長。あんたたちが俺たちギルドに依頼したい事は何だ？」

「はい。マリーン商会と接触し、アルフレッド殿下がシムルグに忍ばせているという配下の者たちとの中継役をお願いしたいのです」

　その言葉を聞いたポウラットは、目を鋭く細めた。

「そうか。いよいよ皇太子様は帝都を奪還されるつもりなのか」

　ポウラットは一瞬だけコーネリアを見る。

　コーネリアはウィンの横、レティシアとは反対側に座って、じっとポウラットを見つめていた。
















「あくまでギルドが接触を図るのはマリーン商会の連中でいいんだな？」

　ポウラットの確認にケルヴィンが頷く。

「ええ。おそらくマリーン商会と接触後、あちらからも我々への連絡を託されると思われますが……」

「わかってる。それに俺たちはマリーン商会が仲介するあんたらの連絡先も見当はついてるよ」

「さすが冒険者ギルド、と賞賛しておくべきでしょうかね。そこまでご存知でしたか」

「当然だな。ギルドの情報網を侮らないでもらいたいですね。皇太子様の配下──ザウナス派の騎士たちが、近々行動を起こすのではないかと、俺たちも考えていたところだったからな」

「ザウナス派の連中？」

　その言葉に驚きの声を上げたのはウィンだ。

「ザウナス派ってあのザウナス校長の事ですか!?」

「そうですよ」

　ウィンが尋ねると、ケルヴィンは大きく頷いた。

「ザウナス校長がクーデターを起こした時に付いた騎士たちって、幹部は処刑、残りの者も皆追放されたって聞いてたけど……」

　ロックも驚愕の色を隠せず、隣に座るリーノとそれからリーノの向こうに座るウェッジと顔を見合わせる。

「そういえば、ザウナス派を処断されたのはアルフレッド殿下だって聞いた事があるよ」

　リーノがそう言うと、ケルヴィンがにこやかな顔を浮かべた。

「ええ、そのとおりです。アルフレッド殿下が処断した。そういう事になっています。ですが、考えてもみてください。ザウナス派となった騎士たちは、全員が対魔大陸同盟軍へと派遣されて激戦を潜り抜けてきた猛も者さばかり。隊長や私の戦友も多くいます。間違いなく帝国最強最高の精鋭たちでしょう。そんな彼らをみすみす失うなど、考えられない事でしょう」

「ではお兄様は、彼らを処断したと世間的には思わせておいて、その戦力を自らの懐の内に隠しておいた、と」

「主な立案者はうちの隊長でしょうけどね」

　ケルヴィンは苦笑するとコーネリアに頷いてみせた。

「皇帝陛下がおわす帝都をノイマン皇子に占拠されても、アルフレッド殿下が良しとされたのは、彼らの存在があったからです。ザウナス派の騎士たちは、過去を隠してシムルグ市内で暮らしていました。たとえシムルグが占拠され、門が閉じられても彼らの力で中からこじ開けられる。ザウナス派の騎士たちは百戦錬磨ですからね。シムルグに籠りきりの騎士たちとは練度が違う」

「ほえ～、たいちょ～。そんなに前から今回の事、予見していたんだぁ」

「いえ、正確にはこういう事態になるように、事を導いたのですよ。隊長とアルフレッド殿下がね」

　リーノの言葉をケルヴィンが否定してみせた。

「エルツでの戦いに決着がついて、リヨン軍、皇太子軍がクライフドルフ領に進軍した時から、帝都でも動くのは時間の問題だと思っていた。今回の騒動、俺たちギルドは皇太子派を陰ながら支援することになってるからな。マリーン商会への接触は任せておいてくれ」

　ポウラットが話を戻し、ケルヴィンにそう請け合った。

「我々がここに潜伏している事を気づかれずに、できますか？」

「兵士たちの監視など、俺たち冒険者からすればザルも同然さ。幾らでも奴らの目を搔い潜って接触することができるさ」

「頼もしい限りです」

　ケルヴィンはそう言うと、ポウラットと固く握手を交わす。

「お代は事が終わった後でたっぷりと帝国へ請求するつもりだからな。大金をふんだくれるような仕事をしてみせるさ」

「私の懐が痛むわけじゃないんで、掛かった必要経費は幾らでも請求なさってください。何なら多少色を付けても私が口裏を合わせますから」

「ははは、そりゃありがたい。だけどギルドは明朗会計がモットーだ。気持ちだけ有り難く頂いておくさ」

　ケルヴィンとポウラット、二人の息のあったやり取りはベテランの冒険者たちにも劣らない。

　老練さを匂わせるにこやかな笑顔を浮かべて握手を交わす二人を、若いウィンとコーネリア、そして従士隊の面々は感心して眺めていた。

「そうだ。ティアラ、あなたの用事は何なの？」

　そんな帝国に仕える者たちと冒険者ギルドの職員が作る輪の外で、レティシアが思い出したようにティアラへ尋ねた。

「セリがエルナーサを訪れた時、世界樹の意思が私に語りかけた」

「世界樹の意思？」

　レティシアの問いにティアラが頷き、それから傍らにいるセリを見た。

「この娘とともにレムルシル帝国の帝都へと赴けと。それからあるイメージを私の思考の中に投影した」

「イメージ？」

「レティ。皇宮の奥深いところで、強大な力を持つ存在があなたたちを待っている」

「あなたたち？　私だけじゃなくて？」

「あなたたちだ」

　ティアラはそう言うと、ちらりとウィンを見た。

「私とお兄ちゃん……？」

　ティアラが頷く。

「強大な力を持つ存在って何なの？　私たちを待ってどうするつもりなの？」

　しかし、レティシアのその問いにティアラは苦しそうな表情を浮かべて首を振った。

「ごめんなさい、レティ。その問いに私は答えることができない」

「ティアラ？」

「言えないのではなく、答えることができない。ごめんなさい、レティ。世界樹を通して私に語りかけてきた意思は、そう私に望んでいる」

「何者なの？　その意思って……」

「それも言えない。でもレティ、私がここへやって来たのは、その意思が私にそうしろと頼んだからだ。その時が来れば、私はきっとあなたたちの力となってみせる」

　ティアラはそう言うと、レティシアの目をじっと見つめる。

「……わかったわ。ティアラがそう言うのなら、きっと答えることができない理由は何か大切な事なのね。でも皇宮の奥で私とお兄ちゃんを待っている何者かがいるという事、心に留めておくわ」

「ありがとう、レティ」

　レティシアの言葉にティアラは頷くと、もう一度頭を下げたのだった。
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　ポウラットを通じて、ザウナス派からの連絡が届いた。

　一週間後の満月の夜。ザウナス派は帝都各所にある要所を急襲し占拠すると伝えてきた。

　ウィンたちも彼らの動きに同調して皇宮へ侵入を果たし、皇帝アレクセイの身柄を確保する事になった。

　ザウナス派はコーネリアがシムルグへ来ていると知って、より士気が高まっている様子だと、ポウラットが教えてくれた。

　その後もポウラットを通じて何度もやり取りを繰り返し、作戦の細部を詰めていくと、後は決行日を待つだけとなった。

　日が天頂へと上る頃に、ローラが畑で採れた作物を載せた荷馬車を操ってシムルグ外壁の門までやって来た。

「こんにちは、良いお天気ですね」

　門に到着したローラが声を掛けると、すぐに衛兵がやって来た。

　二人は何度も野菜を積んで門を往来しているので、ここの衛兵たちとはすっかり顔馴染だ。

　イフェリーナもペコリと頭を下げる。

「やあ、こんにちはローラさん。リーナちゃんも。今日は野菜を売りに来たのかい？」

「馴染みのお店に納品です」

「通っていいですよ。お気をつけて」

「ありがとうございます」

　ローラはシムルグの市民権を持っていて、門の通行税を徴収する必要がない。その上、門前には後から後からシムルグを訪れる旅人や行商人、商隊がやって来る。

　ローラの馬車の荷台には幌ほろすらも掛けておらず、荷台の野菜が丸見えの状態。そのため、衛兵たちはちらっと荷台を見ただけで、二人をさっさと通してしまった。

　ガラガラと荷馬車は帝都の大通りを進んでいく。

　そして、幾つかの通りを折れた所でローラは荷馬車を停めた。

　そこは一軒の倉庫のような建物。

　入口は余裕で馬車が潜り抜けられるほど広い。

　ローラは両開きとなっている倉庫の扉を開けると、馬車をその中へと入れた。

「いいわよ、リーナ」

　倉庫の扉を閉じてローラがイフェリーナにそう声を掛けると、彼女はふぅっと大きく息を吐き出した。

　その途端、荷台にウィン、レティシア、コーネリア、ケルヴィン、ロック、リーノ、ウェッジの七人の姿が現れた。

「いやあ……話には聞いていましたが、本当に翼人の操る力というものは大したものですね」

　荷台から飛び降りたケルヴィンが、感心した声で小さなイフェリーナの頭を見下ろした。

　イフェリーナが荷馬車の荷台を幻影で包み込み、ウィンたちを隠していたのだ。

　シムルグの外壁門には魔法を感知する仕掛けもあったが、イフェリーナ達翼人の操る大気の魔法は、厳密に言えば人の使う魔法とは違って、神々の起こす奇跡に近い。イフェリーナの意思に大気に宿る精霊が従うのであって、魔力を媒介にする魔法ではないため、魔法を感知する結界にも反応しなかったのだ。

「でも俺ほんとドキドキしましたよ。衛兵たちが荷台を調べたりしないかって」

　ロックが少し興奮を隠しきれない様子でそう言う。

　幻影で覆っていただけなので、もしも衛兵が野菜を手に取ろうとすれば、荷台にいる誰かの身体に触れていた可能性があった。

　それを防ぐために、荷台の幌を外して置いたのだ。荷物の野菜をむき出しにして転がしておけば、忙しい衛兵たちがわざわざ野菜を手に取って調べるはずもないだろうという読みだった。

「大体私たちは、本当に姿が隠れているのかわからなかったものね～」

　リーノの言う通り幻影の中に隠れている当人たちは、外から本当に自分たちの姿が隠されているのかわからない。

　一応、街道をすれ違う者たちから視線を向けられているようには感じなかったが、ここまで来る間中、ずっとドキドキしていたのである。

「ありがとう、リーナちゃん。本当に助かったわ」

「ふふ、私凄いでしょ？」

　レティシアがリーナの頭を撫でると、彼女はくすぐったそうに笑って胸を張った。

　後は日が暮れて人気の無い時間となるまでここで待機していればいい。

「ランデルさん、元気かな……」

　ウィンがポツリと呟くと、レティシアが傍へと寄ってきた。

「会いたいね」

「迷惑がかかって無ければいいけど」

　ウィンとレティシアが『渡り鳥の宿木亭』の人たちと関わりが深い事は、少し調べればすぐに分かる事だ。

　ウィンたちがノイマン皇子の政敵となったコーネリアと行動を共にしている事で、ランデルたちが迷惑を被こうむっていないか心配だった。

「様子を見に行きたいけど、きっと見張りがいるよね」

「ああ」

「私はもちろん、お兄ちゃんだって顔が知られてるだろうし」

　コーネリア皇女の従士隊全員の顔は、似顔絵が配られていると考えていいだろう。

「レティも、家のほうは大丈夫なの？」

　ウィンがそう尋ねると、レティシアは少し困ったような表情を浮かべた。

「フェレシア姉様はエメルディア大神殿領に留学中だから無事だと思う。それにステイシア姉様も、お父様やお母様、家の人たちにひどい事をしないって信じてるわ」

　兄のレイルズはペシュリカでの敗戦後、ペシュリカ領主シュリハーデン伯爵らと一緒に監禁されていた。

　この騒乱が終結した後に沙汰が下されるはずで、アルフレッド皇太子とノイマン皇子のどちらが勝者となるにせよ、それまではペシュリカ領主城館内にて囚われの身となっているはずだった。

　そしてレティシアの両親に対しては、蟄居はさせているかもしれないが、ノイマン皇子もステイシア公女も命までは取らないはずだ。

　また、ステイシアも、レティシアが生家にまるで愛着を抱いていないことは知っている。

　メイヴィス公爵家の人々を人質にしたところで、レティシアに対する切り札にはなり得ないのだ。

「そうか……」

　ウィンには両親も兄弟もいないため、レティシアの家族に対する思いはわからない。しかし、親が恋しい年頃に、『渡り鳥の宿木亭』に逃げて来ていた彼女が、家族に対して複雑な感情を抱いているのはわかる。

　レティシアの事情を知るウィンは、少し浮かない顔をした。

「大丈夫よ、お兄ちゃん。お姉様もわかっているはず。メイヴィス公爵家の当主を処刑でもしたならば、メイヴィス公爵領とその一族に連なる貴族たちが反乱を起こしかねないわ。エルツのエルステッド伯爵だけじゃなく、この上メイヴィス公爵家まで敵に回せる程余力は無いもの」

　レティシアは微笑むと、ウィンの肩にコテンと頭を乗せた。

「だから大丈夫だよ、お兄ちゃん。早くこの戦いを終わらせて、またランデルさんのお料理を皆で一緒に食べたいね」

　そう言うとレティシアは目を閉じ、やがて寝息を立て始めた。

　ウィンはレティシアを起こさないように、そっとその身体を支えて彼女の柔らかい髪を撫でた。




　日が山の陰へと沈み、シムルグの上空には満月が顔を出して地上を照らす。

　かつての宮殿跡を利用したレムルシル帝国中央騎士団本部。同じ敷地内には騎士学校や宮廷魔導師の研究室、他にも帝国の官庁が幾つか存在する。

　政治的にも軍事的にも重要な施設だけあって、ノイマン皇子がシムルグで実権を握った後は厳重な警備下に置かれ、シムルグ騎士学校に在学する学生たちですら、許可なく自由に敷地内を歩くことは許されない。シムルグ市街への外出も制限されていた。

　シムルグ騎士学校へと通ずる正面門を警備する衛兵アランは、割り当てられた巡回当番の時間が来ると、狭い詰所の中から外へと出た。

　外に出たところで大きく伸びをする。

　門の衛兵の仕事は、シムルグ騎士学校への訪問者、もしくは外出する者たちのチェックだ。騎士学校には貴族、騎士の家の子女、それから裕福な家庭の子女も多く通っている。

　アランのように二十歳を過ぎたばかりの若い兵士たちにとって、騎士学校に出入りする可愛い女の子を眺めるのは何よりの楽しみだったのだが、ノイマン皇子が帝都の実権を握ってからは、騎士学校への訪問者も外出者も減ってしまい、衛兵たちは暇を持て余していた。

（毎日毎日、同じ場所に突っ立ってんだ。せめて可愛い女の子くらい、見てたいよなぁ）

　もっとも、この学校に通う女の子の多くがアランとは身分違いで、付き合えるとは思っていない。ただ、騎士学校には平民出身者もいる。そして、平民出身者の学生の中には、貴族の娘と親しい関係になった者もいることを知っていた。その若者は、アランの目から見ても非常に魅力的な娘をいつも連れて歩いていた。

（俺にもあんな可愛い彼女ができないかな）

　実例があるのだ。いつも女の子たちを眺めつつ、そんな期待を抱く事の何が悪い。

　しかし、現在は学生たちが自由に出入りできなくなってしまい、仕事の中の楽しみの大半が奪われてしまった。

　アランに限らず、衛兵皆がその事を不満に思い愚痴を言い合っていた。

　今日のアランに割り当てられた巡回時間は、丁度日付が変わろうとする刻限だ。

　騎士学校の門前には、学生、教官役の騎士、魔導師、職員を相手に商売する食べ物屋や酒場も幾つかあるのだが、先にも述べた理由で利用客が減ってしまい店仕舞いが早い。

　人気も無く静まり返った帝都の路地を、アランはゆっくりと歩く。

　石畳の道にアランの革靴が立てる足音が周囲の建物に反響し、夜道を歩き慣れない者には不気味な雰囲気を覚えさせる。アランも勤め始めた時は夜の巡回で暗く人気の無い夜道を歩く時、詰所を離れるにつれて足取りは段々と速くなっていったものだが、四年も仕事をしていればすっかり慣れてしまった。

　足取りを速めるどころか、狭っ苦しい詰所へ戻る時間を少しでも遅らせようと、道々満月の月明かりの下に見える草花を足を止めて眺めてはゆっくりと歩いていた。

　冷たい光を地上に投げかけていた月が、雲の陰に隠れた。

　満月の明るさに目が慣れていたせいか、急に辺りの暗がりが濃くなった気がする。

　アランの持っている松明の明かりが届かない場所は、完全に闇に包まれていた。

「────ん？」

　最初は錯覚かと思った。

　建物に反響する足音が、複数聞こえる。

　足音を忍ばせて息も殺しているようだが、月が雲を隠してしまったのが、アランに気配を気づかせる事になってしまった。

　複数の人の気配。

（何だ!?　追い剝ぎか？　それとも泥棒あたりが逃走しているのか？）

　腰に帯びている剣の柄を一度確かめると、右手に呼び子を持った。

　気配はどんどん近づいてくる。

　目的が何かはわからないが、深夜に足音を忍ばせているのだからどのみち良からぬ事を企む輩だろう。真っ当な素性の者であれば、明かりくらいは持って歩くだろうから。

（さっさと応援を呼んだほうがいいか？）

　呼び子を吹けば、甲高いその音に気づいた仲間たちが詰所から大勢駆けつけるだろう。

　だが、アランは呼び子を吹くのを躊躇ためらってしまった。

　時刻は深夜。周囲の家々は寝静まっていて、夜の静寂を呼び子のつんざくような音で切り裂いてよいものか迷ってしまったのだ。

　もしもこの時この場所ヘ、アランではなく熟練の衛兵が来ていたならば、迷わず呼び子を吹いていただろう。

　複数の気配がした時点で、実戦経験を持つ者ならば、この状況で応援を呼ぶことを躊躇せずに選択する。躊躇いは命を失いかねない。

　実戦経験の無いアランの若さがここで出てしまった。

　警笛を吹こうか吹くまいか迷っている内に、アランの視界内に入ってきた複数の人影。

「と、止まれ──」

　ここでアランは再びミスを犯す。

　さっさと呼び子を吹けば良かったものを、わざわざ警告の声を上げたのだ。声を上げている間に素早く間合いを詰めてきた人影は、アランの右手から呼び子を叩き落とす。

「あっ──」

　そしてアランが次の声を上げようとする間に、影たちは速やかにアランの意識を刈り取った。

　静寂の中へ霧散していく悲鳴の残滓。

　力が抜けたアランの身体を建物の陰に横たえた人影は、夜の暗がりの中、迷いのない足取りで再び走り出す。

　同時刻、帝国の政治、軍事に携わる重要な施設が、同じような状況に陥っていた。

　見張りに立っていた衛兵たちは、夜陰に乗じて忍び寄った者たちによって手際よく意識を刈り取られ、制圧されていったのだ。




　シムルグ騎士学校の正門前。

　手際よく詰所の衛兵たちを縛り付けたウィンたちは、後の事をザウナス派の騎士たちに任せて騎士学校の敷地内を走る。

　勇者、帝国第一皇女、皇女付き従士隊──ケルヴィンを除き全員に肩書きがあるが、そもそもその肩書きの前にウィンたちはシムルグ騎士学校の学生だ。

　勝手知ったる校内。人目に付かないルートを選んで、進んで行く。

　先頭に立って案内しているのはコーネリアだ。

　かつてレムルシル帝国の皇帝が住まう皇宮だったシムルグ騎士学校には、現在の皇宮と秘密裏に結ばれた地下通路があった。

　それは皇族しか知らされていない地下道。その中でもコーネリアが案内しようとしている地下通路は、皇族の女性が住まう後宮と繫がっている道だった。

　その道なら、男性皇族であるノイマン皇子も知らないはずだ。

「こちらです」

「あれ？　ここって、女子寮じゃないか」

　コーネリアが案内した場所は、上級貴族専用の女子寮だった。

「そうか。そういえばここって昔は、後宮として使われていた建物だったか？」

「はい。今の皇宮ができるまでは、歴代の皇帝陛下の寵ちよう姫き方がここに住まわれていたそうです。なので、騎士学校となった今も、上級貴族の婦女子のための寮として使われているのです」

　しげしげと建物を観察しているロックに、コーネリアがそう答える。

「私、この寮に部屋があるから鍵持ってるよ」

　レティシアが鍵を取り出すと扉を開けた。

（そういえばレティの部屋もこの寮だったな。どの階に部屋があるのかは知らないけど）

　朝になればいつもレティシアがウィンの部屋がある寮へとやって来ていたので、ウィンがこちらの寮へ来ることは無かったのだ。

「レティシア様が鍵を持っていらして助かりました。地下道への入口は、寮の中にありますから」

「男子禁制の花園かぁ……」

「うわ……凄い。何、この彫刻。うわ、この絵高そぉ。友達が寮に住んでたけど、こことあっちの寮とは全然違う～」

　こんな状況にも関わらず、ロックとリーノは物珍しげにキョロキョロと見回していた。

　この寮は上級貴族のみが住んでいるため、男子はもちろん女子であろうとおいそれと近寄れる場所ではない。

　好奇心をそそられる気持ちもわかるのだが、ウィンは「静かに」と小声で注意を促す。

　侵入者がいるというのに、人っ子一人廊下へと出てこない。

　外から見た限りでは、窓という窓にカーテンが閉められていた。日付も変わろうかという時刻だけに、明かりを付けているはずもないので、カーテンの隙間から光が漏れるようなこともない。

　ただ単に部屋の防音が完璧で寝静まっているのか、あるいは誰も居ないのか。どちらにせよ、人の目を気にせずに寮の中を進めるのは好都合だ。

　コーネリアは階段脇まで歩いていくと、後ろからついてくるウィンたちを振り返った。

「確か、ここのはずです」

　見ると階段脇に結構な広さのスペースが作られている。そして敷物に台座が置かれ、大きな花瓶に花が活けられていた。

「なるほど。この台座の下ということですね。ウィン、ロック、ウェッジ、手伝ってください」

　ケルヴィンの指示で、男四人が大理石でできた台座を持ち上げて敷物を退どけると、頑丈な木材で作られた地下への落とし蓋が現れた。

　内側からは開けられるがこちら側からは開けられない仕掛けとなっているようだ。

「緊急事態ですから、壊しちゃいましょう」

　ケルヴィンの決断の下、さっさと壊した。

　壊す際、結構派手な音がしたのだが、それでも廊下に人が出てくることはなかった。

　やはり、寮には人が残っていないのかも知れない。

　政変が起きたということで、上級貴族たちは寮に預けた娘を手元に呼び戻しているのだろう。

　長い階段が地下深くまで続いていた。

　通路は洞窟の中のように深い闇に閉ざされていて、明かりが無ければ歩く事すら困難だろう。

「真っ暗で先が見えない」

　松明をかざして目を凝らすウィン。

　コーネリアは小さく呪文を唱えると、魔法の明かりを灯して先頭に立った。

「長らく使われていなかったので、空気が汚れているかもしれません。松明では無く、魔法の明かりを使って進みましょう」

　地下道は地下水が泌み出しているのか、床が濡れていて非常に滑りやすくなっていた。

　壁もヌルヌルしていて気持ちが悪い。

「一本道ですから迷うことはありません」

「一本道って、追手がかかった時にあっさり捕まっちゃうんじゃないの～？」

　リーノの言う通り皇宮に敵が攻め込んできて脱出する際、一本道ではすぐに追いつかれてしまうのではないだろうか。するとリーノの疑問に答えるようにコーネリアは、松明で照らし出された壁の一角を手で示す。そこにはレバーのような装置があった。

「ここを下げると鉄でできた戸板が上から落ちてきて、道を塞ぐようになっているんです」

　上を見てみると、天井の石材に隙間がある。

「鉄板にしてあるのは皇宮が燃えた時に、煙が流れ込まないようにしているんだと思います」

　燃え上がる皇宮から逃げ出したとしても、煙に巻かれてしまっては意味がない。

「殿下。こうした通路は他にもあるのですか？」

「複数あります。この道は後宮から繫がっているため、皇帝陛下と皇族の女性しか知りません。ですがその他にもシムルグの外に繫がっているものなどもあるはずです」

「そうですか……」

　コーネリアの返答にケルヴィンが考え込む。

「あの……ケルヴィン副長。その事が何か？」

「いえ、他にも通路があるなら、奇襲に気づかれてしまうとそちらからノイマン皇子を取り逃がしてしまう可能性があるな、と」

　その言葉にコーネリアははっとした表情を浮かべた。

「そう……ですね」

「急いだほうが良さそうです」
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　上級貴族が皇宮へ参さん内だいした際に使用する部屋の一つに、ジェイドはいた。重厚な木製の椅子に黙もく然ねんと座っている。壁の燭台には火を灯さず、机の上に置かれた燭台にのみ火が灯されているため、部屋の中は薄暗い。

　部屋の中にはジェイドの他に、彼の側近であるクラウスが佇んでいた。

「そうか。アルフレッドは帝都を攻めて皇帝を奪還するのではなく、クライフドルフ領へ攻め込んだか。こちらの足場を先に崩そうという考えか」

「ノイマン殿下とステイシア嬢が、いつ皇帝を退位させるのかとお伺いになられています」

「無邪気なものだ。こうしている間にも、クライフドルフ領では我が父とアルフレッドが、戦っているというのに」

「お二人にとってクライフドルフ侯領といえども国境辺りに位置する土地。自らに関係の無い遠き地での出来事なのでしょう」

「──奴らのそうした考え方が、我が母を死に至らしめる結果となったのだ！」

　どんっと机を叩き、ジェイドは忌々しげに部屋の壁に飾られた帝国国旗を睨みつけた。

「自分たちは何もせず、誰かに任せておけば後はどうにかしてくれるだろうという考え方。この国の上級貴族にはよくある考え方だ」

　対魔物との戦争で、帝国は劣勢だった対魔大陸同盟軍から、幾度も援軍と物資を要求されていた。

　しかし、終わりの見えない対魔物との戦争で嵩かさむ出費を抑えようと、当時の帝国中枢にいた者たちは資金援助と物資の代わりとしてジェイドの母ルクレツィアを司令官とした援軍を派遣した。

　そしてその後の物資などの支援は最低限の物しか前線へと送らず、わずかな物資のやり繰りで軍を維持するよう先任のザウナスとルクレツィアの両将軍に申し付けたのだ。

　その結果、物資の補給も満足に受けられない状況で後退戦を余儀なくされたルクレツィアは、生きて故郷の土を踏むことができなかった。

「お二人の事はいかがいたしましょう」

「皇帝を退位させるのはまだ先だと言っておけ。少なくともアルフレッドとの決着をつけ、奴を偽皇太子として決定づけてしまわないうちに現皇帝を廃しノイマンを皇帝としてしまうと、こちらが簒奪者という事になってしまう」
















　クラウスは黙って一礼する。

「では次にジェイド様。クライフドルフ領にあるウェルト様より、再三の援軍要請が来ていますがいかがいたしましょう？」

「放っておけ。援軍の要請は届かなかった。そういうことだ」

「かしこまりました」

　つまり手紙を届けた使者もろとも、なかった事にしろというわけだ。

　クライフドルフ領から昼夜を分かたず馬を走らせ、疲労困こん憊ぱいしてシムルグの味方へ急を知らせた使者は、その忠義が報われること無く命を落とすことが決められた。

　ジェイドは、名も知らない哀れな使者の事などすでに頭に無く、黙考を続けていた。

　アルフレッドが自身が偽者でない事を証明するためには、まず帝都を取り戻し、皇帝アレクセイの身柄を確保する事が必要なはずで、そのためにリヨン王国軍という援軍を率いて帝都へ攻め寄せてくると思われた。その状況を利用してジェイドは、アルフレッドに外国の軍を招き入れて国家転覆を図る大罪人というレッテルを貼り付け、皇太子位を取り上げてしまうつもりだった。

　その後、ノイマンを皇太子とする。

　外患誘致という大罪を犯したならば、今は日和見を続けている他の貴族たちもノイマン皇子派へと付くことになるだろう。そうなればジェイドは帝国の軍勢と、密かに通じているペテルシア王国軍と合わせて数十万という大軍を操ることができるはずだった。

　リヨン王国軍もろともアルフレッドを叩き潰し、その後ゆっくりとペテルシア王国軍を帝国領から叩き出せば良い。

「父上には悪いが、少しでも奮闘していただきアルフレッドの軍を削り取ってもらおう。どのみちアルフレッドは、皇帝の存在が枷となって帝都へとやって来ざるを得ないのだから」

「かしこまりました」

　再び一礼をしようとしたクラウス。しかし、その時彼は帝都内に異変を感じ取った。

「ジェイド様。何やら帝都へネズミが紛れ込んだようです」

「ネズミだと……？」

「随分と手際が良いようで、すでにこちら側の施設が幾つか制圧されたようです」

「アルフレッドめ、エルツとリヨンの軍で我らの目をクライフドルフ領に引きつけておいて、別働隊を帝都に潜り込ませていたか。だったら狙いは皇帝の身柄だろう。皇宮への侵入も考えられるな」

　ジェイドは、用意周到な敵の事の運び方からして、後手に回ってしまったこちら側の通常戦力では対処しきれないと考えた。

　また、皇宮内にいる騎士たちは近衛騎士団だけだ。

　皇宮内で実権を固めたジェイドの命令には、皇帝の命令にしか服しない近衛騎士団といえども逆らえなくなってきているが、それでもいまだ皇帝アレクセイに絶対の忠誠を誓っている者もいる。

　ジェイドの好きに差配することはできない。

「仕方ない。皇帝の身柄を奪還されることは何としても避けたい。少し予定よりも早いがクラウス、お前の率いる者たちで事に当たれ」

　深々と頭を下げてから出ていくクラウスを見送った後、ジェイドは窓辺に立った。

　窓から見えるシムルグは夜や闇あんの濃さに包まれて、建物の陰影がわずかに分かる程度だ。

　だが、その闇の中で確かにジェイドの意に反する者たちが動いている。

　もちろん、ジェイドのいる場所からその者たちの姿を見つけることなどできるはずもない。だがジェイドは、闇に紛れて動く者たちを見透かしているかのように、寝静まるシムルグの街並みを睨み続けた。
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　シムルグの地下深く。

　皇宮へと続く道を進みはじめてから、結構な時間が経っていた。

「ねえねえ、何だか臭わない？」

　初めに気づいたのはリーノだった。薬師の娘で嗅覚に優れたリーノは鼻をスンスンと鳴らした後、手で押さえる。

「うん、やっぱり臭うよ。これ、死臭じゃないかなぁ？」

「ネズミとかがその辺で死んでるんじゃないか？」

「餌も無いのに、こんな所にネズミが入り込んだりするの？」

「ネズミじゃないなら、迷い込んだ犬とか猫とか？」

「見える範囲に死骸は無いねぇ」

　ロックにそう言いながら、リーノは辺りを探す。

「この臭いって、私たちの向かっているほうから漂ってる気がする」

「やっぱり、何事もなくってわけにはいかないか」

　リーノがそう言った時、通路の先の闇の奥から擦れ合う金属音と足音が聞こえてきた。

　先頭を歩いていたコーネリアと身体を入れ替えたウィンは、魔法の明かりを彼女に渡して剣を構えた。

「何でこの道の事が……」

「もしかしたら、ステイシア姉様が知ってたのかもしれない」

　コーネリアの疑問にレティシアが答える。

　メイヴィス公爵家はレムルシル皇室の系譜だ。その公爵家の第一公女ともなれば、皇宮の隠し通路に関しても何か知っていたのかもしれない。

「狭い場所ですからね。殿下は我々の間に。リーノは殿下の傍に！　ロック、ウェッジは後方の警戒をお願いします」

　ウィンの横に出ようとしたレティシアを押さえて、ケルヴィンがウィンのその更に前へと出る。

「殿下、皇宮までは後どのくらいでしょうか？」

「ええっと……」

「体感ではもう随分近いと思います。少なくとも、もう皇宮の敷地内には入っているんじゃないかと」

　何の標しるべも無い場所では距離感も方向感覚も狂いが生じる。ケルヴィンの質問にすぐに答えることができなかったコーネリアに代わって答えたのはウィンだった。

　幼い頃から帝都中を走り回っていたウィンは、女子寮のあった場所と皇宮までの直線距離、そして歩いた時間などから今いるおおよその位置を予測してみせた。

「なら、こんな狭い所で戦うよりも、一気に強行突破を図ったほうが良さそうですね」

　死臭はすでにウィンたちにも分かるくらいになっていた。

　やがて、明かりが届く範囲に敵が姿を現す。

「……やっぱりか」

　ウィンはその姿を見て小さく呟いた。

　響く足音に漂う死臭。

　そして場所が皇宮という事でウィンは敵の正体についてある程度予想がついていた。

　他の者たちもその姿を見て驚かなかったところをみると、ウィンと同様の見当を付けていたのだろう。

「この人たち、ペシュリカの戦いで命を落とした人だね」

「ああ、死者を冒瀆するなんて……」

　レティシアの言う通り、現れた騎士たちは剣と盾、鎧を身に着けてしっかりとした足取りをしていたが、その顔は青白く生気が無い。

　中には明らかに致命傷となる箇所に矢傷、刀傷の痕を残し、雑に縫い合わせている者もいる。そして身体からはどす黒い靄もやのようなものを漂わせていた。

　ウィンたちは以前、このような亡もう者じやの騎士を見たことがある。

「コンラート・ハイゼンベルクの魔法か……」

　かつて神の魂を、聖女の肉体に降臨させて魔王を倒そうと計画した偉大なる大魔導師。高位存在の持つ力に耐えうる強大な魔力を持った人間を殺し、その亡なき骸がらに高位存在を降ろして操る禁忌の魔法。

　皇宮内に隠れてコンラート・ハイゼンベルクの遺産を研究していた魔導師レイナード・ヴァン・ホフマインは、強い魔力を持つ可能性の高い貴族や騎士を誘拐して殺害し、その魔法を用いて死兵を作り出していた。

　リヨンのサラ・フェルール大聖堂の建設予定地では、レイナードは竜の死体をも操って見せた。

　しかし、破壊神の力の欠片をも降臨させる事に成功したレイナードだが、レティシアの力を流し込まれたウィンと戦って命を落とした。ペシュリカで命を落とした騎士が、再び亡者の騎士となっているならば、コンラート・ハイゼンベルクの魔法を操れる者がレイナード以外にもいる事になる。

「グルゥウオゥアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　最も早はや人の喉から発せられたとは思えない雄お叫たけびを上げて、先頭を走ってきた亡者の騎士が大剣を横殴りに振った。

　その攻撃自体は力任せの大振りだったため、ウィンもケルヴィンもあっさりと躱かわすことができた。

　だが、その攻撃に込められた人間離れした力に、ウィンは戦慄を覚える。

　地下道の石でできた壁が剣によって大きく抉えぐられていた。

　力任せに振り抜いた結果で、そのような剣の使い方をしていればすぐに刃は丸くなってしまい、刃物としては使い物にならなくなるだろう。だが、その驚異的な膂りよ力りよくで振り切られたら、肉は叩き潰され骨は砕け散るに違いない。

「当たればの話ですけどね」

　素早く間合いを詰めたケルヴィンが、振り回される刃を搔い潜ると、鎧の隙間を狙って切りつけた。狙いは肩の関節だ。

　肩の所から切り飛ばされた亡者の騎士の右腕は、自身が剣を振り回した勢いもついて飛んでいき、天井にぶつかった後で床に派手な音を立てて転がった。

「皇宮まで一気に切り拓く！　行くよ、レティ！」

　ウィンとレティシアがケルヴィンに続いて突入していく。

　亡者の騎士は次々と、生前には無かった人間離れした力と速さで襲い掛かってきたが、ウィンたちはことごとくそれを斬り捨て、薙ぎ払い、打ち倒した。

　ケルヴィンが風の魔法を纏わせた刃で、鎧もろとも亡者の騎士の腰を両断して見せれば、ウィンは肩や肘の関節を切り飛ばす。そしてレティシアが峻烈な速さで剣を振るって鎧を斬り裂き、手足の腱を断つ。腱を切られてはどんなに馬鹿げた膂力を誇ろうと、手足を動かすことができない。

　腕の腱を切られて剣を取り落とした亡者の騎士が、コーネリアに体当たりを敢行しようとして、ウェッジに行く手を阻まれた。

　亡者の騎士たちは打ち倒されても戦意を衰えさせることもなく、次から次へと襲い掛かってくる。

「やっと、後宮か！」

　ウィンの目に階段が見えた。

　上から明かりが差し込んでいるのが見える。

　亡者の騎士たちと戦い続けているため、少しずつ疲労を覚えつつあったが、見えた光に気力を奮い立たせて、一気に亡者の騎士たちの群れを突き破り階段を駆け上がった。

「ここって練武場か！」

　階段を昇った先は、ウィンにも見覚えのある場所。

　皇宮内にある練武場だった。

　皇宮内では宮廷魔導師団が管理する区画、魔法医達が詰める医務室といった一部例外の区域を除いて、魔法を妨害する結界が張り巡らされている。敵の侵入や攻撃などの工作を防ぐためなのだが、ここ練武場では魔法も使用できるようになっている。そのため、皇宮内で皇族を警護する近衛騎士団も鍛錬するのによく使う。だが、さすがに深夜のこの時間に鍛錬する近衛騎士はいなかった。

　しかし──。

「何の騒ぎだ！」

「侵入者か！」

　戦闘の気配に気づき、警備に巡回していた近衛騎士や兵士たちが集まってきた。

「やばいよ……増援来ちゃったよ!?」

　コーネリアに伸ばされる亡者の騎士の手を剣で払はらい除のけ、リーノが悲鳴混じりに言う。

「全力で蹴散らす？」

　レティシアがウィンへ確認を取るように言う。

　その言葉どおり、レティシアはここまでの戦いでかなり手加減をしている。

　レティシアが魔力を全力で使って戦えば、この場にいる者たち全てを塵と化する事もできる。皇宮だって吹き飛ばすことも可能だろう。

　ただ、亡者の騎士を吹き飛ばすのは良いとしても、生者である近衛騎士を相手にレティシアが本気で命を奪う戦い方をしても良いものか、ウィンは迷った。

　だが、ウィンが迷っている間に近衛騎士たちは練武場に続々と集まってくる。

「これは……」

　近衛騎士たちの前で繰り広げられる激しい戦闘。

　片方は生気を感じられない顔色をし、見慣れぬ顔ばかり。だが、なぜか彼らは皆レムルシル帝国西方面騎士団の制服に鎧を身に着けている。そして、戦い方を見てみれば皇宮への侵入を阻もうとしているように見えた。

　ということは、本来ここにいてはならないはずの西方面騎士団の連中だが、彼らが友軍なのだろうか。

　そう思った近衛騎士団に所属する一人の隊長の目に、侵入者と思われる少数の者の間にいる人物の姿が映った。

　コーネリア・ラウ・ルート・レムルシル。

　レムルシル帝国第一皇女の姿。

　コーネリアの姿を認めた時、その近衛騎士団隊長はその場にいる近衛騎士と兵士たちに命令を下した。

「全近衛騎士隊、兵士たちよ！　聞け！　我らは皇族の剣であり盾である！　皇女殿下に刃やいばを向けし不ふ逞ていの輩を決して許すな！」

「総員抜剣！　全軍突撃！」

「「「おおおおおおおおお!!」」」

　勇ましい吶とつ喊かんの声と共に、亡者の騎士たちへ近衛騎士たちが襲い掛かる。

　近衛騎士たちの事を完全に眼中に入れていなかった亡者の騎士たちは、背後からの猛攻撃にあっという間に陣形が崩されていく。

「近衛騎士団……いったい、どういう事なんだよ？」

　肩で息をしていたロックがボソリと漏らす。

「殿下！　殿下！　ご無事でありますか！」

　近衛騎士団の乱入に戸惑っているウィンたちの元へ、亡者の騎士たちの包囲網を部下たちと共に斬り裂いた一人の近衛騎士隊長が辿り着いた。

「あなたは……」

「近衛騎士団第六中隊長、カイラム千騎長であります」

　カイラムと名乗った近衛騎士隊長は、亡者の騎士の攻撃を部下と協力しつつ盾で防ぎながら名乗る。その背中にコーネリアは声を掛けた。

「カイラム千騎長。救援を感謝いたします。ですが今の私はノイマン兄様より偽者と断じられた皇太子殿下に味方をしている者です。私に味方をすれば、あなたの立場を悪くするのではありませんか？」

　コーネリアの問いかけに、戦いを部下に任せたカイラム千騎長は振り返ると、その場に跪ひざまずき頭を垂れた。

「殿下。我ら近衛騎士の使命は皇族方をお守りすること。第一皇女をお守りして、何を咎め立てされる事がありましょうか」

　そして声に出しては言わなかったが、カイラムは心の中で呟いた。

（間違いなくコーネリア皇女殿下だ。そして勇者様とウィン従士の姿もある。この得体の知れない輩はノイマン皇子とクライフドルフ侯の手勢だろうが、コーネリア殿下がその手勢に襲われているのならば、皇太子殿下が偽者だというノイマン皇子の主張は疑わしい。いや、もはや噓と決めつけてもかまわないだろう。ならば、我らはコーネリア殿下にお力を貸すのが使命だ）

　カイラム千騎長は、従士となったウィンがこの練武場で鍛錬をしていた事を知っていた。

　そして今、この場で戦っている若い近衛騎士の中にはウィンと剣を交えた者もいる。彼らもまた、コーネリア皇女を守るウィンたちに手を貸すことに異存は無いようだ。

「ありがとう、カイラム千騎長。あなたの忠義の心に最大限の賞賛を」

「皇女殿下にそのようなお言葉を頂けるとは──光栄の極みにございます」

　そう言うと、カイラムは立ち上がる。

「殿下は陛下にお会いになることをお望みとお見受けいたしました。この場は我らにお任せを！　殿下はご自身の役目を果たされよ！」

　そしてカイラムは剣を抜き放つと、天に真っ直ぐに突き上げて叫んだ。

「聞け！　我が近衛騎士団、そして兵士たちよ！　高貴なる皇女殿下の為に剣を振るうは騎士の、兵士の、武人の本懐である！　命を惜しむな！　名を惜しめ！　皇女殿下に我らの武勇を存分にご覧いただこうぞ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　近衛騎士たちから発せられる凄まじいまでの高揚感。

　その士気の高さにウィンたちは瞠目する。

　そして、亡者の騎士たちと近衛騎士団は激しく衝突した。
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　鎧を着込み剣を身につけた姿で、ジェイドは颯爽とした足取りで歩く。

　向かう先は謁見の間。

　謁見の間の大扉を開けた正面の、数段高くなった場所に、黄金と宝玉をあしらって眩まばゆく輝く玉座がある。

　このレムルシル帝国を支配する皇帝だけが座することを許された玉座。

　この玉座の奥に通路があって、皇帝の居室がある。

　皇帝が臨席する御前会議にでもなれば、この広い謁見の間が宮廷に務める官吏、武官、そして上級貴族たちで埋め尽くされるのだが、今は誰一人いない。

　いや──。

「おお、ここにいたのか」

　騒々しい足音がしてノイマンが姿を現した。

　寝室で眠っていて騒ぎに気づいたのか、寝間着のままだ。

「これはノイマン殿下」

「何やら騒がしいが……何かあったのかね？」

「どうやらネズミが潜り込んだようにございます」

「ネズミ？　この皇宮にかね？　盗賊か何かか？」

「アルフレッド殿下の手勢ではないかと思われます」

「あ、兄上の手勢だと!?」

　アルフレッドの名前を聞いた途端、ノイマンの顔からさあっと血の気が引いた。

「兄上の、兄上の手の者がこの皇宮に……。それは私の命を狙っているのか？」

「いえ、恐らくは皇帝陛下の身柄確保が第一の目的ではないかと思われますが……」

　途端にガタガタと震え始めるノイマン。

「だ、大丈夫であろうな？　ジェイド。父上と我が身の安全を最優先に頼むぞ」

　自分が何かの問題に直面した時には、周囲が解決するのが当然だと考えるノイマン。

　そんなノイマンに冷ややかな視線を送ると、ジェイドは無言で玉座に至る階段の真下まで歩み寄って玉座を見上げた。そしてまるで何かを摑むように手を伸ばしかけて──戻すとその手を見つめる。

「ジェイド？　……一体どうしたというのだ？」

　その問いにも答えずに、ジェイドは思考を巡らせる。

　ジェイドにとってノイマンは、アルフレッド殺害の罪を被ってもらうためだけの存在だ。

　暗殺には失敗したものの、エルツに姿を現したアルフレッドを偽者であると宣言させてしまえばもう用済みの存在。機会を見て、この憐れな皇子には消えてもらうつもりだった。

　そして両皇子の始末を終えた後に、第一皇女コーネリアを伴侶に迎え皇位の正当性を訴える。

　クライフドルフ侯爵家のライバルとなり得たレインハート侯爵家を追い落とし、更にはコンラート・ハイゼンベルクの遺産を研究するため力を借りたペテルシア王国は、研究の完成を見たことで後々その影響を排除できるはずだった。

　ジェイドの企てが全て成功していればの話だった。

　誤算があった。

　その全ての計画に、ある男のせいで狂いが生じてしまった。

　大広間の扉の向こうから足音が聞こえて来る。

　真っ先に中へと飛び込んできたのは、汚れてしまってはいるが白い制服を着た騎士。

　平民出身の彼は、横に黄金の美しい髪をたなびかせる少女と並んで、黒髪の気品に溢れた少女の前に立っていた。

（そうだ。俺の歩いている道の先に、いつもこの男がいたのだ）

　ウィン・バード。

　貴族出身の騎士と平民出身の騎士。

　シムルグ騎士学校の入学式で出会った二人が、レムルシル帝国の謁見の間で対峙を果たした。




　シムルグ騎士学校に入学し、初めて学生同士で模擬戦を行った際、ジェイドは魔力も少なく学力も他の生徒に遅れていたウィンを嘲り、勝負を挑んだ結果敗れた。

　恥を掛かせてくれたウィンが勇者メイヴィスの幼馴染と知り、意趣返しも兼ねて彼女を手に入れるための策謀を働かせれば、逆に皇帝や貴族の面々の前で跪かされる屈辱を味わわされた。

　それ以後も、帝国領内に引き込んだペテルシアの騎士たちを破り、ジェイドが帝国を乗っ取る際に切り札とするべく出資していたコンラート・ハイゼンベルクの遺産の研究も邪魔された。

　そして今も勇者メイヴィスとは反対側に、皇女コーネリアが立っている。

　帝国で最も権勢を振るうクライフドルフ侯爵家の公子で、何一つ己の思い通りとならないものは無かったジェイドが、最後まで手にする事のできなかったものを享受する平民。ジェイドにとってウィンは、自分が手にできなかったものを全て手にした男だった。

　そしてジェイドの策謀をことごとく潰し、今ジェイドを睨みつけて歩み寄ってくる。

　ジェイドにとって、取るに足らないと思っていた平民の少年が──。

　それはジェイドが初めて味わう耐え難い屈辱だった。

　謁見の間に入ってきたウィンたちは、恐らくその奥に続く皇帝の部屋を目指していたのだろう。

　だが、その謁見の間にジェイドとノイマンの姿を見出し足を止めていた。

　ノイマンもまた、コーネリアの姿を見つけるとウィンたちを恐る恐る見回しながら、下手に出た口調で話しかけた。

「おお……コーネリア、いつの間にか皇宮から姿を消していたそなたの事を、この兄は心配していたぞ。この無礼な者たちは何なんだね？」

「彼らは、アルフレッド兄上の命を受けた私と行動を共にしている者たちです」

「アルフレッドだと……？」

「ノイマン兄様、それからクライフドルフ侯爵公子ジェイド。投降してください」

「兄に向かって投降しろだと？　妹とはいえ皇子であるこの私に何という言い草か！」

「すでに帝都中の重要な拠点は、私の味方の騎士たちが制圧しています。直じきにこの場へも駆けつけるでしょう。勝敗はすでに決しようとしているのです。これ以上の戦いは、要らぬ犠牲を増やすだけ……。降伏しアルフレッド兄様の裁きを受け入れてください」

「おお……コーネリア、我が愛しき妹コーネリアよ。そなたは、そこにいる下賤の者たちに騙されておるのだ。アルフレッドは死んだのだ。エルツにいる奴は偽者なのだ。私の言うことが真実だということは、ここにいるジェイドが保証してくれておる。ジェイドはな、いずれは私が皇帝の座に就く事を全力で支援してくれるとも約束をしてくれておるのだ。さ、コーネリア。腹違いとは言え、お前は私の可愛い妹なのだ。良い子だからこれ以上私を困らせないでくれ」

「ノイマン兄様……私がそのような言を受け入れるとお思いですか？　私とアルフレッド兄様は同じ血を引く身。私が兄上を見間違う事はありません」

　コーネリアは悲しそうに首を横に振って見せた。それからおどおどと周りを忙しなく見回すノイマンに、言い募っていく。

「そのような戯たわ言ごとを一体誰に吹き込まれたのです？　ノイマン兄様はこれまでアルフレッド兄様とも仲良く過ごされてきたではありませんか」

　コーネリアの記憶では、この騒乱が起こるまでにアルフレッドとノイマンが殊更対立するような事は無かった。

　皇太子として擁立されたアルフレッドは、政治に関心を示さない皇帝アレクセイに代わって政務に励む一方で、他の皇族方が何をしようとも、余程度が過ぎたことでもしない限り黙認していたのだ。

　ノイマンのことも母方の親族に便宜を図ってやり、感謝されることに満足する程度の人物とみなしていたのだ。

「そ、それは……ア、アルフレッドの奴はきっと、皇帝となれば他の兄弟を臣籍に降す。そうなれば奴は私を殺すに違いないからだ」

「アルフレッド兄様がノイマン兄様を殺す？　一体どうしてそのようなお考えになられたのです？」

「し、仕方ないだろう!?　私は奴の弟なのだから。奴にとって皇族の血を引く男は、自分の地位を狙う敵なのだ。そうだろう!?　なら、先に手を下すしかないではないか！」

「何を馬鹿な……。兄弟で権勢を争っていたならばともかく、アルフレッド兄様とノイマン兄様は別にそのような関係には無かったでしょう？　それなのにわざわざいたずらに事を起こしてどうするというのですか！」

「それは……」

「政敵でもない皇族を臣籍に降してどうするのです？　ノイマン兄様のガウナヘルツ家は元は子爵家だったとはいえ、古き家柄の名門貴族。そして今や伯爵家です。せっかくの皇族と貴族の血のつながりを断つような愚かな真似を、アルフレッド兄様がなされると思われますか？」

「そ、それは……」

　コーネリアにそこまで言われて、ノイマンはようやく己の甚はなはだしい勘違いに気づいた。

「では……アルフレッドは……兄上は、私の排除など考えていなかったという事なのか？　ジェイド、そなたの言っていた事……、私が貴族の旗頭として力を付けるのを恐れ、皇籍を剝奪するだろうという言葉は偽りだったのか」

「いえ、偽りなどではありませんよ」

　そう言うとジェイドは、ノイマンに冷ややかな視線を向けた。

「物事には幾つもの捉え方があるというだけの話です。私が殿下にお話ししたような状況に陥る可能性が無いわけではない。殿下が政務に興味を示し、玉座へと興味を示せば、場合によっては私の話した未来が訪れた可能性もある。ただ現状では、コーネリア殿下の仰おつしやられる未来のほうが、私の予想する未来図よりも余程現実的であったというだけの事です」

「ノイマン兄様。アルフレッド兄様は、確かに一部の貴族の力が強まるのを懸念されていました。ですが、それならばより一層、私たち皇族同士が結束し、その血の繫がりを強めて帝国を纏め上げようと考えるのが当然なのではありませんか？」

「そん……な……では、私は……」

　ノイマンは己のしでかした事に気づき、愕然としてその場に崩れ落ちた。

「ノイマン殿下。ありがとうございました。殿下には本当に感謝しています。あなたのお名前のおかげで私は、貴族を纏め上げ、そして帝国内部を大きく乱すことができましたよ」

「あ、ああ…………」

「これでどちらが勝利を収めたとしても、帝国には血の粛清が行われる。軍は内戦で消耗し、国力は大きく削がれる」

　その隙を虎こ視し眈たん々たんと狙うペテルシア王国が、見逃すはずもない。

　そしてジェイドは打ちひしがれるノイマンを見て嗤わらう。

　レムルシル帝国とペテルシア王国は、いずれ戦争となるはずだった。

　魔物領と接していなかったペテルシア王国は、対魔大陸同盟軍や戦争中の国に物資を売る事で豊かな富を築き上げて来た国だ。

　だが戦後、対魔大陸同盟軍は解散し、各国も軍備の縮小を図り始めてしまい、ペテルシア王国では物資が余る状態となってしまった。

　今までのように物資を売り捌けなくなったペテルシア王国は、戦争で蓄えた富を自国の軍事力の強化に注ぎ、周辺諸国へ侵攻を開始した。戦争で経済を回そうという考え方だったが、それに加えて港が欲しかった。

　内陸の国家であるペテルシア王国には海が無い。

　魔物との戦争が終わって、海沿いに面した列強諸国は海路による貿易で富を稼ぎ始めている。それは、経済に逼ひつ塞そく感かんを感じ始めたペテルシア王国にとって、否応のない危機感を覚えさせた。

　貿易によって国力の差が決定的になる前に、ペテルシア王国は海を手に入れるために帝国へ戦争を仕掛ける必要があったのだ。

　この度の内乱で帝国は著しく国力を削がれてしまった。そしてこれから戦後処理のため粛清で、更に国力を弱めるだろう。

　勢いに乗るペテルシア王国の侵攻に、帝国は疲弊し、民は甚大な被害を被るに違いない。

　それが母の命を使い捨てた帝国に対するジェイドの復讐だった。




「さて──」

　用済みとなったノイマンから目を離したジェイドは、ウィンへと向き直る。

「覚えているか？　俺とお前が初めて会った時の事を」

「初めて会った時？」

　ウィンとジェイドが初めて顔を合わせたのは、シムルグ騎士学校の入学式の時だ。

　ジェイドはウィンに絡んだ取り巻きの少年たちを抑えると、表面的にはにこやかな微笑みを浮かべて握手を交わしたのだ。

　しかし、その顔に浮かべた微笑みは作ったものだった。目は笑っておらず傲慢さに溢れて、ウィンを見下すように見つめていた。

　そしてこう言ったのだ。

『この伝統あるシムルグ騎士学校は、貴様のような平民がいていい場所ではない。身の程を知れ』

　ジェイドは大きくため息を吐いた。

「貴様のような平民が伝統ある騎士学校に通い、この俺と同窓である。その一点だけでも俺にとっては恥辱でしかない。そればかりか貴様は身の程知らずにも、この高貴な血統の者だけに許されるはずの謁見の間に立っている」

「俺は騎士になりたかっただけだ。そして周囲の人たちがそんな俺を押し上げてくれて、今お前の目の前に立っている」

　ウィンの返答を聞きジェイドは小さく鼻で笑う。

「投降しろジェイド。お前の亡者の騎士は近衛騎士たちが抑えている。もうお前の味方がここへ駆けつける事はないんだ」

「投降、か。それは勝者が敗者へと告げる言葉だな。だが俺の野望はまだ、全てが潰ついえたわけではない」

「この期ごに及んで何を……」

「俺と一対一の勝負をしろ、ウィン」

　ジェイドは左手に盾を持ち右手に剣を構えた。

「勝負!?」

　ジェイドに剣先を鼻先に突きつけられて戸惑うウィン。

「クライフドルフ公子閣下。ウィンと勝負されるのは自由ですが、たとえあなたが勝利を収めたとしても、最早あなたに逃げ場はないですよ？」

「それはどうかな？」

　最後尾について部屋へと入ると口を挟んできたケルヴィンに対し、ジェイドは余裕のある態度で嗤ってみせた。

「従士隊副長のケルヴィン……かつてはザウナスの配下で千騎長を務めた男だったな」

「今は十騎長ですがね」

「帝国の支配者となる野望はどうやらここまでのようだが、俺にはまだもう一つの目的がある」

「もう一つの目的……？」

「我が母の命と祖国を奪った帝国そのものに対する復讐だ！」

　叫ぶと同時にジェイドはウィンへと斬りかかった。

　ジェイドの剣の腕は、ウィンがこれまで剣を交えてきたレティシア、ラウル、ミトに比べると、比較にならない程劣っている。だが、気迫だけなら彼らに劣らぬものがあった。

　魔力で強化されたジェイドの腕力はウィンを上回っているので、剣を合わせずに一歩引いて躱す。そしてジェイドの剣を叩き落とそうと、剣の根本を狙って自身の剣を振るった。

　ジェイドはその斬撃を──避けるどころか踏み込んできた。

　左腕の盾を前にかざしてウィンの剣を受け止め、力いっぱい突き出すようにして押し返す。

　力で勝るジェイドにウィンは弾かれるように後ろへと飛ばされた。

「ウィン！」

「大丈夫だ」

　声を掛けたロックにそう叫び返すと、すぐに剣を構える。

「懐かしいな、平民。俺とお前は一度こうして見まみえたことがある」

「騎士学校で初めて模擬戦の授業をした時か？」

「あの試合で、俺は生まれて初めて他人に負けるという屈辱を味わった。あの時の借りを返させて貰おう！」

　再びジェイドが剣を突き出す。

「お兄ちゃん！」

「邪魔をするな、勇者！」

「レティ！　手を出すな！　俺が一人で相手をする！」

　ジェイドの突き出した刃を素早くさばいて、ウィンが間合いを詰めようとするが、そうはさせじとジェイドは盾を巧みに操ってウィンから距離を取る。

『我、火の理を識りて、炎弾となって穿うがて！』

　更に、幾つもの火球を天井近くに生み出してウィンの頭上を襲う。その攻撃にはたまらずウィンも追撃を諦めて、一度間合いを大きく取った。

　再び、ジェイドは左腕の盾をウィンに向けてかざし剣を構える。

　二人は動きを止めた。

「ジェイドが……こんなに強いなんて」

　息詰まる攻防が一度止まった瞬間、ほうっと息を大きく吐いたロックが驚きを隠しきれない声で呟いた。

「確かに騎士学校じゃあ、ジェイドが主席だったけど……」

　騎士学校で常に主席。そして飛び級で正騎士となったジェイドの成績には、侯爵公子という身分による贔屓ひいきが混じっていたのではないかと思っていたのだが、今のジェイドの戦い方を見てそうではない事を悟った。

　確かに多少の贔屓はあったかもしれないが、ジェイドは主席として十分恥ずかしくない実力の持ち主だった。

「意外だったか？　俺があっさりと平民に倒されないことが」

　ロックの呟きが聞こえたのか、ジェイドがそう言って嘲るような視線を送った。

「この俺がどれだけの間、あの敗北を味わった瞬間を思い出していたか貴様にわかるか？　それこそ夢に見るまでに、奴の、平民の剣筋が、俺の頭に焼き付いて離れなかったんだ！」

　ジェイドは歯を食いしばると盾ごとウィンへと突っ込んでいった。まるで体ごとウィンにぶつかっていったような感じだ。そして躱そうと身を翻すウィンが動く先へ、盾の陰から剣を鋭く突き出す。だが、その刃はウィンの髪をかすっただけだ。

「くそっ」

　ジェイドが小さく舌打ちする。

　そして再び盾を前にかざして、ウィンに正面から相対した。

　攻めあぐねているウィンを、レティシアが心配そうな表情で食い入るように見つめていた。

　その横顔を見た時に、ケルヴィンはジェイドの真の狙いに気づく。

（そうか……そういう事でしたか）

　それはケルヴィンがロイズと食事を共にした時に聞いた話だ。

　アルフレッドがある時、ロイズに、レティシアに勝つにはどうすればよいかと聞いたらしい。

　その時ロイズは何もしないと答えたと言う。

　何もしなければ、勇者も人である以上いずれは死ぬ──と。

　そしてもう一つ、待つ事ができないのであれば、と次善の策をアルフレッドに示した。

　心の拠りどころを奪い、精神的に殺し、その上で本懐を遂げたと思わせれば、後は自殺か何かで勝手に死んでくれる──と。

　ジェイドの目的の一つが帝国への復讐として、この詰んだ状況でもまだ彼の望みを叶える方法があるとしたら、この戦いでウィンを殺す事なのだ。

　つまりレティシアの心の拠りどころを奪い取る。

　ケルヴィンの目から見ても、レティシアはウィンに全身全霊で依存している。

　ウィンを殺せば、すぐにでもジェイドはレティシアの手で殺されるだろう。しかし、果たしてジェイドを殺しただけでレティシアの怒りと憎悪が収まるだろうか。

　心の拠りどころを失ったレティシアの、激しく燃え盛る怒りと憎悪の矛先は、その死の原因となった帝国にも向けられるかもしれない。

　そうなれば、帝国は為す術もなく滅ぶ。

　その考えに至った時、ケルヴィンはゾッとした思いに囚われた。

　細い目を見開き、思わず傍らで戦況を見つめるレティシアを見る。

「大丈夫だよ、お兄ちゃんは負けない」

　その時、レティシアがケルヴィンの思考をまるで読んだかのようなタイミングで呟いた。

「お兄ちゃんが負けるはずないよ」

「ええ、ウィン君は必ず勝ちます」

　胸の前で祈るような形で手を組んだコーネリアもそう呟く。

　帝国で最も高貴であろう少女二人の視線は、一心にウィンへと注がれている。

「お兄ちゃん。女の子二人がお兄ちゃんの勝利を信じているのに、負けるわけにはいかないよね？」

　レティシアの呟きに答えるかのように、ウィンが気合の声を上げた。

　そして、床を蹴ってジェイドに向かって突進する。

「正面から突っ込んでくるとは！」

　ジェイドが左腕の盾でウィンの斬撃を受け流そうとする。それから反撃として剣を突き出すつもりだった。

　ウィンの剣の位置を確認して、そして来るはずの刃の軌道を予測して盾をその軌道上に置く。流れるようなジェイドの動作。その動作の間のほんの僅か、瞬き程の時間だけジェイドの視線が自身の動かした盾で遮られた。

　そして──。

（ウィンがいない!?）

　盾の陰から視界が戻った時、ジェイドはウィンの姿を見失っていた。

　探さねばと思う暇も無く、ウィンの刃が右手側から鋭く突き出されジェイドの腹を貫いたのだった。

「がはっ……」

　腹を貫かれた痛みよりもまず胸が熱くなって、口の中に鉄錆の味が広がる。そしてジェイドはゴボリと、大量の血を吐いた。

　一歩、二歩と力なくよろけると、剣を杖代わりにして倒れるのをこらえようとしたが、そうすることもできずその場に膝をつく。

　そして幾度となく咳き込むと、血の塊がその都度謁見の間を汚した。

「また……俺の負けか……」

　荒い息を吐きながら呟きジェイドは仰向けに寝転がった。

　ウィンが自分を戸惑ったような表情で見下ろしているのが見える。

「恐らくは……父上も……勝てないだろう。平民……いや、ウィン……だったな。対魔……大陸同盟の解散で……各国は持てる力を向ける場所を失った。戦争は破壊を撒き散らすが、莫大な富を生み出す面も持っている」

「おい、ジェイド。喋るな」

　ウィンが呼び掛けるその横にコーネリアがしゃがみ込み、治癒の魔法を掛けようとする。

　しかし、ジェイドはその手を摑むと治癒魔法を拒んだ。

「今度は富を得るために……各国は持てる力を解放するだろう。世界は再び戦乱に包まれる。帝国へは、まずペテルシアが来るだろう。この度の騒乱の爪痕が癒えぬうちに大軍で……。その時、疲弊した帝国の国力でどうやって戦うか……貴様がどうするのか……俺は死んでも見て──」

　弱々しく咳き込んだジェイドは、小さく唇を歪ませるようにして笑い──。

「は……は……うえ……」

　口元に耳を寄せなければ聞こえないほどの微かな声。

　それがジェイドの最後の言葉となった。




　この内乱の首謀者の一人と目もくされていたジェイドが息を引き取った。

　ウィンたちがそれぞれ、ジェイドの最期に、多かれ少なかれ衝撃を覚えているうちに、ただ一人、ある人物が、その場にいた全ての者たちから存在を忘れられかけていた。

　ノイマンだ。

「どうすれば……。私はこれから先……、どうすればいいのだ……」

　その問いに答えてくれる者は、この場に誰もいない。

　これまで自分を利用していただけだったとはいえ、それでも次々とやるべき事を考えてくれていたジェイドは死んでしまった。

　もうこの場でノイマンに何をすれば良いのか教えてくれるものは誰もいない。

　ただ、ノイマンの頭でもわかっている事は、この内乱を引き起こした人物として、このままアルフレッドの前に連れ出されれば、間違いなく死を与えられるという事だった。

（そうだ……父上。父上にとりなして貰えば、あるいは……）

　ジェイドを殺され後ろ盾を失ってしまったノイマンにとって、命を永らえる最後の手段は、皇帝である父アレクセイに頼み込み、アルフレッドに取り成して貰う事。

（俺は悪くない。そうだ！　俺は騙されていただけなのだ。騙されてアルフレッドが偽者だとして、この内乱を起こしてしまったのだ。俺は悪くないのだ！　悪いのは俺を騙したジェイドと彼の父クライフドルフ侯だ！　父上にそう申し上げて、アルフレッドにそう伝えてもらおう。俺は悪くないのだ、と。そう、話せばわかるはずだ！）

　いまだ、ジェイドの亡骸を囲んでいるウィンたちに気づかれぬよう、足音を忍ばせて、少しずつ玉座のある階段へと近づいていく。

　玉座の裏には皇帝の居室へと続く廊下がある。

　そこに入れるのは、限られた者だけ。

　この場でそこを通る資格があるのは、コーネリアだけだ。

（この場はひとまず、父上の所に匿かくまってもらおう。コーネリアだけなら、何とでもなる）

　そう思い、さしあたってはこの場から逃げ出すために階段へ足を一歩掛けた時──。

「それ以上足を踏み出すではないぞ、ノイマンよ。貴様に、この玉座への階段に足を踏み出す資格は無い」

　その低くも力強い声は、謁見の間全体に響き渡る。

　いつからそこにいたのか。

　ノイマンが、そしてウィンたちがその声に驚いて視線を上げた先に。

　謁見の間の最も奥、黄金と宝玉で装飾された玉座には、レムルシル帝国第十七代皇帝アレクセイ・ラウ・ルート・レムルシルが座り、一同を見下ろしていた。
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「ち、ち、父上！　た、た、たす、助けてください！　わた、私はクライフドルフ侯に騙されていただけなのです！　私が悪いわけじゃない！　最初から利用されていると知っていれば、私は兄上が偽者だと宣言することは無かったのです。だってそうでしょう!?　私とアルフレッド兄上は仲が悪かったわけじゃない。むしろ私は兄上を尊敬していたのです。そうだろう!?　コーネリア！　そなたからも言っておくれ！　私は兄上と決して対立するつもりは無かったのだと」

　ノイマンは凄まじい早口で喚き散らし、アレクセイに縋すがり付つき、自分の無実を訴えようと、玉座に続く階段を駆け上がろうとした。

「黙れ！」

　その足を止めたのはアレクセイの怒声だった

「ノイマン、貴様にこの玉座に至る階段を昇る資格は無いと言ったはずだ」

「あ……ああ……」

　アレクセイの一喝にノイマンはよろめき、無様にもその場で尻もちをついた。

　そんなノイマンを一瞥すると、すぐに興味を失ったかのようにアレクセイはウィンたちのほうへ目を向ける。

　それから不機嫌そうな声音で口を開いた。

「何をしている。余の前にあって、何故許しも無く頭を上げる」

　アレクセイの低く静かな声が謁見の間に響く。

　弾かれたようにウィン達は慌ててその場に膝をついて、顔を伏せた。

「ほう、しばらく姿を見ぬと思えば勇者殿と一緒だったかコーネリア」

　この場にいる者たちでただ一人、頭を垂れていない人物レティシアに気づいたアレクセイは、ウィンたちに並んで跪き頭を垂れる娘へと声を掛ける。

「なるほど。勇者殿と一緒だったのならば、この顚末にも頷けようというものだ」

　その言葉にコーネリアは驚き、思わず顔を上げてしまった。

「陛下。まさか陛下は、これまでの経緯を全てご存知で……」

　それからアレクセイの許しも得ず頭を上げてしまったことに気づき、慌てて再び顔を伏せた。

「申し訳ございません。お許しも得ず、頭を上げてしまったばかりか発言までも……」

「良い。それよりも余が全てを知り得ている事に何を驚く事がある。この国は余の物、余の庭ぞ。余の持ち物の中で、未熟な雛鳥たちが騒ぎ立てているのだ。知らぬはずもあるまい？」

　そう言うとアレクセイはカツンと手に持った王おう笏しやくで床を突く。

「さて……ノイマン、そしてコーネリアよ。見たところでは、この争いに勝利したのはコーネリアのようだが、余の見立てに間違いはないか？　勝者にのみ発言を許す」

　勝者にのみ発言を許すという言葉を聞きコーネリアが顔を上げ、ノイマンは顔を伏せたまま悔しげに小さく呻き声を上げた。

「はい。その前に陛下。一つ訂正を。私はアルフレッド皇太子殿下の命で、この場へ遣わされました。陛下には私を皇太子殿下の代理の者として、お考えいただきたく存じます」

「ならば皇太子の代理人としてのそなたへ命ずる。この度の争乱について、そなたが見知り置いたもの全てを話すが良い。人ひと伝づてに聞いた話ではなく、当事者からの話を余は聞きたいのだ」

　ザウナス元将軍がクーデターを起こした際、クライフドルフ侯はその状況を利用して軍閥のライバル関係にあったレインハート侯の公子を殺害。その後、ペテルシア王国との国境での小競り合いで、クライフドルフ侯がペテルシア王国に通じていた疑いがあった事、禁忌とされたコンラート・ハイゼンベルクの遺した魔法研究に資金を提供していた事など、コーネリアは自身が見知りおいたものを次々と話していく。

　そしてコーネリアの話が、リヨン王国親善訪問団が襲撃を受け、エルツへと落ち延びたアルフレッドがノイマンによって偽皇太子であると断じられた時の事に及んだ時。

「陛下！　陛下に申し上げます！　コーネリアが申していることは、一方向から見た言い分でしかございません！」

　堪たまりかねたようにノイマンが顔を上げて叫んだ。

「確かに私はエルツに現れた兄上の事を偽者だと断じました。しかしそれは、クライフドルフ侯がそのように私に教えたからです。兄が本物だという証拠があったなら、私がそのような事を言う事はありませんでした！」

「黙れ」

「しかし、陛下！」

「黙れと言ったぞ、ノイマン。そなたに発言を許した覚えは無い」

「お、お許しを陛下。ですが、私は……」

「ノイマン。確かにそなたの言うように、コーネリアの言い分は一方向から見たものでしかないであろう。だがな、ノイマン。そなたは敗北した。歴史上、敗者に発言権が与えられた例ためしは無い」

「うぐっ……ぐっ……」

　何も言い返せずにその場で呻くしか無いノイマン。そんな兄の姿を、コーネリアは気の毒そうな表情を浮かべて見つめている。それからコーネリアはアレクセイが自分を見ていることに気づき、はっと我に返った。

「陛下。それでは話の続きを……」

「いや、もう良い。それよりもコーネリアよ、そなたは敵であった兄の事を気の毒に思うか？」

「はい、いえ、それは……」

「ならば覚えておくがいい。コーネリアよ。そなたに流れるレムルシルの血とその血に連なる一族は、常に勝者として在り続けた。我らレムルシルの名は、常に勝者で在り続けた者こそが名乗り続ける事が許される。故に余は勝者であるそなたと皇太子を賞賛し、余の庭を騒がしめたことを全て許そう。だが、そこにいる男はそなたと皇太子に負けた。レムルシルの名を名乗る資格は無い」

　その言葉を聞き、ノイマンは顔を伏せたまま愕然としていた。

　レムルシルの名を名乗る資格は無い、と言った皇帝の一言は、ノイマンが皇籍を剝奪される事、そしてアレクセイにノイマンを庇う意思は無いことを示している。

　ノイマンの身体がおこりのように震え始め、そしてやがて口から泡を吹き白目を剝いてその場にひっくり返ってしまった。

　余りにも無様にノイマンがひっくり返ってしまったので、ウィンたちは思わずノイマンの身体を助け起こそうと動きかけてしまった。それを、危ういところで踏み止まる事ができたのは、アレクセイがウィンたちに話しかけてきたからだ。

「その男の事は放っておけ。余との接見が終わった後にでも、何処へなりと好きに連れて行くと良いだろう。最早その男に、我が一族に名を連ねる資格は無いのだからな」

　アレクセイはもう、ノイマンの名前すら呼ばなかった。

　その頃には皇宮内の騒ぎを収めた近衛騎士たちが、謁見の間へ駆けつけてきた。

　玉座に皇帝の姿がある事に気づいて敬礼し、広間の壁際で控えた。

　皇帝の身辺を警護する近衛騎士は、その職務から謁見の間でも膝をつくことは免除されていた。

「さて、コーネリアよ」

「はい、陛下」

「余の庭の中へリヨンの王太子とその軍が紛れ込んでおる」

「兄、皇太子殿下はラウル王太子殿下と誼を結び、支援を頂きました」

「ふむ……だが、余はリヨンの軍が余の庭に土足で踏み入ることを許した覚えは無いぞ？」

「いえ、でもそれは……」

　確かにアルフレッドとラウルの同盟はアレクセイの与あずかり知しらぬ事だ。だが、普段からアレクセイは政務に興味を示さないため、近年ではアルフレッドが主に重要な政策を定めている。

　アレクセイに伺いを立てずに他国との間で条約を結ぶ事も珍しい話ではなく、そのためアルフレッドはリヨン王国との軍事同盟締結を進めたのだ。

「わかっておる。別に余はその事を咎め立てするつもりはない。先にも言った通り、レムルシルの名は常勝を義務付けられている。勝利を収めるためにどのような手段を取ろうとも、余はそれを責めるつもりは無い」

　まさか、リヨン王国との同盟を咎め立てされるのかと不安を覚えたコーネリアは、アレクセイの言葉に安堵する。

　そんな娘の姿を玉座から見下ろしつつ、アレクセイは玉座の肘掛けに左肘を立て頰杖を突いた。

「カイラム」

「はっ」

　アレクセイは謁見の間の隅に控えていた近衛騎士団の隊長を呼んだ。

「勅命である」

「はっ！」

「近衛、宮廷の両騎士団の全軍を招集、諸侯に触れを出せ。これより余は、余の庭を騒がす不逞の輩を討滅するために、出陣する」

「出陣を？　出陣とは陛下、いったいどちらへ？」

「決まっているだろう。クライフドルフ侯領へだ」

　コーネリアの質問に、アレクセイは王笏でカツンと床を叩いて答えた。

「まずはエルツ、クレナド間の街道を封鎖してリヨン軍を封じ込める。その後はペテルシアだ。余の庭に土足で踏み入った両国の軍を叩き潰してくれよう」

「お待ち下さい陛下。陛下のその申されよう、それではリヨン王国軍とも戦うように聞こえます」

「そのとおりだ、コーネリア。リヨンの王太子が我が国深くに入り込んでおる。討ち取るには絶好の好機。見逃す手はあるまい？」

「ラウル王太子殿下は、皇太子殿下の窮状を救うべくお力添えの為に来援してくださったのです。また彼の国とは同盟の誼を結んでもいます。それを討つというのはだまし討ちにも等しい恥知らずな行為。我が国の信義に関わります！」

「それは余の与り知らぬところで勝手に結ばれた話だ。カイラム、何をしている？」

　アレクセイはまだ謁見の間にいたカイラム千騎長を見た。

　カイラムもまた、アレクセイがしようとしている事は、コーネリアの言うように卑劣な行為だと感じていた。そのため、コーネリアが異議を申し立てるのを聞いて、皇帝が意見を翻すのではないかと期待していたのだが。

「勅命は下ったのだぞ」

「は、ははっ！」

　カイラムは深く一礼をすると、皇帝の命令を速やかに実行するべく、部下を伴って謁見の間を後にする。

「陛下！　お待ち下さい陛下！　よくお考えください！　そんな事をすれば帝国は、リヨンとペテルシアの両国を相手に戦うことになってしまいます！」

「それがどうしたというのだ、コーネリア？」

　尚も反対意見を言い募ろうとするコーネリアへ、アレクセイは気け怠だるげに視線を向けた。

「どのみちペテルシアは我が帝国に良からぬ野望を抱いておる。ならば、戦うしかあるまい？　それにそなたも知らぬとは言わせぬぞ。我が帝国の血塗られた歴史を──。高祖セシルが興した小さな国は、周辺諸国を平らげて帝国という名の怪物となった。魔物の侵攻という事態に僅かなひととき眠りへと落ちたが、レムルシルの名はもともと大陸諸国に轟く悪名高き侵略者の一族なのだ。その事を忘れた者たちへ、余が直々にレムルシルの名を刻み込んでやろう」

「そんな……」

「では、陛下はラウルとも戦うおつもりか？」

　アレクセイの物言いに絶句したコーネリアに代わって、発言したのはレティシアだった。

「そういえば勇者殿。リヨンの王太子はそなたの盟友であったな」

　アレクセイはそう言うとレティシアへと目を向ける。

「リヨン王国が帝国に対して侵略の意思を示し、進軍をしたのなら、私は祖国のために戦うでしょう。ですがこの度の一件、リヨン王国は皇太子殿下の要請に応えて援軍を派遣してくれたまで。陛下がもしリヨン王国軍とも戦うとおっしゃるなら、私は祖国ではなく盟友ラウルとリヨン王国に味方し陛下と戦うでしょう」

「わかっている。だがお忘れか？　そなたの師が帝国の騎士だという事を」

　アレクセイはウィンを見る。

　それは明らかな脅迫だった。

　その時レティシアが何か言い返す前に、コーネリアが意を決したような表情でアレクセイを見た。

「陛下もお忘れなのでは？　彼は私の従士なのですよ。リヨン王国との同盟書に調印したのは私です。陛下がリヨン王国と開戦するのなら、私はレティシア様とともに戦う道を選びたいと思います」

「よかろう。ならば戦おうではないか」

「陛下！　考え直してはいただけませんか？　レティシア様と、勇者メイヴィスと敵対するなんて。それでは──リヨン、ペテルシアの両王国ばかりか、エメルディア、世界樹の都エルナーサ、カシナート王国といった列強諸国をも敵に回しかねません！」

　世界を救った英雄である勇者と敵対する行為は、人類全ての反感を買うことになりかねない。

　帝国はあらゆる国家から非難を浴び、国交が断絶し、経済も逼ひつ迫ぱくする事になる。

「陛下は国を滅ぼすおつもりですか!?」

「コーネリア。先程余はこう言った──我らレムルシルの名は、常に勝者で在り続けた者こそが名乗り続ける事が許される、と。そしてその一族で、最も勝者で在る者こそが皇帝であり、この国を自由にする権利を手にできるのだ。止めたければ余に勝って見せよ」

「失礼ながら陛下。この私に勝てるとお思いか？」

　それからレティシアは謁見の間をゆっくりと見回す。

「たとえこの場にいる近衛騎士が一斉に掛かってきたとしても、私には勝てない」

「確かに、我が精鋭揃いの近衛とて、そなたにはとても敵うまい。だが気づかなかったのか、コーネリア？　本来、この場所には魔法が使えぬように結界が張ってあった」

「そういえば……」

　ウィンとジェイドの戦い。《封魔結界》が張られている筈のこの謁見の間で、ジェイドは身体強化の魔法を、そして炎弾の魔法を使っていた。

　アレクセイは玉座から立ち上がると、一歩二歩と前に歩み出た。そして手に持つ王笏で、カツンと床を叩いた。すると同時に、床から湧き出すように現れた人影。

　その人影を目にして、レティシアとコーネリアは目を見張った。

「お兄ちゃん……っ!?」

「ウィン君!?」

　その声に跪き拝はいの姿勢を取り、顔を伏せていたウィンも思わず顔を上げた。

　そして──。

「お、俺？」

　皇帝アレクセイの座る玉座の横に、ウィンと同一人物としか思えない男が立っていたのだった。

「えっ……ウィンがもう一人？」

　ウィンと同じように顔を上げたロックも、驚きの声を上げてウィンとアレクセイの傍らに現れた人物を見比べる。

　身に着けている服こそ違えど、背丈、容姿、鏡に映し出したかのようにそっくりだった。

「紹介しよう。我が友、ノアレだ」
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「ノアレ……？」

　ウィンとレティシアには、その名に聞き覚えがあった。

　リヨン王国サラ・フェルール大聖堂建設予定地である岬の祠。地下深くに降りる階段の先、深海の底に封じられていた古き神殿。そこに祀られていた破壊の神の名が『ノアレ』。

「久しぶりだな、人間たちよ。あの時見た顔触れとは別の者もいるようだが、息災なようで何よりだ」

　ウィンの姿を象かたどった破壊の神は、うっすらと微笑みを浮かべてみせた。

「皇帝よ、そなたの言う通りここを騒乱の中心と睨んだ我の勘は誤りではなかったようだ。人間よ、御身との再会を夢見ていた我は、今昂ぶりを覚えておるぞ」

「お、おい……知り合いか？」

「いや……知り合いじゃない……よな？」

「うん……あんな邂かい逅こうの仕方で、知り合ったと言えるのかな？」

　ノアレがウィンを見つめて話すのでロックがそう尋ねたが、ウィンとレティシアの返答は曖昧なものだった。

　破壊神ノアレ。

　ウィンとレティシアは確かに破壊神と戦った。だが、正確には破壊神ノアレの力を禁忌の魔法で降ろした人間とだ。

　降ろした人物の名はレイナード・ヴァン・ホフマイン。そして破壊神の力を宿したレイナードに殺害された後、その肉体をレイナードの魂に奪われたミトとだ。

　戦っている最中の破壊神の器となった肉体の意識は、レイナードのものだったはずである。

　そこに破壊神の意思のようなものは感じられなかったのだが。

「我の力こそ我そのもの。我は深い闇の底に意識をたゆたわせ、あの戦いを夢見るように見ていた。そしてあの時、我は見ていたのだ。深い闇すらも切り裂いて差し込む黄金色の輝きを。御身とその娘の間を結ぶ強き絆が生み出した奇跡の光を。その輝きが我の意識を覚醒させたのだ。その責任は取ってもらわねばなるまい」

　ゆっくりと玉座からの階段を降りるノアレ。

　ノアレが一歩ずつ近づくにつれ、まるで質量を持っているかのような圧力を感じる。

「すまぬな。これでも我は力を抑えているのだが、それでも定じよう命みようの者には辛いらしい」

「破壊の神ノアレ様。お伺いしてもよろしいでしょうか？」

　ウィンはちらりと玉座に座ったアレクセイを窺った。どうやらこの場での発言を許してくれるらしい。破壊の神と人の騎士の邂逅を純粋に楽しんでいるらしく、興味深そうに眺めている。

「責任を取ってもらわねばならないと仰せですが、責任とはいったい？」

「もちろん、我の意識を覚醒させたことだ。本来、我が覚醒する時は、この世界が寿命を迎えた時と定められている。それを無理やり起こしたのだ。ならば、責任を御身に取ってもらわねばなるまい？」

「いったい、私に何を望まれているのでしょう？」

「我の望みはただ一つ。我と戦え！　そして我にもう一度、我を敗北へ導いたあの輝きを見せてみよ！」

「あれは……っ！」

　ノアレの言葉にウィンはレティシアを見た。

「あの力はレティの、彼女の力です。俺自身の力じゃないんです」

　破壊神の力を退けたのが己自身の力ではない事を恥じ入るウィン。

「それは違う。それだけでは我の力には勝てぬ。実際、御身に力を与えたその娘は我の力を破るまでにはいたらなかった。何を恥じ入る必要があるのか。御身は定命の者たる身で、我に勝利を収め、瞠目させるという快挙を成し遂げたのだ。その力は御身自身のものだ。そなたもそう思うであろう？　アナスタシアと世界樹の祝福を受けし娘よ」

　ノアレに問われ、レティシアは迷いなく頷いた。

「取るに足らぬはずの人間が発したあの光。あのような美しき輝きに匹敵するものを、永き時に存在する我ですら他には知らぬ。あの時見せた奇跡の光を、我と戦い再び見せよ」

「ですが自分にはあなたと戦う理由が……」

「戦う理由なら、我が御身に与えてやろう」

　ノアレはそう言うと、玉座を見上げた。

「我は御身を待ち続ける時間を、皇帝に頼みこの場所で過ごさせてもらった。騒乱の顚末を見届けることは、我が無ぶ聊りようを十分に慰めてくれた。その礼はせねばなるまい。そして皇帝よ、我にできる礼は破壊することだけだ。よって、我は皇帝の前に立ち塞がるものを破壊してみせよう。それでよいか？」

「十分だ。破壊の神よ」

　皇帝が頷くとノアレは不敵な笑みを浮かべて、ウィンたちを振り向いた。

「さあ、どうする？　先程の様子を見れば、皇帝は軍を率いて世界を相手に戦うつもりだ。そして我が力を貸す事で、皇帝の望みは容易なものとなろうぞ。それを止めるには、我と戦い勝利するしかないぞ？」

「レティ……」

「お兄ちゃん」

　ウィンとレティシアはノアレの言葉を聞き、顔を見合わせ頷き合う。

　どうやらこれ以上戦火を広げないようにするためには、この破壊の神と戦って勝利するしかないようだ。

　レティシアの身体が黄金色の輝きを放ち、ウィンもまたレティシアの光に包み込まれた。

「そうだ……それが見たかったのだ」

　ノアレが歓喜の声を上げた。

　謁見の間にノアレの神威とレティシアの魔力によって生じた白光が溢れだす。

「ここでレティと神様が本気で戦ったら、皆は、シムルグは大丈夫なのか？」

「安心するといい。この広間の中でなら、どんなに力を使ったとしても建物も柱も壊れはしない。我は破壊を司る最も古き神の一柱だからな」

「至れり尽くせりね」

「そうでなければ、御身らも本気では戦えまい？　この場にいる者たちも、我が庇護の下もとにあるので安心するがいい」




　気がつくと、コーネリア、ロック、ウェッジ、リーノ、ケルヴィンの五人と部屋に残っていた近衛騎士、失神しているノイマン、そしてジェイドの亡骸までもが玉座に続く階段へ移動していた。

　ノアレが飛ばしたのだろう。

　つまり謁見の間入口から、玉座へ続く階段までが戦闘領域というわけだ。

「正直助かりましたね」

「ふくちょー、私ここで死ぬかと思いました」

　実際涙目になったリーノはそう漏らすと、その場へうずくまった。小さく丸まったその背中をウェッジが安心させるかのように擦さすってやる。ただ、そのウェッジの表情も固く強張っていた。

　どうやら階段の一番下の所に何らかの結界が張られているのか、リーノたちのいる場所までは、中から漂う超常の力は感じられなくなっていた。

　謁見の間ではウィンとレティシア、そしてノアレの間で緊張が高まっている。

「神と人の最高峰にいる者の戦いか。特等席だな。商売にしたら高く売れそうだ」

　緊張感を誤魔化すためかロックが冗談を言う。

「確かにそうですね。滅多に見られない戦いを見ることができそうです。その戦いへの参戦資格が無いことが、不本意ですけどね」

「さすがふくちょー……あんなの見て、よくまだ戦いたいと思いますね」

　ケルヴィンの言葉にようやく落ち着いたリーノが呆れたように呟く。

「そういえば喉が渇きませんか？　そこの近衛の方、すみませんがお茶か冷たい水をここにいる人数分、頂くことはできませんかねぇ？」

「「えええええええっ!?」」

　部下たちが驚きの声を上げる中で、ケルヴィンは常と変わらない態度で近衛騎士の一人に言う。

「あ、ああ。確かに私もこの緊張感で喉が渇く。詰所から飲み物を取ってこよう。陛下、飲み物をお持ち致します。退出の許可を頂けますか？」

　アレクセイの許しを得て近衛騎士が二人、玉座の後ろにある皇帝の居室へ続く廊下へと歩いて出ていった。

　あの廊下の先にも近衛騎士団の詰所があるらしい。

　二人が出ていくのを見送って、コーネリア、ロック、ウェッジ、リーノの呆れたような視線が再びケルヴィンへと突き刺さった。

「いや、だって、ほら。コーネリア殿下も喉がお渇きになられているでしょう？　この場所は破壊の神様が御自ら安全だと保証してくださったのです。なら命の危険は当面ありませんし、緊張しっぱなしでいても、疲れるだけでしょう」

「はあ……ふくちょーのその神経の太さだけは、本当に尊敬するわ～」

「さて、そろそろ始まりそうですよ。この戦いはある意味、魔王との戦いよりも人類の趨すう勢せいを決める大事な戦いです。何しろ、相手は破壊神。本当に世界が滅びかねないのですからね」

「ウィン君……」

　胸元で手を組むと、コーネリアが祈りを捧げる。

　その横でケルヴィンは乾いた唇を舌でチロリと湿らせて、対峙している破壊神とウィンとレティシアのほうを見る。

（さて、相手は魔王すらも存在が霞む化け物です。となると……いよいよという時には、私は私なりにあの二人を援護するという隊長に与えられた役目を果たす時が訪れるかもしれませんね……）




「さあ、存分に戦おうぞ！」

　破壊の神のその一言が引き金となった。

　ノアレの周囲に光が生まれる。ひとつ、ふたつ、みっつ──生まれた光はノアレの周囲を回り始めると、やがて帯状の形を取っていく。光の蛇だ。

　世界に終わりが訪れた時に世界のあらゆるものを吞み込むとされる終末の蛇。破壊の神が操るに相応しい形の力。

　光の蛇は瞬く間に十二匹にまで増えると、丁度蛇が鎌首をもたげるようにノアレの頭上へと集まり、稲妻の矢の如くウィンとレティシアへと殺到した。

『我に力を！』

　レティシアから流れ込む魔力を存分に騎士剣へと流し込み、ウィンは光の蛇を迎え撃つ。

　本物の蛇のごとく光の尾をうねらせて迫る蛇。その頭部を次々と斬り落とした。

　生物を斬るような手応えは感じない。だが、バチンッと一瞬だけ強く輝きを放つと、光の蛇は空中で霧散して溶け消える。

「あれだけの数の光蛇をよく斬り落とす。それでこそ御身と再び相見えるのを夢に見た甲斐があるというものだ」

　全ての光蛇を叩き斬られてもノアレに痛つう痒ようは与えられていない。今のはほんの小手調べのつもりだったのだろう。

　歯を剝き出しにして獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「お兄ちゃんにそっくりな顔で、あんな顔はしてほしくないな……」

「……同感です」

　ウィンと同じく光蛇を叩き斬ったレティシアの呟きに、結界の外にいるコーネリアが同意した。

　謁見の間に力の嵐が吹き荒れる。雷鳴が轟き、空気が唸りをあげる。時折、謁見の間を覆う結界付近で、激しく閃光が走っていた。

「我は概念的存在故に肉体を持たぬ。ゆえに御身の身体を模して戦っているのだが、どうやら娘たちには不評のようだ。だが、我がその力を人の器の形に保たねば、まともな勝負とはならんからな。許せ」

「つまり、あんたはこれでも一応手加減してくれているのか？」

　激しさを増す雷光と部屋の大気が暴風の如く渦巻く様を見ると、ウィンにはとても手加減されているとは信じられない。

　再びノアレの周囲に光の蛇が現れる。しかもその数は二十四にまで増していた。そして今度は一直線に飛来するのではなく、地面を跳ねるように不規則な動きでウィンとレティシアへと襲い掛かった。

「聖霊剣よ」

　ノアレとの間合いを詰めるレティシアの手に握られた剣が、眩い輝きを放った。

『勇者』メイヴィスが魔王を討ち倒した時に振るった聖なる剣──『聖霊剣』。創世の女神アナスタシアより賜ったという神剣を縦横無尽に振るい、華麗なる体捌きで光蛇の攻撃を躱す。

　ノアレから無尽蔵に湧き出す光蛇をレティシアは次々と斬り裂いた。その戦う姿は舞を踊るよう。彼女の剣が閃く度に、光蛇は輪切りにされて光が弾け、宙へと霧散していった。

　しかし、幾らレティシアが華麗な剣技で光蛇を切り裂いても、光蛇は後から後から湧いて出る。ノアレの神威は増すばかりで、これでは際限が無い。

　いや、いずれは物量差でレティシアが押し切られかねない。

　ならば、光蛇を無視してノアレ本体を叩く。

　ウィンは光蛇の迎撃を全てレティシアに任せると、反撃に移る。大地を跳ねる光蛇のほんの僅かな隙間を縫って、ノアレへと迫る。

　だが、刹那の一瞬に背筋にゾクッとしたものを感じたウィンは、咄嗟に剣を引いた。

　横合いからの斬撃。

　騎士剣で受け止めたが、その威力を流しきれない。

　ウィンの身体は軽々と弾き飛ばされてしまった。

　ノアレの手には、いつの間にか光の剣が生まれていた。細身の剣なのだが、その一撃は重量のある槌つちで横殴りにされたようだった。

　一方、増え続ける光蛇を迎撃していたレティシアは、ウィンが弾き飛ばされたのを見て、自身も大きく後方へと飛び退いて間合いを取った。

「っくぅ！」

　そして剣先に魔力の光球を生み出す。

　数を増すばかりの光蛇を纏めて消滅させようと、レティシアは光球に自身の膨大な魔力を注ぎ込む。

　みるみるうちに膨れ上がった光球は、かつて魔物の大軍を薙ぎ払い、山一つを消し飛ばした。

　その魔力がレティシアの気合いの声と同時にノアレへと放出される。

「む？」

　これにはさすがにノアレも表情を引き締めた。

　光の蛇を一つに纏め上げる。

　そして生まれた光の大蛇は大口を開けると──。

「おいおい……」

　見ている者全てが絶句する。

　光の大蛇はレティシアの放った膨大な魔力を誇る光球を吞み込んでしまうと、消滅してしまったのである。

「あれを打ち消すなんて……」

　レティシアですら啞然とした顔で、ノアレを見ていた。

「レティ！」

　呆然としていたレティシアはウィンの声ではっと我に返る。

　ウィンがレティシアに目配せをする。それからウィンはノアレ目指して駆け出した。

　それを見てレティシアもウィンの見出した好機に気づく。

　レティシアの光球によってノアレの周囲を取り巻いていた光蛇は全て消滅している。攻撃を加える好機。

「接近戦か！　望むところよ！」

　ノアレが両手に光の剣を生み出して迎え撃つ。

『勇者』、『剣の神姫』、『神に限りなく近づきし存在』のレティシアと、『勇者の師』、『剣匠』候補のウィン。それはレティシアが魔王を討伐して以後、初めての、師弟による同時攻撃だった。

　至近距離でレティシアは魔力の塊をノアレに撃ち込んだ。その一発一発が巨岩を砕き、大地をえぐり取る威力を持つ。

　並の生物であれば確実に致命傷となるその魔法を、ノアレは右の手に持つ光の剣で叩き落とし、その威力を相そう殺さいせしめた。

　横合いから、背中から、時には頭上から襲い掛かってくるウィンの斬撃を、左の手に持つ光の剣でその全てを捌ききる。

　防がれても防がれても、ウィンとレティシアは互いの位置を激しく入れ替えてノアレを幻惑し、攻撃を仕掛けていった。ノアレに反撃の暇は与えない。お互いの身体を死角として利用しつつ、ノアレに向けて攻撃を放つ。

　そして均衡がついに破れる時が来た。

　レティシアが放った魔力の塊を、ノアレがまたしても右手の剣で打ち払った時。

「──むっ!?」

　光球を相殺した際に覚える衝撃がまるで感じられない。そして光球は霧散するのでは無く、一ひと際きわ強く、謁見の間にある影を全て塗りつぶさんが如く、眩い輝きを放つ。

　その輝きはノアレの視界をも奪ってみせた。

　ウィンと戦うために人に模したノアレ。視覚も人と同じく目に頼っている。

　それでも神の超感覚で空間の把握もできていたのだが、想定外に視界を奪われたことで、咄嗟に感覚を切り替えることができず刹那の隙を生む。

　その隙を見逃すウィンではない。

　レティシアの作った僅かな好機。ウィンは瞬時に踏み込むと、ノアレの腹部へ剣を突き出した。

　そして──。

　甲高い音が辺りへ響き、ウィンの剣は、硝子細工が割れるように儚はかなく砕け散っていた。




「──惜しかったな。御身の剣がもう少し頑丈なものであれば、我が身を貫けたであろうに……。御身の持つその剣では、強度が不足していたようだ」

　剣を砕かれて慌てて間合いを取るウィン。

「これまでの攻撃は、今の攻撃を繰り出すための布石だったか。実に見事であった。堪能させて貰ったぞ。次はどんな手で来る？」

　楽しげなノアレに、ウィンとレティシアの背中に冷たい汗が流れ落ちる。

　武器を失ったウィンは、レティシアから貰った短剣を握りしめた。

　レティシアが皇位継承権の保持者であることを示すこの短剣。魔法を斬り裂き、固い物を切り裂いても刃は毀こぼれしない強力な魔法剣だ。量産品である騎士剣よりも遙かに高品質の宝剣だが、その短剣であっても果たしてノアレに通用するのか。

　愛用の騎士剣がいともあっさりと砕け散ったのを目の当たりにしたウィンは、迂闊に間合いを詰めることもできない。

　その時、謁見の間に異変が起きた。
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　破壊の力は撒き散らされなくても、光と轟音は遮られる事無く地平へ届く。

　ザウナス派の騎士たちによる制圧劇と、突如シムルグの中心から鳴り響いた雷鳴を思わせる轟音に、シムルグ中の市民たちは目を覚まして不安げな眼差しで皇宮を見ていた。

　皇宮からは何度も激しい光と爆音が聞こえてくる。

　人知を超えた何かが進行している。

　市民の中には巡回中の兵士、そして皇宮前に集まった騎士たちに何事かと問い詰める者もいた。

　だが、騎士にも兵士にもその問いに答えられる者はいなかった。

　これほどの超常現象が起きているのに、騎士たちが焦慮に駆られながらも待機し続けているのは、中にいた近衛騎士が皇帝アレクセイの「全ての騎士、兵士は現状にて待機せよ」との勅命を伝えていたからだ。

　勅命とあらば、勝手な行動をするわけにもいかず、こうして市民たちと共に並んで皇宮を見ているしかなかったのである。




　皇宮での激しい輝きと轟音は、シムルグから遠く離れた砦までも届いていた。

　半径十メートル程度の部屋。その中心にハイエルフの姫、『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファが佇んでいる。

　そしてティアラの前には、空中に漂う黒い石板があった。

　びっしりと魔法文字が刻み込まれ、宙にある石板の下には同様に魔法文字が刻み込まれた魔法陣が描かれている。石板と魔法陣から放たれている淡い青光が、ティアラの静せい謐ひつさを湛たたえた表情を照らし出し、厳粛な雰囲気を感じさせる。

　ここはシムルグを中心にして配置されている六つの砦の一つ。

　レムルシル帝国の切り札の一つ。《七重結界魔法陣》を発動させるための装置だ。

　六つの砦のそれぞれの最上階には同様の魔法陣と石板が設置されていて、ティアラの同朋たちが向かっている。

　六つの塔の内、五つの塔はすでに配置に着いて装置を起動させる準備が完了している。

　残りはあと一つ。

　シムルグから連続して聞こえる轟音は、今もなお止むどころか益々激しさを増していた。

　しかし、この轟音は、ウィンとレティシアがいまだ戦い続けている事を示している。

　この音が聞こえ続ける限り、戦いは終わっていない。

「ティアラ様。最後の準備が整ったと報告が！」

　魔法陣の間にハイエルフの同朋が飛び込んでくる。

「来た」

　ようやく全ての準備が整った。

　世界樹を通して伝えられた創世の女神アナスタシアの意思。

　それは破壊神ノアレを終末の時が来るまで再封印する事。そのために、この《七重結界魔法陣》を起動させる。

「これより世界樹の力を借りて《七重結界魔法陣》を起動させ、破壊神ノアレの力を抑え込む」

　帝都シムルグを中心にして建つ六つの塔に設置された、魔力装置を使用した対魔結界魔法。

　六つの塔を結ぶ円の中にいる者の魔力を強制的に封じてしまう、瘴気を糧に魔力を得る魔族にとって力を封じられる致命的な魔法。レムルシル帝国の切り札の一つ。

　並の存在であれば、《七重結界魔法陣》の中では、全身がまるで重りのついた鎖によって縛られたかのように、動くことすらままならなくなる。

　だが相手は、旧き神。それも最高位の力を持った破壊の神。

　幾ら優れた魔法技術を誇った古代レントハイム王国の遺跡でも、破壊神の神威を抑えきる事はできないだろう。

　だからティアラたちはやって来た。

　創世の女神、アナスタシアの神託を受けて。

　ティアラたちハイエルフは、世界樹から力を引き出す奥義を心得ていた。そしてその世界樹の力の源こそ、アナスタシアそのもの。破壊神ノアレと対を成す創世の女神アナスタシアの力を借りた《七重結界魔法陣》でならば、荒ぶる神の力とて封じることができる。

　ティアラと、そして他の五つの塔に配置されたハイエルフの中でも選りすぐりの魔法の使い手が詠唱を開始。

　そして、シムルグを包み込む《封魔結界》が完成したのだ。




　神と人の激戦が繰り広げられている謁見の間を襲った異変は、ティアラたちハイエルフが起動させた封魔結界──《七重結界魔法陣》。

「なんだ、これは……。力が抜けていく？」

　ノアレの周囲で蛇の形に荒れ狂っていた稲妻が徐々に消滅し、謁見の間に張り巡らせていた防御の結界が消え失せた。

　雷鳴のような轟音が消え、竜巻が直撃したかのようにかき回されていた部屋の空気は、穏やかなものへと戻っていった。

「これ……前に経験した事がある」

　レティシアの身体を包んでいた黄金の光もまた薄れ、消えていく。

　ザウナスがクーデターを起こした時に、レティシアはこれと同じ状況を経験していた。

「でも……何だろう。あの時は、身体に見えない何かが絡みついて来るような重さを感じていた……。だけど、これは……どこか温かい？」

「これは世界樹の……アナスタシアの力か」

　レティシアの呟きを聞きつけて、ノアレはこの己の力を抑え込んでいるものの正体に見当を付けた。

「創世の女神よ。我らの戦いに水を差すか……？」

　破壊の神は天を仰ぎ憤怒の表情を浮かべて睨みつける。そこに己と対を成す存在があるかのように。

「……だがアナスタシアよ、これは悪手だ。御身と世界樹の祝福を受けし娘も、力を失ってしまったぞ。我と御身の力は伍するのだ。完全に力を消すことはできぬし、我の力を封じるのも一時的なものでしかない。そして共に力を失ったなら、神と人、その差は絶対的であろう」

　その証拠にレティシアが完全に力を抑え込まれた状況でも、ノアレの両手には神威で作られた光の剣が握られている。

　ノアレは知らなかった。

　あれだけ再会を渇望し夢に見たウィンの本質を。

　なぜならノアレがウィンを認識した時は、レティシアから力を注ぎ込まれた状態だったからだ。

　レティシアと同等の力を持ち、レティシアを上回る技術を持つ剣士──それがノアレのウィンに対する認識だ。

　だが、本当のウィンはノアレの考えるウィンとはまるで違う。

　人並み以下の魔力のために騎士学校では三度も試験に失敗し、万年騎士候補生とあだ名されていた。孤児故に貧しい生活を送り、勉学でも同級生から後れを取った。

　だからこそ、ウィンは剣だけは誰にも負けないつもりで鍛えた。

　魔力が無くても剣技だけは訓練を積み重ねれば上達し、戦い方次第では魔法を使える人間にも勝てるからだ。

　その努力が実を結び、最強の剣士の称号の一つ『剣匠』に手が届くところまで来たのだ。

　レティシアに限らず、コーネリア、ロック、ウェッジ、リーノ、ケルヴィン、そしてアレクセイ、近衛騎士たちの誰もが倦怠感にも似た脱力感に襲われている中で、ただ一人、《七重結界魔法陣》の影響を受けない人物。

　力を封じられたとはいえ、破壊神ノアレと創生の女神アナスタシアの力は伍している。

　神であるノアレが振るう神威の剣の鋭さと技の冴えは、ウィンがかつて目にした『剣匠』ミトにも勝るとも劣らない。だが、そのことごとくをわずかにウィンは上回っていく。

　集中し、神経を研ぎ澄まし、ノアレの振るう神速の剣をぎりぎりで躱す。切っ先がウィンの全身を掠めて、血が滲む。それに構わず、ウィンは短剣の届く距離、ノアレの懐に潜り込む機会を窺い続けていた。

　皮膚一枚を切らせてしまうほどのぎりぎりを攻め続け、ノアレのまさに神業ともいえる剣技をかい潜らなければ、とても短剣の届く距離に踏み込めない。

　ウィンの見せた集中力に、ノアレはただ瞠目するしか無かった。

（見事……）

　数千年という眠りから、わざわざ覚醒するに値する。

（ならばどこまでついてこれるのか？）

　剣を振る速さをさらに。

　剣に込めた威力をさらに。

　ノアレが振るう剣に触れた、石の壁、柱、床が、まるで熱したナイフでバターを斬るように容易く切断された。

　体術を混じえて、フェイントを織り交ぜ、幾十、幾百、幾千通りの剣の軌道を脳裏に描き、最適な攻撃を繰り出す。

　ウィンはそのノアレの望みに応えるかのように、剣を受け流し、躱してみせた。

（御身はどこまで我に迫れる!?）

　幾度目かの応酬。その時、ついに均衡が崩れる。ノアレの攻撃を躱したウィンの足がもつれたような動き。体勢が崩れる。

（疲労で足に踏ん張りが利かなかったか）

　その好機を見逃さず、ノアレは光の剣を突き出した。

（ここまでか……、人にしては良くやった）

　確実に光の剣がウィンの身体を捉えたという確信。

（この一撃は躱せぬ！）

　ウィンの胸に吸い込まれるように迫る剣先。どのように身を動かそうとも、必ずその剣はウィンを貫く。

　そう見えた。

　ウィンは、わずかに身体を捻りそのまま剣に身体を向けた。光の剣はさしたる抵抗も無く、ウィンの肩を貫き背中にまで剣先が突き抜ける。そして肩をノアレの光の剣に貫かれたそのままで、ウィンはノアレの胸へ、レティシアに貰った宝剣を突き立てたのだった。



















「見事であった」

　剣を納めたノアレから飛び離れて距離を取り、荒い息をつくウィン。

「お兄ちゃん！」

「ウィン君！」

「大丈夫、大丈夫だから……」

　悲鳴を上げて飛びつくように駆け寄ってきたレティシアとコーネリアへ、何とかうなずいてみせる。

「大丈夫じゃありません！　すぐに治療を」

「アナスタシアの結界があっては、魔法を使えぬだろう」

　ノアレがそう言い終えると同時に、コーネリアの両手に輝きが生まれウィンの肩の傷口を包み込んだ。ノアレが封魔結界の魔法を強制的に解除したらしい。

「治癒はあまり得意じゃないけど、私も……」

　レティシアもコーネリアにならって、ウィンの傷口へ手を当てた。

　二人の少女から治癒魔法を受けるウィンを、ノアレは眩しげに目を細めた。

「お兄ちゃん、最後の一撃を繰り出す前によろけてみせたのは、破壊神の突き技を誘ったの？」

「硬い石が簡単に斬れているのを見て、思いついたんだ。石ですら容易く貫けるなら、俺の身体くらい簡単に貫くだろうって。躱しているだけじゃ、間合いを詰められない。だったら急所を外して身体を貫かせて、正面から間合いを詰めてしまえばいい、ってね」

「そんな乱暴な……、そんな事をしていたら死んでしまいますよ！」

「ごめん」

　怒りを表すコーネリアに、ウィンは素直に謝る。

「だけど相手は神様だ。代償無しに人の身で勝とうだなんて、不可能だよ」

　そんなウィンへ、ノアレは微笑みを浮かべて賞賛を口にした。

「なるほど、本当に見事な一撃であった。我は神ゆえ滅びることは無いが、御身の一撃は確かに神へと届いたのだ。これは我の負けと言っていいだろう」

　そしていまだ胸に突き刺さったままの宝剣に手を掛けると、一息に抜き取った。

　そして膝をついて肩で息をするウィンの前に、それを丁寧に置いた。

「これは御身に返しておく。人が神に届き得た記念に我が欲しいところだが、その剣には尊重すべき想いが込められているようだからな」

　ちらりとレティシアを見てノアレは立ち上がった。

　そして玉座で事の推移を見つめていた皇帝に向かって口を開く。

「皇帝よ、すまぬ。我の負けだ。常勝であるべき御身の名に、傷を付けてしまったな」

「友よ。何を謝る事があるか。今の戦いは人が神に届き得た記念すべき瞬間だったのであろう？　余はその記念すべき瞬間に立ち会うことができた。それに、レムルシルの常勝に傷はついていない。なぜなら、神に一撃を加えたのは我が娘の従士。レムルシルの名を持つ者が勝利を収めているのだからな」

「なるほど」

　皇帝の言い草に破壊の神はクククと笑う。

「本当に今度の覚醒は楽しめた。アナスタシアよ、我らの子らは随分とたくましく成長を遂げているようだぞ」

　息を整えたウィンは、片膝をついた姿勢でノアレに問うた。

「破壊の神よ……自分は神であるあなたを傷つけました。お怒りにはなられないのでしょうか？」

「我が怒る？　なぜ？　この世界にある全ての存在は、我ら神々が生み出した愛すべき子どもである。その子どもが神である我に手を届かせたのだ。喜びを覚えこそすれ、怒りを覚える必要がどこにある？」

　そう言うと、ノアレはウィンへと頷く。それを見て、ようやくウィンはほうっと大きく息を吐き、レティシアと顔を見合わせて笑顔を浮かべた。

　二人の戦いを見守っていたコーネリア、そしてロックたちの顔にも笑顔が宿る。

　そんな中、ただ一人戦闘の緊張に身を包んだままの人物がいた。戦いを好み、強敵を探し求めるその性格から、ウィン、レティシア、そして破壊神ノアレの戦いを目の前にして、もしも自らが戦ったならどうしていたか、それをずっと脳裏に描き続けていた。

　だからこそ、ウィンとレティシアですら欺いた気配に気づけたのかも知れない。

　ウィンの背後、死角にすっと伸びた幾本もの禍まが々まがしき黒い槍。空間から突然現れたように見えたその槍を視認した時、ケルヴィンは即座に床を蹴って剣を抜き叩き落とす。

　しかし、その槍の数はあまりにも多く──。

「──がはぁ……」

　ウィンの背に回り込んだケルヴィンの身体を幾本もが貫いていた。




「副長！」「ケルヴィン副長！」

　黒い槍に腹部、腕部、大腿部と串刺しにされて宙に固定されていたケルヴィンの身体が、槍が消え失せると共に地面へと落ちる。

「お兄ちゃん！　このっ！」

　再び黒い槍がウィンを狙って無数に出現したが、ウィンとレティシアがそのほとんどを剣で打ち払った。

「なるほど。アナスタシアの気配が消えるのを待ち、勇者と皇帝が揃うこの舞台に合わせて、その若者の死を演出しようとしたか。滅びを撒く闇に生きる者よ」

　虚空を見つめて呟くノアレ。

「だが、我の前でのその所業は、我の気分を害すものでしかない。いや、汝らの存在理由を問うなら、その行いも当然の事か──。そうだな、神に手を届かせた褒美として、今後訪れるはずであった厄災を一つ、御身らのために潰してやろう」

　言葉と共にノアレは謁見の間の入口付近を睨みつけた。

　その途端。

「ぐっ……」

　呻き声が聞こえて来たと同時に、空間が裂け人影がまろび出る。

　燕えん尾び服ふくを身に着けた、一見謹厳そうな顔つきの初老の男。

　その人物の顔を見て、痛みに顔を歪めたケルヴィンが掠れた声を上げた。

「ジェイドの、側近を務めていた、クラウスという男です」

「ケルヴィン副長、動いてはダメです！」

　ケルヴィンへ全力で治癒魔法を唱え続けていたコーネリアが叱りつける。ケルヴィンの腹部に当てられたコーネリアの両手は、彼の鮮血で真紅に染まっていた。

「ウィン！　あいつはセリさんの村を襲った時に、騎士たちを指揮していた奴じゃないか？」

　ロックの指摘にウィンも思い出す。

　セリの故郷──トルク村を襲撃した盗賊団。その中に統率された動きを取っていた騎士団がいた。その騎士団は後にペテルシア王国の騎士だと判明したが、その騎士団を指揮していた人物こそ、このクラウスだ。

「くっ……これは、神の力ですか！」

　クラウスはノアレの神威が作り出す、見えない力場に囚われているのか、身を捩ねじり激しい抵抗を見せている。

「岬でもコソコソと我を覗き見ていたようだが、我を相手に隠し通せるとでも思ったのか？」

「そいつ……魔族ね？」

　レティシアの問いにノアレは頷く。

「真名はベリアルだったか。公爵と呼ばれる魔族よ」

　何でもない事のようにクラウスの正体を告げるノアレに、ウィンたちは絶句した。

　かつて五百年程昔に、四大高位魔族と呼ばれる公爵級の四体の高位魔族のうちの一体が顕現したことがある。

　顕現した場所は当時アルファーナ大陸ほぼ全てを支配していたとされる、レントハイム王国の王都。

　その時の記録では、当時大陸を支配し、現在伝わる魔法体系を完成させ、世界最強の軍事力を有していたレントハイム王国軍が一週間と持たずに滅ぼされてしまったという。

　その後、竜族によって追い払われた際の戦いの痕跡が、現在も深い峡谷となって残っている。

　レティシアと戦う事になれば、恐らくシムルグは消滅してしまうだろう。

　だが、それほどの力を持つ魔族をも、破壊神ノアレは軽々と抑え込んでいる。

「さて……ベリアルよ。おそらくは我と世界樹とアナスタシアの祝福を受けし娘が戦った後に、疲弊したその娘を殺す。もしくはこの娘が心を寄せる若者を殺すことで、余を混乱に陥おちいらせようという算段であったのだろうが……すまぬな。我はこの者たちの行く末を夢の中でたゆたいながら見守りたい。横槍を入れさせてもらうぞ」

　右手を開いてベリアルへ向ける。

「破壊と滅びを司る神なれば、我ら魔族と願いを等しくするのではないのですか!?　なにゆえ我ら魔族の邪魔をされるのです？　破壊神よ！」

「それは違う。我が司るは純粋なる破壊と滅び。ゆえに、我は何者にも与せぬ存在である。よって本来であれば、我は汝らの戦いを傍観するに留めるはずであった」

　形ある全ての存在へ、逃れられぬ滅びを与える神。その滅びは万物全てに平等に与えられるものであって、魔族は偶然破壊神ノアレと同じ目的を持って創られた存在に過ぎない。

「ならばなぜ、あなたは私の邪魔をするのです!?」

「さっきも言ったぞ、魔族よ。我はこの者たちを気に入っている。そして汝はそうではない。ただそれだけの事──」

　そして凄まじい形相で睨みつけているベリアルを見据え、ノアレはぐっと拳を握った。

　たったそれだけの所作で──公爵級の大魔族として伝承にあるベリアルが塵となって霧散する。

　断末魔の声すら無い呆あつ気けない最期。

「これが……神々の本当の力……」

「とはいえ、これだけの力を振るえる神は我だけよ。多くの神はこの世界を創生する際に、大半の力を注いでしまっているからな。我は世界が終末を迎えた時、全てを吞み込み滅ぼす役割を持つゆえ、未だ力を維持しているだけなのだ」

　ウィンはノアレを相手に戦い勝利したとされたが、この破壊の神が如何に人に合わせて手加減していたのか思い知った。




「……血が止まりません！　ケルヴィン副長、しっかりしてください！」

　視界が利かず、身体も動かない。

　だが、声だけははっきりと聞き取れる。

　コーネリア皇女の声だ。

　どうやら重傷を負った自分に治癒魔法を掛けているらしい。

「私も、案外、魔力が人並み以上に、ありますから……治癒の魔法は効きづらい、でしょう？」

「喋ってはなりません、ケルヴィン副長」

　ケルヴィンは自身の腹部の傷に手を当てている、コーネリアの手を震える手で摑む。

「ふ、ふふ……申し訳、ありません。殿下の、御手を、私の血で、汚してしまいました……」

「そんなこと、どうでもいいのですよ」

「副長、どうして俺をかばって……？」

「ウィン、ですか……そうか、君には言って、いませ……したね。私や、隊長、ロック、ウェッジ、リーノに、与えられ……た、役割は、君に、功績を挙げ……ること……」

　喉の奥からせり上がる熱い血の塊に咽むせながら、ケルヴィンは言葉を綴る。

「だからって、俺を庇ってまで……」

「いいえ……、君を、失えば、レティシア様の想いは……。君は、まだ、死ねないのですよ。それに、私はもう……」

　薄れ行く意識で、ケルヴィンは小さく笑う。

（生きていたところで、私を満足させる戦いに出会う日は来ないでしょう）

　もうはっきりとは思い出せない、遠い記憶。

　ケルヴィンの住んでいた村を襲った盗賊を、まだ幼い子どもだったケルヴィンは、隙をついて持っていた包丁で刺殺した。

　その時に感じた、凶悪な盗賊の背後に気づかれずに忍び寄る緊張感、刺した時に感じた血の温かさと、高揚感。その感覚が忘れられず、家出をして対魔大陸同盟軍に参加した。

　何度も死地と呼べる戦場へ自ら飛び込み、魔物と戦い、時には略奪する人間たちとも戦った。

　他者から見れば無謀にも見えるその戦いは、レムルシル帝国軍の将軍だったザウナスの目に止まり、彼の幕僚だったロイズの部隊に組み込まれた。

（……楽しかったですねぇ、あの頃は。毎日が戦いの日々で）

　周囲にあるのは敵、敵、そしてまた敵。それも、どの敵も人よりも遙かに強い力を持つ魔物。

　ほんの僅かの油断が生死を分かつ。

　あの緊張感に満ちた戦場こそ、ケルヴィンにとって最も居心地の良い楽園だった。

　だが、その楽園はレティシアの手によって終わりを迎えた。

　戦う機会は格段に減ってしまった。

　自らを上回る強敵との出会いもない。レティシアと手合わせが一度できたくらいか。

　そして燻くすぶった気持ちを持ったまま、自分の部下だったウィンとレティシア、そして人の理解を遙かに超越する存在の戦いを目にした。

　神と戦ったのが自分ではない事が残念だったが、おそらくこの先生きていたとしても、彼らの戦いを超える戦場に出くわすことは無いだろう。

　ケルヴィンは目を閉じて小さく息を吐いた。

（心残りがあるとすれば……二つ、ですね。隊長、あなたとは一度、本気で手合わせをしてみたかった。そして妻と子どもたち……ですが）

　皇太子アルフレッドに力を貸したエルステッド伯爵ロイズは、これから先、何かと重ちよう用ようされることになるだろう。そのロイズの所領であるエルツに住むケルヴィンの家族も、安泰に違いない。

　だから──。

「私、はもう、満足に……した。たいちょ、う……、先に……」

　最後に、深く息を吐いた。




「すまぬ。破壊を司る我には、その者を癒やす事はできぬ」

　冷たくなっていくケルヴィンを囲んで、無言でうちひしがれているウィンたちにノアレは謝罪した。

「いえ……、いえ、副長は俺を庇ってくれて、生命を落としました。満足そうな顔で……」

「ふむ……、ならばせめてその者の魂が、安らぎに満ちた眠りにつくことを約束しよう」

　ウィンはノアレに頷くと、レティシアとコーネリアを一度見て、皇帝アレクセイに向き直った。

「陛下。ケルヴィン・ワーグナー従士は、対魔大陸同盟軍、そして中央騎士団、コーネリア皇女付き従士隊の隊士と歴任中、稀け有うな戦歴を残された偉大な騎士でした」

「うむ。ケルヴィン・ワーグナー従士は、帝国騎士の鑑かがみ、偉大な英雄である。余は彼かの者に万騎長と将軍位を授けよう」

「はい。そして、陛下。私は今日ここで、『剣匠』を名乗ろうと考えます」

「お兄ちゃん」

「ウィン……」

　迷いの無い表情でアレクセイを見るウィンの横顔を見て、レティシアとロックに嬉しそうな笑みが溢れた。

「ミトさんに『剣匠』の印を託され、ケルヴィン副長には命を賭して助けられた。その恩に報いるためには、俺自身がそれに値する人物にならないといけない。『剣匠』を名乗るのはその覚悟だ」

「神にも届きしそなたの剣。余はそなたこそ、真に『英雄』と呼ぶに相応しいと思う。『英雄』もまた、諸国の王、神官にも並び立てる存在。『騎士の中の騎士』となったそなたの前に、以後皇宮は門を閉じる事は無い。諸国にもそなたの名を新たなる『剣匠』として、余自ら喧けん伝でんしよう」

　アレクセイが告げると同時に、謁見の間にいた全ての近衛騎士たちが、一斉に剣を捧げて敬意を表明した。

　この瞬間、ウィンはレムルシル帝国騎士団において、階位こそ無いものの、全騎士が最高の敬意を表すべき存在として認知されたのだ。

「『剣匠』、『騎士の中の騎士』、神に剣を届かせた者には相応しい称号だな」

　新たなる『英雄』誕生の興奮が冷めるのを待ち、破壊神ノアレは再び静かに口を開いた。

「さて、ウィンよ。我は再び眠りに付く。残念だが、定命である御身と我が再び相見える事は無いだろう。楽しかったぞ」

　その言葉を残しノアレは空間へと溶け消える。

　そしてレムルシル帝国を揺るがせた内乱は、一気に終結へと加速していく。
















　帝都シムルグの北西区域。

　この区画は貴族街となっていて、道路は石畳で舗装され、道沿いには花壇が造られ、街路樹が植えられている。

　そして帝都に滞在している貴族たちの別邸が建ち並ぶ一角に、メイヴィス公爵邸が存在した。公爵という爵位に相応しく、周囲の屋敷に比べてもかなり大きな屋敷だ。

　門を潜って中庭へと出れば、花壇には季節の花々が咲きほこり、一流の庭師たちが刈り込んだ庭木が植え込まれ、鳥たちが爽やかな声で鳴き、公爵邸を訪れる者たちの心を和なごませる。

　そのはずだったのだが、見事な庭園の一角、落ち着いた佇まいを見せる四阿あずまやから、この雰囲気に相応しくない凄まじい緊張感があふれだしていた。

　緊張感の発生源はウィンだ。

　破壊神ノアレを前にしていた時以上の緊張感に包まれている。

　それもそのはず。

　ウィンの対面に座る人物、優雅な所作で紅茶のカップを口に運ぶその男の名はレクトール・ヴァン・メイヴィス。メイヴィス公爵家の当主だ。

　つまりレティシアの父だ。

「新たな任地への着任直前で多忙な君を、急に呼び出してすまなかった。どうしても直接君と会ってみたかったのだ」

「は、いえ。自分のほうこそ、これまでご挨拶にも伺おうとせず申し訳ございませんでした」

「それは仕方ない。何しろ私の娘は、この家の事を毛嫌いしているからな。あいつめ……帝都にいるというのに、全く家に寄り付かん」

「あ、いえ、それは……」

　忌々しげに舌打ちするレクトールに、ウィンは返答に窮する。

「貴族の姫と呼ぶには、とんでもないじゃじゃ馬に育ってしまった。君にも大変な迷惑を掛けているんじゃないのかね？」

「迷惑なんて、そんな。レティ──彼女には助けられてばかりです。それにレティがあんな風になってしまったのは、俺のせいでもあるかもしれません」

　幼い頃にウィンと出会って以来、レティシアは毎日のように屋敷を抜け出すようになってしまった。貴族としての嗜たしなみ、作法、教養といった勉強を疎おろそかにしてしまったのだ。

　レティシアが屋敷を抜け出す原因を作ったウィンが、その事に無関係であるとはとても言えなかった。

　そしてそんなウィンの言葉をレクトールも否定しない。

「そうだな」

　そう言うと苦笑する。

「だが、君と出会ったことでレティシアは、教養や作法などよりももっと大切な物を手に入れたようだ。勇者としての力と名声だけではない。女性として大切なものをだ。もしもレティシアが君と出会うことなく、私が親としてレティシアを育てていたとしたら、あの子は勇者と呼ばれるようにはならなかっただろう」

　それからレクトールは声に出さずに呟く。

（そして女性としても、あれほど美しく可憐には育たなかったに違いない）

「君が師となって導いてくれたからこそ、あの子は大きく成長を遂げたと思っている」

「俺……自分は何もしていません。レティにはもともと凄い才能が眠っていて、だけどその才能の伸ばし方が誰にもわからなくて、そしてたまたま俺に出会って、その才能を伸ばす方法を見つけたんだと思います」

「そうかもしれない。だがそれでも私は、君と出会ったからこそ今のレティシアがあると思っているよ。本当にありがとう」

　レクトールはそう言うと、ウィンに向かって頭を下げた。

　公爵という身分にあるレクトールに頭を下げられて、ウィンは慌てた。

「頭を上げてください、公爵閣下。使用人の方々の目もあるのですよ」

「君は陛下から、諸国の王、神官に並ぶ『英雄』だと言われたのだろう？　公爵程度が頭を下げるのに、何一つとして不思議はない。それに、今、屋敷に残っている者たちは、ステイシアにもレイルズにも与しなかった信用の置ける者たちばかりだ。ここで見聞きしたことを外へ漏らすような不届き者はおらんよ」

「お父様」

　そこへレティシアがやって来た。

　白い肩を大胆に出した、薄い水色のワンピースを着ている。

「私の師が何か……？」

「違う違う！　誤解だ、レティ」

　ウィンが焦っているのを見て、レクトールがウィンへ嫌味か何かを言ったと勘違いしたのだろう。

　レクトールを見るレティシアの目に、剣吞な光が宿るのを見てウィンが慌てて止めた。

「えっ？」

　慌てて制するウィンに、キョトンとした顔を向けるレティシア。

「ちょっとびっくりするような話を聞かせてもらっただけだよ。レティが考えているような事じゃないんだ」

「そうなんだ。それならいいけど……」

　ウィンが取り成してもなお疑うような目つきでレクトールを見るレティシア。

　そんな二人のやり取りをレクトールは面白そうに眺めていた。

「ふむ。レティシアがこうも簡単に言うことを聞くとは……。君の身柄を手に入れたら、勇者の力を得たも同然だという噂の真実味が増すな」

　だが、ウィンも今や『神の領域に手が届きし存在』と呼ばれ、またレティシアと『剣聖』にしてリヨン王国王太子ラウル・オルト・リヨン、さらにはレムルシル帝国皇帝アレクセイ・ラウ・ルート・レムルシルの三名による共同推薦で、正式に『剣匠』の称号が贈られていた。

　他国が勇者の力を手に入れるためにウィンを手にしようと企むには、ウィン自身がリスクの高い危険な相手となってしまったのだ。

　今やウィンは、帝国内はもちろんの事、積極的にウィンの活躍を喧伝してくれるラウルのおかげで、他国でも名が通った『英雄』と呼ばれ始めていた。

　だが、その結果。

　ウィンは一つ、選択を迫られることになった。

『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスと『剣匠』ウィン・バード。

　勇者とその師の力は、諸外国にとって危機感を抱かせるに足る力だ。

　ウィンは騎士を辞めなければならなくなった。

　ただ、ウィンは憧れであった騎士を辞めなくてはならなくなっても、さほど未練を感じなかった。

　ウィンが騎士として本当に守りたかったもの──それはウィンの常に傍らにあるものだったと、そう気付かされたからだ。

「できれば食事の席にも招待したかったが」

「公爵閣下のお誘いとあれば是非と申し上げたいところなのですが……」

「ははは、気にしなくていい。その服は礼服だろう？　皇帝陛下との約束があるなら、そちらを優先するのは臣民として当然の事だ」

　実はウィンとレティシアはこの後、皇宮へと参内する事になっていた。

　従士隊を退官した後、ウィンは官僚として帝国に仕える事になった。その任官をアレクセイが自身で行いたいと言い出し、ウィンは礼服を身に付けて皇宮へ参内することとなったのだ。

　その話を皇宮で聞きつけたレクトールは、レティシアに、皇宮へ参内する前にここへウィンを連れて来るように言いつけた。

　レクトールが言う事にはいつも素直に従わないレティシアなのだが、この言い付けには素直に従い、待ち合わせ時間の前にウィンをメイヴィス公爵邸へと連れてきたのだ。

　案外、レティシアもレクトールの心境の変化に気づいたのかもしれない。

　以前のレクトールは、ウィンとレティシアの関係に否定的だった。

　公爵令嬢と平民という天地程の身分差だ。とてもレティシアとは釣り合わない、幸せになれるはずがないと考えていた。

　しかし、たかだか騎士候補生だったウィンは、レクトールも驚くような早さで出世を遂げた。帝国第一皇女に仕え、皇太子からの覚えも良く、皇帝陛下とも謁見できる。そして他国の王族とも親交を持つ。

　これほどの人脈を持つ者は、大貴族と呼ばれる者たちでもそうはいないだろう。

　ウィンは己自身の力で、レティシアに釣り合うだけのものを手に入れたのだ。

「ところで、ウィン君。君の騎士剣は破壊神との戦いで砕け散ったと聞いたが、今はどうしているんだね？」

「今は以前に、レティから頂いた短剣を使っています。もうすぐ従士隊を退官する身ですから、騎士剣を今更頂くのもな、と──そういえば、この剣はレティに皇位継承権があることを示す物でしたね。自分が使っていて構わないのでしょうか？」

「いや、いい」

「そうよ、それは私のだからお兄ちゃんが使ってていいよ」

「ああ、それに実は君には私からもお礼と言うか、贈り物があるんだよ」

「贈り物？」

「ちょっとだけでいい。時間をくれるか？」

「大丈夫です。皇女殿下との待ち合わせ時間には、まだ余裕がありますので」

　コーネリアとは皇宮で落ち合う予定だった。

　アレクセイから任命状を貰った後で、三人でお茶をする予定なのだ。

「そうか……今日は皇女殿下もご一緒されるのか。それではますます今日にでも君に渡しておかないとな……」

　レクトールはぶつぶつと小さく呟くと、本邸に戻り急ぎ足で戻ってきた。

　その手には、一振りの剣が握られている。

「お父様……その剣は──っ!?」

　レクトールの手にしている剣を見て、レティシアが目を丸くした。そして父親の顔を窺うが、レクトールはそんな娘を無視してウィンへ剣を差し出した。

「この剣だ。この剣を君に贈りたいと思っていたんだ」

「これは……。抜いてみてもよろしいでしょうか」

　レクトールが頷くのを見て、ウィンは剣を抜く。

　磨き抜かれた刀身はまるで鏡のよう、刃毀れ一つ見当たらない。

　素人目にも相当な業わざ物ものだと分かる。

　そして、鞘と柄、鍔に刻み込まれた精緻な紋様に、ウィンは見覚えがあった。

「気づいたかな？　それはレティシアが君にやった短剣の片割れだよ。その長剣と短剣は二振り揃って皇帝陛下から賜った剣なのだ。短剣を使うなら、こっちの剣も持っていたほうがいい」

「本当に良いのですか、お父様？　その剣を我が師に渡して……」

「ああ、お前が選んだ男だ。間違いないだろう。この剣は我がメイヴィス家にとっても大事な宝だが、君に差し上げよう。大切にしてやってくれ」

「ありがとうお父様！」

「ありがとうございます。大切に使わせて頂きます」

「うむ」

　ウィンは嬉しそうに陽光に刀身を翳かざして見ている。その様子をレティシアが頰を赤く染めて、幸せそうに見つめていた。

「そういえばウィン君は、今日任命式と聞いたが、どのような役職に就任したのだ？」

「コーネリア殿下の所領となる、新しく作られる村の領主代行ですよ」

　その新しく作られる村は、かつてリーズベルトたちエルフが住んでいた村の跡地だった。

　その村にはエルフ族にとって、最も大切な世界樹の若木があった。しかし、魔族の襲来にあって村は滅び、世界樹の若木は魔族の力を受けて爆ぜ割れてしまった。

　そこで、世界樹の都エルナーサへ行ったリーズベルトが、セリと共に村を復興させるため、世界樹の若木の苗を貰って帰ってきたのだ。

　本来、世界樹の若木を管理しているのはエルフ族なのだが、世界樹の若木を世話するために新たな村を作れる程の人手は無い。

　そこでエルフ族はレムルシル帝国と交渉して管理を委託。帝国は、そこに移民を募集して村を作ることになった。

　そして、世界樹の若木は強力な魔法の触媒としての力も持つため、新たに作られる村は皇室の直轄領とすることになった。

　こうした流れで、その村の領主にコーネリアが就任し、ウィンはその代官という役職に就くこととなったのだ。

　騎士という軍人身分ではいられなくなったが、領主の代官ならば文官という事で、他国にも言い訳できるだろうというアルフレッドの案だった。

「開拓村の領主代行ですし、知り合いに農園をやっていらっしゃる方がいるので、色々教わって畑でも耕そうかな、と」

「なるほど。領主代行という事は、貴族にでも取り立てられるのかな？」

「いえ、そんな話はアルフレッド様からは聞いていないですね。ただ、皇室の直轄領の領主代行ならば、皇帝陛下から任命の儀式が必要ということで、今日これから皇宮に参内することになったんですよ」

「なるほど。それにしても君が今身に着けている白い礼服は、従士隊の礼服を流用したものかな？」

「ええ、従士隊の制服の色が変更になるそうなので、そのまま少し手直しすれば使えるだろうとアルフレッド殿下が笑っていました」

　ウィンは自分の格好を見下ろして頷く。

「新しい従士隊の制服って、紫色になるんだよね」

「そうそう。従士隊の礼服をそのまま手直しして使うって隊長に言ったら、殿下は妙なところで吝りん嗇しよく家かだからなって笑ってたよ。あの人、皇族方相手でも遠慮ない物言いするよなぁ」

「そう……」

　ウィンはそう言って呆れたように笑った。

　一方、レティシアは微妙な表情を浮かべている。

（ウィンは気づいていないようだが、どうやらレティシアは気づいているようだな。レティシアもさすがは女ということか）

　白い礼服は本来皇族にだけ許される色。

　一時、例外として皇女の従士隊は白い制服を身に着ける事が許されていたが、その従士隊も制服の色が変更となると、白の服を身に着ける者は帝国内で皇族とウィンだけとなる。

　つまり皇帝アレクセイと皇太子アルフレッドの二人は、コーネリアの伴侶としてウィンを皇族に迎えると、国内外に知らしめているのだ。

「あ、お兄ちゃん。そろそろ皇宮へ行かないと……」

「そうだね。コーネリアさんも待っているだろうし──それでは公爵閣下。自分はこれにて御お暇いとまさせて頂きます」

「ああ、また気軽に遊びにでも顔を出してくれ。そうすれば、一向に家へと寄り付かない娘が、また顔を出すだろうからな」

「お父様！」

「はい、また寄らせて頂きます」

　恭うやうやしく一礼する門衛に軽く頭を下げて出ていく二人の姿を、レクトールは見送る。

　先程贈った宝剣をウィンがしっかりと腰に帯びているのを見て、目頭が少し熱くなったのに気づいて、自分でも驚いていた。

　それから踵を返すと、本邸に向かって歩きながら込み上げる笑いを抑えきれずに肩を震わせる。

　使用人の一人が啞然とした顔でレクトールを見ていたが、気にせずに自室へと向かった。

　皇宮へ参内すれば、普通は武器となるものは預けるものだ。

　だが、ウィンとレティシアならば帯剣が許されるはずだ。

　そして任命式の場で皇帝と皇太子の二人は、ウィンの新しい剣に気づくだろう。

　その剣は皇帝が、レティシアが生誕した際に与えた皇位継承権の証の対の剣──すなわち、レティシアの伴侶となる者に与えられるべき剣だからだ。

　そしてノイマン皇子に味方したレイルズとステイシアが皇位と公爵位の継承権を失い、処罰を待つ身となった今、レティシアの伴侶としてウィンがメイヴィス公爵家の後継者候補であるとレクトールが認めたことを知るのだ。

　その事に気づいた時、あの二人がどんな表情を浮かべるか。そしてウィンがその剣と礼服の意味に気づいた時、どのような反応をし、どちらを選ぶのか。それが楽しみで仕方がない。

（二人とも手に入れるという選択肢もありだからな）

　皇女と公爵令嬢。

　帝国で最も高貴な姫二人、ウィンにはその二つの花を愛めでる資格がある。

　今ではレクトールもそう思えるようになった。

　そして恐らくは皇帝も、皇太子も同様の思いだろう。

（まあ、選択するのは彼だ。間違いのない選択をしてくれればそれでいい）

　レクトールはそんな事を思いながらも、ウィンならば誰もが幸せになる手段を取るに違いないと確信し部屋へと戻ったのだった。












































































あとがき







　待ちに待った二◯一七年の野球シーズン到来！

　糸井嘉男選手、阪神タイガースへようこそ！　超大物選手の入団に、私のテンションもマックスです！

　ドラフト一位の大山選手、オープン戦を見ている限り守備も上手く打撃も上々。金本監督は二軍で大事に育てるようですが、間違いなく二、三年後には主力となっていそうな選手です。そしてドラフト五位の糸原選手。すでに一軍帯同で期待は膨らむばかりです。

　ＷＢＣでなかなか登板機会のなかった藤浪投手の調整が心配ですが、彼は超一級品の虎のエース！　出だしが悪いのはいつものことなので、今年はきっとやってくれるでしょう！

　今年も甲子園に応援行くぞ！




　さて、野球の話はこのくらいにして。

　お久しぶりです。三丘洋です。『勇者様のお師匠様』最終巻、読者の皆様には大変長らくお待たせしてしまいました。申し訳ございませんでした。

『小説家になろう』様へ、第一話を投稿したのが二◯一三年の一月十五日の十五時十分のことでした。それまで小説を書いたことがなかった私は、誰かに読んでもらえるだろうかと、非常にドキドキしながら投稿したのを今でも覚えています。その後、予想を大幅に超えた反響をいただき、書籍化までさせていただきました。

　最終話を投稿したのが今年の三月十二日の午前◯時。まる四年を掛けてウィンとレティシアの物語に、ひとまず区切りをつけることができました。これも筆の遅い作者を見捨てず、応援し続けてくださいました読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　この四年の間、日本だけでなく香港、台湾、マカオ、韓国でも出版させてもらいました。まさか海外の方にも私の物語を読んでいただき、感想メッセージまでもらえるようになるとは夢にも思いませんでした。いつか海外の書店に置かれた自分の本を見てみたいですね。




　さて、このあたりで謝辞を。

　これまで小説を書いたことがなかった私でしたが、初めて書籍化した『勇者様のお師匠様』を完結に導くことができたのは、理不尽な孫の手先生からいただいたアドバイスが大きかったです。

「物語が詰まってしまったら、何でもいいから先へ飛ばせ。とにかく書き続ければいいんだ」

　幾度となく先の展開に詰まったとき、このアドバイスを思い出しては、一字でも話を進めようとしたものです。

　あのアドバイスがなければ、ウィンとレティシアの物語が終わりを迎えることはなかったと言っても過言ではないと思います。

　理不尽な孫の手先生、その節はありがとうございました。

　また、このお話を書き続けるにあたって、編集の清水様、イラストを描いてくださったこずみっく先生には感謝の言葉しかありません。何度も筆が止まってしまって、スケジュールに多大なご迷惑を掛けてしまい申し訳ございませんでした。そして今回も美しいイラストを描いていただき本当にありがとうございます。

　そして完結まで読んで下さいました読者の皆様に、もう一度感謝の言葉を。

　ありがとうございました。

　そしてまた別の作品でお会いできることを祈って──。




三丘 洋







三丘洋　Yo Mitsuoka

山口県在住。最近、周りで釣りを始めた人が多く、自分もやろうかと迷い中。瀬戸内海、日本海、響灘と三方を海に囲まれた山口県は、魚がとっても美味しい県なのです！










こずみっく　Cosmic

とうとう最終巻ということで、一番最初に「レティシアちゃんかわいい」と言い合った打ち合わせも、もう随分と前のこととなりました。拙いながらに素敵な作品に携われましたこと、大変光栄に思います。三丘先生、担当編集の清水様、デザインの川名様、ここまでお読みくださった皆様にこの場をお借りして最大級の感謝を。それはそれとして、マイブームは水垢取りです。ぴかぴかになると、気持ちがいい。
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